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実 11計 羽i な 意 D i : .  U  2  m m  12" fCJ  

安 三 J 11. ア ス フ ア ル ト タ イ ル の 高 級 姉 妹 品 で 価 栴 は 同 程 度

安 基 本 色 12 H¥類 あ 1)

三星JL，- フイングめ

田魯応用化工K.K.

乞 カ タ ロ グ 請 求

*京 m足 立 区 小 fi JUJ T E L  T  T- め 1181- 7

大阪r ! i西 区 京 町 郷 上 通 T E L 土 佐 婦 ら 1773- 5
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トラ ックレール

6 ，9 ，12尺

木 製扉 回 ' 一 一

鉄 扉用 (; 1二r J L3土人) 複車・単車ハ ンガ ー

重量型ノ、ンガー

其の他プ ラケ ッ ト附属品一切

カー プレール

種 目

ガ イ ド レー ノレ

6 ， 9 ， 12 尺

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会

願い ます カタログ進呈

1  . 三 谷 製 作 所 . 足立?: ロな |  

材
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兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電 話伊 丹 〈代)3531・大 阪(48)4490

東 京 都中 央 区 銀 座 4丁 呂 三 和 ピノレ

電 話 京 橋 (56) 17 0 1 ・2564

大 阪 市 東 区 瓦 阿r 2丁 目三 和 ピル

電 話 北 浜 (23) 0  3  7  5  - 0  3  7  9  

ノリ東洋リ

本 社 工 場

東 京 支 庖

カ

タ

ロ

グ

進

呈

民も，

#ジ色
b、

し
。美

務 所大 阪



目 立 裂 1E . 雨

剣防

- まぶしさと彩のない最新の! 照明が光り天井 ( ノレミナスジーリング) ですO

ｾ築 ｉ｜ＨＡｉ 日 ｪ の最高Ａ照明方式といわれております 。

・日立ルミパネル ( 特殊プラスチ ック板) の 、ど使用 lζ よって光り天井が手

E凶 ζ 、経済的に実現できます。

・目立ルミパネルは透過率がよく 、吸音性lζ 俊れ、燃えにく く、経く 、光り

天井のために特につくられた材料です。

ｾ＠ 特 許 出 願 中

鯵費節減527万円の

利益をｾも

卒川々ｾｾポイラ 大 高 性 能 • 福 射 型

会石炭・オイ) l . ， ・刀ス焚

煙管式ボイラの「華命見. 現るノ

J  ・ 3た1年間(7200時間) の燃料節約額

太 阪 府 立 工 業 奨 励 起

汽 公 式 試 験 反 績

伝

2  
株式前土平川鉄工所

<J 営業諌目 仁〉 平川~水管ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

平川~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸送機械

本社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西2の1 屯 E活福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東 京都中央区λ 重州6の7 111話 ⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九 州 出 張 所 福 岡 県 小 倉 市 宮 野545 電 話 小 倉 ① 1 3  6  2  
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資 本 金 壷 億 四 百 寓 園

大 阪 支 庖 大阪市西区 阿波座中通 1 丁目 48番地

電話新町@432 ・1247 ・6706番

東 京 支 j苫 東京都中央区日本橋浜田IJ 2丁 目47番地

電 話 兜 町 @ ) 7 3 0 9 番

本社及阿万工場 兵 庫 係 三 原 郡 南 淡 町 伊 賀 野

福 良 工 場 兵 庫 豚 三 原 君s 南 淡 町 福 良



本 社

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481- 5 

の

新 製 品

S ー170

ス ミ付ロータンク

ζ 苅喜志民民ゐ

(金具マーク〉

弊 社 は 本 社 ・茅 ケ崎 の 各 衛 問 工 場

及び金具工場共に J 1  S の指定を受 け

た唯一の衛生器具総合メーカーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセ ットで御使用 下さい

東洋間器抹式曾社
茅ケ崎工場

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T E  L  @ 4518- 9 

各地営業所 東京・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

神奈川県茅ケ崎市

T E L  2 1 0 5 - 8  

床材料的決定版ノ

。

特殊加工がしてありますから ，どんな糊でも 台、ＧＺＮｾ 東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

;.. .. Ａｾ ‘＠ それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でしか

叉索人でも 容易に貼れます。 . . _ ・・・・ も毎日多数の乗降者I乙耐え得る等その特性が

イシク，油， 手垢等の汚れも 石鹸水で きれい 他の床材より優れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。 ( 特許出願中) 標準寸法幅6尺 × 長30i! x 厚2.5耗( 1巻 15坪)

の 川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

¥1I ^  ¥ JJ 東京都葛飾区本田四ツ木町54 電話葛飾 (69) 1946- 9  

、立式主グ ( 全国有名内装工事活 !C御照会下さい) ( カタログ贈呈)

ー

'  
， 



告.会

12月19 日下記のとおり本会々口が建設事業関係功労者として褒貨

を授与されました。ここに誌してその栄誉をお祝い申し上げます。

( 50音順) 記

糞 綬 褒 賞 佐 総 四 良11

|百l 鈴 木 末 尾

|百l 妹 尾 一 夫

|盲| 竹 銀 総 逃

|百l 富 永 j乏 治

岡 山 本 龍 太 郎

問 鴛 尾 九 t ! ll

藍 綬 獲 賞 石 原 信 之

同 相1I 崎 文 次

賞
ｾ＠
J ι 賞褒の員

4

2

 

( 名誉正会以〕

( 評議貝会議10
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(会 i心

' j O 

:JO 
I: i': 

J 1I J .  

( 雌

(前

君

君

君

君

君

君

-老

若

者

ー

• • 

月昭 和 33 年 1

合 同 新 年 交 礼 会 の 開 催 (既告)

雄策関係 6 団体共催の合同新年交礼会を下 Jじのとおり日fj 催いたし

ます。多数御出席をお願い申し上げます。

1.  日 時 1)14 1] 午後 1時一一 211寺 随 時

1. 会 場 大阪建設会的集会室Ｈ天羽 ｉｉｾｾ 商品めＩ

1. 会 費 3 0 0 円

知

恒例により新年午餐会を下J己により 1m催いたします。会L"' : J .相互倍

111の懇親を重ねて参りますよう，新年第 1匝|の午餐会に多数会貝の

御出席をお願い申し上げます。

通催開
4

2

 

餐午年新

記

1  )-j 9  1:1 午前11時より

大阪建設会館集会室( 天神橋南詰め)

会食ｬￌￍ ｊ 待合時 ｉｬ ｬｪｬｬＧ ＡｴＺＮ下記 ＱＱ 央阿を ｉ ｾ 映

1. ， ｴ￟ｾＮ 速 ｊｦｾ 行Ｈ英同総湖、 ｪ ιｦｦｬｫ 鋭 ｩｊｾ カラー ＱＱ 央阿Ｉ

1. Ｎ ｾやかなる分列行進 (同 日

5 0 0 円

1 月 8 日午前中までに会貨を添え・jJ 務局ま

で御申込み下さい。

時

所

函

費

込

日

場

映

会

申

1

1

1

 



会 告

東 海 連 絡 事 務 所 の 移 転

東海連絡事務所は，本年 1 fJ 1  1 : 1 ; から下記へ移転いたしました。

会告申し上げます。

R

U

 

--一=ロ

名古屋市中区南大津通4 ノ1

愛 知 建 築 士 会 内 ( ' ， [ 1 @ 0  2  4  9)  

日 本 建 築 協 会 東 海 連 絡 事 務 所

(  名 古 屋 市 東 区 布 池 町 3 2

|日

佐 雌 凶 郎 強 策 ( j l 必 19i 内
ー

• 
'.  

新春 ( 第6回) の H 若い会員の集い H 若 い 会 員 の 集 い

1月 9 日 午 後 5時半

昭和32年 6 月 より本会を母体と した関西での様記青年建築家の集

いも 6 回を数えることになり，今回は新春らしい企画で下記要項に

より開催いたします。作I卒多数お申込み下さい。

記

1  と き IIfl 有]33年 1月 9 日( 木) 午後511#30分ー711寺

1，ところ 大 阪 郵 政 会 館

( 北区太福崎町91- 5 ・脚 附 よ り |崎

町線東へ約 1 丁半北似.11 ・パス] j 主席凶側

1. テーマ 青年建築家として望むもの

( 昭和33年度の建築への期待について)

1， ゲスト 鳥 田 家 弘 氏 ( 神 戸 大 学 )

(1眠不|言D 足 立 孝 氏 ( 大 阪 大 学 )

馬 場 善 雄 氏 ( 大 阪 大 学 )

小 川 正 氏 ( K ，K ，竹中工務! 出)

1. 会 費 2 0 0 円( 別に補助があります)

U本建築協会事業委民会若い会員の集い小委民会主査 三 品 哲 夫

建 築 士 年 次 届 に つ い て 建 築 士 年 次 届

大阪府では級建築士およびニ級総築士の ) J は，米る 1 )J 15 口

までに i 建築土年次! 瓜」をしていただくよう波望されています。

まだl凶i 1 I されてないえiは，至急医| エ次MU をされるようお願いしま

す。

j睦i山別紙は大阪If1姶政課に準備してあります。なお，{'f 紛lについて

は，前! 強政課へお問合せ下さい。
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会 告

建築写真コンクール 第 3 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 開 催

標記写真コンクーノレは会μ 普段の御協力をいただいて，応必数の

憎加と内容の向上をみてまいりました。第 2 回の入選作品は建築と

社会( 昭和32年) 10 ・11 ・12各号の表紙を飾るなど，新しい事業と

しての4守色をもってまいりました。

第 3 阿のヲンク ーノレを下記要頃により催します。何卒71? って御応

募下さるようお願い申し上げます。

第 3回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 募 集 規 定

(1) 主 題 建築に関連のあるもの ( 沼撲を rl" 心にしてかもし

だされたもの)

(2) 応募資格 日本建築協会々貝に限る

(ω 大 き さ 四ツ切版以上. ( カラ ーの場合はn由) 応募点数

は制限しないが未発表のもの

(4) 〆 切 昭和33年 4 月30日 ただし当日の消印あるものは

有効

(5) 入選者の数並に賞

入選者10名に円木建築協会: D : CJ 己念品 ・: n: 状) お

よび富士フィノレムno三上主n を贈る。

(6) 審 査 員 .  ( 順不同) 5 名

最長 J占 、 ー 氏 ( 村野森建築事務所)

政 問 t A 次 氏 (K. K.松村組)

恒 成 一 初| 氏 ( つねなりすたじお)

多 比 良 敏 雄 氏 ( タイラホ ート )

および後援者より 1 .名

(7) 入選発表 本人に通知する外「建築と社会」に入選者氏名を

発表する。

入選作品は「建築と社会」誌上に: j ' . j j ¥il 売すると共に

適当な場所で展示公開する。

(8) そ の 他 μ)  応募作品は一切返却しない。

(ロ} 応募写真の災面には陥号( 文字に限る) を附

し別に暗号，撮影場所，日時，データ，住所

氏名を明記した紙片を密封し，封雷表面には

暗号のみを記入すること。

例入選作品は本会で公表する以前に他で発表す

ることは出来ない。

同 入選作品を編集し本会で出版する場合の版彬

は本会に帰属する。

(9) 送 付 先 大阪市東区北浜 3 丁目 37

日本建築協会建築写J':! コンク ーノレ係

.  このコンクーノレは毎年 2 回開催する予定である。

後媛 宮士写真 フィルム株式会社



謹 賀 新 年

青 木 友 一

東 洋 洋 瓦 株 式 会 ネ1:

j斐 井 員 r，Aロ‘  

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3  7  

双 星 宇 土 竹 腰 建 築 事 務 所

浅 海 正 雄

宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 I.I J 2 - 1 6 9

屯 話 ( 076) 3  1  6  2  

麻 キサ 徳
一

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 1 ー 1 2

麻村ナッ ν ュ工業株式会社 取 締 役 社長

安 藤 芳 雄

大 阪 市 北 区 堂 島 北 IIIJ 9  

大日本土木株式会社大阪支庖

五 十 嵐 芳 雄

芦 尾 市 打 出 翠 ケ 丘 町 1 4 8

池 上 勝 f! s  

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 辺 1- 6 6

池 上 建 築 設 計 事 務 所

池 田 宮 彦

堺 市 上 野 芝 向 ケ 丘 町 4 丁 140S

石 J  11 寛 一

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 111

石 川 建 築 事 務 所

石 原 季 夫

(違 偉)

大阪市北区宗是町 大 ピノレ916 号 室

昭 和 33 年 元 旦 ( 50音順〉

石 丸 正 名

大 阪 市 北 区 真 砂 町 3 2  

株式会ネ1:戸l J l 組大阪支 応 常 務 取 締役支防長

井 田 泰 玄

大 阪 市 浪 速 区 間 円 手 町 1 0 1 7

井 田 商 事 株 式 会 社

伊 東 五 f! s  

大 阪 市 阿 倍 野 区 北 島 西 L- 40

糸 井 直 太 f! s  

大阪市西区土佐掘船町23 (大阪商工ピノレ〕

株式会社 内 外 土 木 建 材 社

稲 垣 岐 一
一
一

宝 塚 市 切 畑 長 尾 山 1 - 6  2  

伊
ョZTbZz  

製 陶 株 式
4コエ』

ネ土

愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 m

井 上 民 E' Aロa‘  

大 阪 市 内 区 京 町 柄 上 通 2 - 4

井上工材 株 式 会 社 代表取締役

井 上 福 蔵

枚 同 市 石 切 LLI JA 

井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 4 0  

日新工業株式会社大阪支盾

. 0.  

キサ 騰
I  

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 上 1 - 4 1  

中央沼気工業株式会社 取締・役社長

.  
、

‘  

ャ・



、

a  .  

v  

謹 賀 新

岩 崎 甚 太 f! s  

兵 FI< ｊｽｩＡ［川丙市ｾ根字豆阪 ｬ Ｍ ｬｬ

内 田 成 之

須 賀 工 業 株 式 会 社

内 海 栄 造

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 3 ー 7

円宝蛭石株式会社取締役社長

浦 辺 鎮 太 f! s  

倉 敷 レ イ ヨ : y Ｎ［ｾ給部長

株式会社 A B C 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 西 区 江 戸 探i 北 通 1- 2 3

m @  3  9  l  5  

大 林 芳 f! s  

大 阪 市 東 区 京 橋 3 ー 7 5  

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

岡 一
f! s  

大 阪 市 北 区 : 宝 山 田I

岡 田 正 夫

奈 良 市 登 大 m Inr 8  

奈 良 県 土 木 部 建 築 課 長

尾 亀 清 四 f! s  

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 ，t  

株式会社三晃凶i会 常務取締役

奥 村 太 平

大 阪 市 阿 供 野 区 松 崎 町 l ー 51

株 式 会 社 奥 村 車11

年
昭 和 33 年 元 旦 ( 50音順〉

尾 崎 久 助

京 都 市 左 京 医 下 '1羽 織 ノ 木 町 3R

尾 崎 博
一

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

j由化じ紙製造株式会社 社長

置 塩 章

置 塩 光

大阪市北区堂島上1ー 2 ( 協銀ヒソレ〕

間 版 建 築 事 務 所

島 栄

， 

三 村 輸 送 機 株 式 会 主1:

笠 原 梯 ご' ムロ 良H

大 阪 市 阿 区 京 町 痢 上 通 1- 14

間島応用化工( 株) 大阪出張所

辛 木 貞 夫

機 田 産 経 ピ ノレ 内

東海興ｾ株式会本 ＱＺ 大阪支ｲ，ｲ［

河
dロ』

員
一 f! s  

株式会社 大 林 組 本 后 常 務 取 締 役

神 回 正 平

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 6 - 3 8

株式会社 11本 ν ヤツター製作所

北 キサ 平 作

大 阪 市 浪 速 区 稲 仰 向J 2 - 9  3  0  

j;I.:J j:長工業株式会社大阪支応長

棒 田 藤 f! s  

淡陶株式会社大阪支府 常務取締役



議 賀 新 年

久 保 英 次

大阪市北区ｾｾ Ｉ Ｍ ｾ西町 ＵＴ m@607・2860・sOl8

株式会主1: 械 津 製 作 所 取 締 役 社 長

栗 田 政 次 lls 

大 阪 市 西 区 雨 期 江 1 番 町 1 4

大阪例 ｮｾ 霊背株式会社代表取締役

栗 原 信 虎

大 阪 市 北 区 永 楽 町 8

Ｂｧｦｾ原工業株式会社

岩 増 太 lls 

尼 崎 市 尾 浜 字 国 広 1 - 1  

争11m塗 料 株 式 会 社 社 長

、

鴻 池 藤 一

大 阪 市 住 吉 区 浜 口 H汀402- 21  

西 岬

大阪市西区阿波臨下通2丁目 28- 1 氾@7830

株式会主1: 問中小西建築事務所

早 )11 美 武

大阪市西成区飯i松通1- 3 0 m@) 0105 ・0106

災 工 装 飾 株 式 会 社

林 清

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 1  1  

株式会社 新 イ主 宅 社

斎 藤 光 夫

大阪市北区堂島北町1'1 mc代表〉大阪@7031

株式会社三晃商会 取締役社長

左 雲 勘
=，AロA  

lls 

大 阪 市 西 区 本 田 3 番 町 3 6  

( 株〉 左 正: f抗

" 白羽 I 33 年 元 旦 ( 50音順)

佐 藤 太

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 2  

近総Hl 気工事株式会社社長

佐 キサ 木 実

大 阪 市 東 区 京 橋 前 之 H汀2

合資会主1: 佐 村 木 簡 応

志
! g 正 次

大 阪 市 北 区 樋 ノ 1-. 110' 4  5  

'j 月 正 干上

清 水 和 調

大阪市東区瓦OIJ 4r-- 23 (大阪モータースヒソレ)

山下寿郎設計事務所大阪支社

自 キ多 嘉 日月 一

神戸市東灘区木山町野寄字山間19- 1

菅 谷 一 lls 

大 阪 市 西 区 江 戸 痢 南 通 1- 37

J株式会社大阪沼気商会 ・大阪暖房商会

高 橋 進

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 2 - 17

間 辺 工 業 株 式 会 社

竹 腰 健
-且t Et2  

大 阪 市 北 区 : 堂 島 中 2 - 3 7

双星ネl 竹 l康 雄 策 事 務 所

太 万 )11 達 太 lls 

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 町 中 3- 4

株式会社不二製作所大阪支脂 取締役支庖長

田 辺 信

株 式 会 社 大 ｾＪ＠ 車H

ー

J  

1‘  .  

ず



謹 賀 新 年
昭 和 33 年 元 旦 ( 50音順〉

田 キサ 史 tls 平 田 伊 一 tls 

一

大 阪 市 都 島 区 点 目f rn 8- 61 大 阪 市 西 区 阿 波 盛 < 1.

'

1  

三和プラスチック工芸株式会社 株式会社平間タイノレ取締役社長

， 

田 キサ 難 福 岡 庄 一 tls 

大 阪 市 京 区 ，Yi 久 宝 寺 滋賀以甲賀 ｾＢｉ 石部町大Ｚ事ＱＺｩ￘ｬ ｉ Ｒ＼ ＱＷＶ

亀 井 株 式 会 社 取 締 役 社 以 i J - 4' スタツ コ株式会社社長

干 原 大 五 自日 福 頼 圭 蔵

東京都千代田区三年町 i ー50 ( 千代田第一ピノレ〉

氾 @1  8 7 9 ・1 8 8 9  
株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

株式会社大阪建築事務所東京大: 所

東 畑 謙 福 田 朝 正一

一

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1 9  大 阪 市 北 区 堂 l込巾 2 - 3  7  

妹式会社点知 ｬ 必築・ ｊｾ ｾ＠ I灯 .)(Xhli上 竹 隊 総 策 事 務 所

Ｑｉｾ 布 h、 刀く 正

一
福 田 好 雄

ｬＡｪｾ＠ 市 I会 屋 1 9 6  

三 陸 建 築 * 務 所
大阪建材工業株式会社取締役社長

中 沢 誠
一 tls 藤 木 正 一

守 口 市 滝 井 元 町 3 - 2  7  大 阪 市 東 区 両 替 町 l

中 沢 建 築 事 務 所 株 式 会 社 総 木 工 務 庖 社 長

中 西

_._ 

tls 藤 本 庄 之 助，'-

大阪市北区' 1
' 之

μ 3 ( 制上i ピノレ) 大 阪 市 城 東 区 西 嶋 町 6 - 4 3  

中 西 六 郎 総 築 事 務 所 株式会中1: J 二盛社 代 表 取 締 役

長 尾 正 大 宝 来 佐 市 tls 

大阪市大淀区天神橋筋6 ( 天六阪急ピノレ)

LI 本エレベータ工業株式会社 代表取締役
兵昨県川i & 市去年畑: ぷ中尾1'.ト 7

.坤

酉 沢 藤 生 藤 井 徳 義

大阪市北区絹3宇田IJ ｬ ＶＨ 大江 ヒソレ ｩ 階 Ｔ Ｎ ｾｾＧ ・室Ｉ

芦 屋 m 宮 塚 IIIJ 3  5  
おf兄じ業株式会本1: 代点取締役

平 )11 久 一 日IJ 里子 慶 太 tls 

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 凶 2 - 1 大 阪 rli 北 区 立 μ J : 2  

株式会社平川鉄 工 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 あ め り か 左 足



護 賀 新 年
昭 和 33 年 元 旦 ( 50音順)

牧 キサ 利 勝 森 J  11 喜 代 之 助

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 7 0  池 田 市 中 之 島 町 1 - 1  

株式会社|切組大阪支応 取締役支庖長 森 川 一 級 建 築 士 事 務 所

増 田 太 l! s  矢 橋 亮
tロt  

大阪市凶区京IIIJ 堀上通2 - 21 @ω4 5  大 阪 市 東 区 必 麗 橋 2 ( 野村ピノレ 5 階)

建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 分 室 株式会社矢縮大理石商庖大阪出張所

増 田 宏 山 口 吾 l! s  

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 3  

東洋陶探株式会社大阪営業所

不 二 建 設 株 式 会 社

町 田 信
=，AロA  山 口 武 雄

兵 ! 市 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

. m洋 P ノY ユーム株式会社取締役社長
淡陶株式会主1: 大阪支出常務取締役

松 本 芳 太 l! s  山 本 博 一
一

大 阪 市 東 区 今 橋 2 ー 1 6  大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 4 - 1 1

株 式 会 社 松 重 ' rU 機 商 庖 朝 陽 氾 気 株 式 会 社

向 井 保 晴 山 本 龍 太 l! s  

兵 ｆＧＭＧｾ ＡＮｲ ｬｾ 伊丹市伊丹 Ｕ 5 8  大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  

ょuｴｲｾ＠ .!)ノ Dユーム株式会社 株式会社ヤマトｾ気商会

村 尾 宮 山 E 三 励
一

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 1 9 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋2 - 3 3

松下'，[1若量産業株式会社照明事業・部照明技術課長 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

村 上
一

l! s  結 城 識 雄

一

大 阪 市 浪 速 区 北 日 東 町 1 4 5 大 阪 市 耐 区 末 吉 橋 通 2 - 3

サンエス石軍j; 株式会社大阪営業所取締役所長 大 LI 本セルロイド株式会社取締役社長

室 谷 山 水 横 田 喜 一 l! s  -・

メ; 阪 市 堂 ピ ノレ 大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 - 2 4  

株 式 会 社 室 谷 前 応 株式会ネ1: 1: 央主1: 代表取締役

森 上 次 雄
τロ士r

回 信 武

兵 H了県宝塚市高台上ノ池北2 8 - 1 大阪r ! i PG 区 新 町 通 2 - 2  5  

株式会社" 本セメン ト防水剤製造所 取締役社長 新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社 社 長
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昭 和 33 年 度 会 員 名 簿 に つ い て の 御 願 い

さきに御配付申上げました昭和3 3年度版会員名簿につきま して，下記箇所に変更，訂正がございま

した。

まことに恐縮ではござ い ますが御切取の上，訂正箇所に御比 ｾｩ 付願い上げます。

頁 |行| 貼 付 箇 所 切 取 分 ( 点線内)

133 1 14  1  

極 東 土 木 工 業 ( 株 )

('，11  話 側〕

@l 6267 

182 1  30 1  

兵) i l': ｍ 住宅記ｾ 長
住

ぐ 前 岡 幹 夫 )

宅.
J栄 犯 111  晃

201  1  15 1  

日 本 建 築 学 会 近 畿 支 部

日本建築学会近畿支部 - 中 沢 誠 一 郎 :

(坂 11'3' 雄) ・・ ・・・・ ・..........・・ ー ‘ .色

井 手 正 雄 建 築 事 務 所

( 所 在 地 側 〉

I 京 都 市 中京 区 獄 屋 町二条下ノレ :

石 原 建 築 設 計 事 務 所
白⑪( 代) 1931 

('，11  話 欄〕

内( 代) 4951  ｾ＠
線 0289

日 正E 設 音ト 工 主著

Ｈ名古屋の ｾＱＱ 話欄Ｉ
。@ 6121 - 5  

安 藤 組 大 阪 支 庖

后 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 過 lー 18 :  

( 営 業 所 側 〉

井 建 設

: 本 ネ上 東京都中央区日本橋室町2ー 1 ｾ＠ ｾ＠ ｾｾ Ｖ ｾ ［［ｾ＠

233 6  
一

直 通 5855

大 1660 . 3164 ・

Ｈ営業所及ｾｴＱ話欄Ｉ
阪 支 庖 大 阪 市 西 区 江戸掘下通 1- 53 @  4020 ・6993 :  

7550 . 7900 

: 支 庖名古屋，福岡，札幌，横浜，広島

森 本 車且

(営 業 所 欄 )

社 大 阪 市 天 王 寺 区 六 万 体 町 村 :

↑ 笥 中 セ ノ レ ロ

1 本 社 大 阪 市 東 区 町[110] 2- 7

イ

( 営 業 所 欄 〉

丹 司 製 陶 株 式 会 社

1 大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 1 :  

( 営 業 所 欄 )
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有 楽 ビ ル ・ 基 礎 コ ン ク リ ー ト ( ウォータイト式防水工法)

セメント 増強防水剤 ウ ォ ー タ イ ト B 号

株 式 会 社 日 本 セ メ ン 卜 防 水 剤 製 造 所

本 社 兵w県宝塚市高台上の池北28- 1 ' ; g 話宝 塚 2153

7  
工 場 尼 崎 市 錐 波 本 町 1 - 3 4 法活大阪 (48) 8544

'‘ -

19 
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優 れ た ナ イ ロ ン カ ー ペ ッ ト . ノ 仔ar ai:) i ，

発売元 株 式 会 社 泉 商 会

大 阪 市北区京足町 1 ( 大ピル150号〉

T  E  L  (44)  2736- 9 

T r a d e  Ma r総

東レナイロン繊藍・鍛通は100労スパン

ナイロン糸を使用したもの で

女弾力性に富んでいます

女驚く程摩擦に強い

大吸豊性が非常は少ない

女虫の害を全く受けません

繊 聾 ・ 椴 通

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

ｾ＠

'  
新 し い 塗 料 か

ま れ る 新 し い

ら 生

環 境

コンクリート ・モルタ J レ・プ ラス ター ・木 材 ・金 属

紙 ・繊維 ・皮革 ・その他 あらゆる材料に深さ と魅力

を与える高分子粒子状多彩塗料

in/! ， Mul ti-color  Pai nt  • • ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ＮｾｶＮＮｶ＠ ｾｶＭＮＮ Ｎ Ｎ ｯ＠米国特許 No. 2， 591， 904 

英国特許 No. 760，605 

日本特許 No. 231， 698 

関S ペイント

大阪市東区伏見町 5 丁目 27

ヲヲヨート
・カタログ御希望の方は当社宣伝課迄御 申付 け下さい。

V ‘  



関 西 の 建 築 特 集

表 紙 に つ い て

デグイ Y :  'i} 本 博 行

ｾｪＮ＠ !'i ;  !l!' 

対 ｾ Ｚｾ Ｚ ｩｲｩ 成 ＭＮＱ ＱＱ Ｑ

建 築 と 社 会

第 3 9 集 ・ 第 1 号

売 悩 1 部 1 8 0 円 ・ib 料 共

昭 初 3 3 年 i 月 2 0 日 印 刷j

昭下回 3 3 年 l 月 2 5 日 発 行

発 行 Ei 社団法人 日本雄 穣 協会

^ 阪 市 Ilf 区 北 浜 3 丁 目 3 7
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栄
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新 名 古 屋 ビ ル デ ィ ン グ 北 館 及 南 館

北 官 官 ( 写 真 左 )

所 在 地 名 古 鼠 市 中 付 区 笹 品 町 1丁目 17. 18  

敷地面積 4 7 1. 3 0 0 坪

絡橋商摘 4  3  2.  2  9  2 坪

延 坪 4.  4  5  7.  9  4 界

榊 迫 鉄 骨，鉄 筋 コ シ タ 3 ー ト 造

鋭 校 地 下 2階， 地 上 8 階. tt'i 厄 3陪

岐 工 日 昭 和 3 2 年 7 JJ 1 日

設 計 施 工 株 式 会 社 竹

南 館 ( 写 真 右 )

所 在 地 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 リ 3 丁 目19

敷地[ 町制 4  0  O.  6  3 坪

主主弔面舵 3  7  9.  3  7  )if 

延 坪 4. 1  4  7.  3  7 坪

持 造 鉄 骨， 鉄 筋 コ y ク 3 ー ト 造

便 模 地 下 2 階，地 上 9 階. ｴｾ 屋 Ｔ 階

tモエ R 昭 和 3 3 年 3 月 駿 工 予 定

中 エ 務 庖



近 鉄 百 貨 庖 あ べ の 庖

所 在 地 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 l

Ｈ 近畿日本鉄辺味式会社主 ｾ ｾ匹都
設 計 ｾ ＨｴＡＺ匠Ｉ付置 ｦ 蘇生 ＱＡ ｾ高市務所

(  Ｈｨ Ｇｬｬ［ 盲Ｉ神足ｾ策事務所

構 造 封 、 什 鉄 筋 コ Y 夕日 ー ト造

防 1/{ 地上 7階，地下 2階 . 11¥1_j I 3階

拙築面的 新館延 17.883m"  

旧鮪改造 Ｈオーバ ー ハングＩ延 し Ｗ Ｐ Ｓ ｭ ｾ

司V

施 工 株 式 会 社 大 林 組

23 
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西 濃 運 輸 株 式 会 社 大 阪 タ ー ミ ナ ル ・ セ ン タ ー

設 計 施 工

所 在 地 大 れ 市 J ! 述 区 栄 町 4 丁目 25 - 1  

駅地面 ｴｾ 9  6  9. 2  4  伴

ffl 築面的 6  6  7. 4  2  坪

延 面 積 1， 2  9  3.  0  4  1'1' 

hY/造 規 模 鉄筋ヨン: ; ｾＱ ー ト造 Ｔ 附ｾ Ｎ ー市 ｩ ｩＧ ､ Ｇｬ

.JIi 上京H

枝 豆 占 日 昭 和 3 2  1;' 1  2 月

株 式 会 社 松 村 組

『咽司 11

可'



e  

八 尾 電 報 電 言舌 局

施 工 井 上 組

和 歌 山 勝 浦 電 報 電 話 局

設 計 者 日本mfiJ m諮公社近畿電気通信局

主l ! 策部

所 在 地 八 尾 市 水 池 北 通 四 丁 目

敷地面積 1. 770 m"  

池築面積
519m

2  

延 面 積
犯4m2

様造規模 R. C造 二 階ffl 打政し一郎ライト

プロクク積仕上

竣 工 日 昭和32年 1月30日

絞 刑 者i 日本氾mm路公社近般m気通信局

主l! 築部

所 在 地 和 歌 山 県 那 智 勝 浦 町

敷地面有'1 2，228 m2  

k l ! 策面積 4∞. 2 8 m
2  

延 面 積
699.  6 7 m

2  

m造規模 R. C 浩 二 階 辿 打 政 し 仕 上

竣 エ 日 sR1l 132年10月20日
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奈 良 国 際 ゴ ル フ 場 ク ラ ブ ハ ウ ス

設 計 施 工

1立 笠 奈 良 市 宝 来 町 1 3  8  9  

床 面 積 地 階 5  9.  3  4 坪

1 階 3 2  7.  8  5 坪

2 階 1 7  6.  5  7 野

合 計 5  6  3.  7  6  l'f 

' " 模 地下 1階 地 上 2防 R . C造

平 期 間和32年6月中旬- 10月31日

大 成 建 設 株 式 会 社 大 仮 支 庖

設計). 11任者 符 川 季 男

設計担当者 宮 本 千 賀志

諸 国 威

構造拘当者 夜辺i ' i 1 ｾ￟＠

実 お

現場担当者 三 好 歓之進

、‘



"  

• .  

株 式 会 社 南 海
4=E 』 館

設 計 坂 倉 準 三 建 築 研 究 所

所 在 地 大 限 市 南 区 難 波 新 地六番丁12lfi 地

建 築面 的 1. 4  9  0 坪

延 面 的 1  1.  3  7  0 坪 改 造 部4. 0 3  5 坪

構追盟主 1>( 地下 2 階， 地上 Ｘ 隣， 上吉庖 Ｓ ｾ 寺，鉄 ＧＡＧ ｴ

鉄筋コ γ 7 9 ー ト造

B 2 F - 4 F普通コ γ 夕日ート

4 F - R F軽征コ γ クリ ー ト

竣 工 日 昭 和 3 2 年 1 0 月 1 5 日

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

27 



国 立 大 阪 病 院 般 病 棟

設 計 厚 生 省 近 鍛 医 務 出 張 所

所 在 地 大 阪 市 東 区 i! 円 桜 町

敷地面積 1  8. 5  7  1 坪

拙策面積 4  6  5 坪

延 荷 積 2. 9  6  6 坪

構造規模 鉄筋コ y クリート逃地上 5 隣地下 1階

竣 工 日 昭 和 3 2 年 7 月 3 1 日

' ち

施 工 株 式 会 社 戸 田 組 大 阪 支 庖

z-s  



J  

大 阪 11 11 有1 IIH :11 う，: n 剖11最 拶

.. 

無 7}< 式 五 斯 溜

設 計 西 独 M. A.  N.  

所 在 地 大 阪 市 西 区 灯 時 日f

直 径 5 8 米

悶
品。

9  4 米

の廿句
位 2 0 万 立 方 米

精進絞模 鉄 骨 柱，鉄 板 製

技 工 日 附 HI 3 2 年 1 2 月 7 日

< ・

施 工 組 立 目 立 造 船 株 式 会 社

大 阪 瓦 斯 株 式 4=z』zz 本土

29 



明

: .Lo. 

，ロ

設計施工

30 

海 運 ピ

株 式 会 社 鴻

)(， フー
イ ン

池

所 在 地 神戸市生田区明石町32岳地

敷地面積 5  7  4 坪

組築面積 1  7  6. 7  5 坪

延 面 積 1， 6  2  1. 2  3 坪

構造規様 地下 2 階地上 7階段尽 3 階

鉄筋コンク ジー トi誼

竣 工 日 昭 和 3 2 年 7 月

グ

、.

組



神 戸 市 {中 町 団 地 土:tt:、 同 住 宅

設 計 兵 庫 県 住 宅 協 会

所 在 地 神， q l J 生凶区仲町通四丁目二六岳地

政地而M 5  6  7.  9  7 坪

，也策面的 3  8  6.  6  0 坪

延 菌 防 1. 0  9  O. 7  3 坪

I揮造規模 共 同 住 宅 R . C造 5 階主II 1棟

庖鋪付住宅 R . C 造 2 階企II I 棟

竣 工 日 昭 和 3 2 年 5 月 1 0 日

施 エ 株 式 会 社 銭 高 組

31 



J II 西 市 序 舎

設 計 入 江 設 計 事 務 所 入 江 主 佐 太 郎

所 在 地 川 西 市 小 戸 字 荘 ノ 後

敷地面縦 3.  8  2  O. 0  0  0  m"  

主II 築面積 6  3  7. 0  6  2  m"  

延 面 積 2. 0  1  8. 7  9  2  m"  

規 筏 R .  C 造地下 I 階，地上 3 階

t苦庖 lサ

竣 工 口 昭 和 3 2 年 1 0 月 1 5 日

施 工 大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

32  



噌

平 等 院 鳳 風 堂

解 説 川 上 貢

宇治は字治JII の流れiι 臨む古代の交通上の要地であり

そして山水景勝の地として有名であ った。乙の字治の地

lζ .  1052年と きの関白藤原頼i盈によ ってつくられたのが

平等院であり，本堂についで翌53年IC工を終え供養され

たのが阿弥陀堂いわゆる鳳風堂であ った。

宇治川のほとり ，前面lζ 庭池をとり乙んで阿弥陀' 主の

姥築は東面して設けられた。本尊丈六阿弥陀仏を安置し，

ｾ階のため一見重層にみえる中堂Ｈ室内は単庖Ｉ . その

左右両脇からのびて，頁 IC東IC折れてっきでた翼民g. 興

lii J iの屈 l曲部』ζ 高くそびえたつ角機，そして中堂の後方に

つきでた尾廊などの各部分からできている。 ζ の構成は

東向正面IC重点をおいてくみたてられ，奨廊や角楼は実

用lζ は役立たないが，中央の中堂をひきたて，正E請を強

調するための窓匠上大きな役割をうけもっている 。

中堂身会( もや〕の深い軒の出をも った入母屋屋綴，

中央で きれ上 ったも乙し庇 ICみる車1反り曲線の交錯. W

廊の迷続した棟の単調をひきしめる角後，太い円柱lζ 配

して細い角柱，随処にみられる調和と均衡のとれた表現

に私たちの心はゆりうどかされる 。2主は朝 日を全而lζ う

けて丹や育の彩色，金具のきらめき， 内ぃW c反射され

た光，前池にうつしたそのかけ. とともにはなやかないろ

どりを一段と泊し，また夕方の子高口を背長として堂や躍II

の黒いν ノレエ γ トのなかに金色の仏の姿がほのかにうか

びでて事t桜感をより強める 。彼岸への往生をfO( 求した1，

代の人々 K とって，ここにくりひろげられる建築，彫刻，

絵画そして工芸を綜合した豪華かつ神硲な造型的表現は

極楽浄土の ｾｪ 厳世界を現実にまのあたりにみるよろとび

として大きな感動をもたらしたととであろう 。



ヒューマン・スケ ール

ヒューマン ・スケーノレとは，人|出的) . ，; _ 皮で

ある 。人間的尺l立とは，物J l l i 的尺伎に対する

ものである。

物理的尺s ' t とは， 日どろ使いなれた ，あの

尺B t である。それは ，尺であれ，聞であれ，

I!}I，'. であり" 犯は ，f品の長 さ，足の長さであろ

うとも ，そういう単位をもち，それにしたが

って， ｾ ｬｽ ｉｬｊ ｊ 隔 に ， ＡＡＡ｜ｾｈｉι ， きられた ｈ 盛をも

っ。つまりそれは ，ユク クリ ッド空間と lnl じ

ように ，ミワ到， 1! 日似，)辿1生j

的尺日皮;主tとは ，ポアンカレのいう ，;t.:能的幾イ"J

学の空間， したが ってまた ，建築的空間と同

じように ，非等質 ，有限，不連続である u そ

れは，人体の大さを基準 とはする ものの，通

常の芯l味での，尺度ではな い。 したが って，

その目盛についても ，或は，幾何学的比例を

もち ，もしくは，対数的比例をもっ，などと

いわれているが， もちろ ん，それらは ，物}'I[

(1' - ) 尺肢によ って，その近似的な " 践を示そう

とするにすぎないものである 。 (MT)  

関 西 の 建 築 的 鉱 脈

IY，J 西lこは深〈 即戦さ れて いる m定的鉱脈が

あると私は観然している 。 か つ て 「大阪のｾ

築J を某誌が取り上げた事があるが，大阪が関

西の鉱脈地帯として見込みがあるとの見当で

あったからだろう 。 しかるに科学的傑鉱法に

よらなか ったから表土の辺りで事は終り鉱脈

を当てる処まではいかなか ったようである 。

東京は兄米貧鉱地，出であ った。それが桜れた

M錬辺、の発! 日j ， 適)IJ Iζ より 今 LI の大をなし

た。然 し貧鉱は中11当乱拘iされたきらいがある 。

ｉ ｉ ｉ ｾｾ はその点、で Ｑｾ も吋能性 ｬι 白んでいる

新しく鉱業所を立地するとすれば '1' 点地引が

好条1'1であろう 。制って関fl4J 山liJ- を見れば泌

減点々 ，J1J! 賊 13の円 1. r，Lもつき Jft ねるがi.Hl よで

ないととは縦A である 。ただ今迄は白書ょに] と

まれ子UIi り式でや って来た傾向があ った。今

後の機械化方式の採用が望ましし凡さもなけ

れば宝の持ち腐れに終 るであ ろう 。 (Us )

34 

に わ と り と 卵

i五斐な m築J O) {J: :J( を， I'J 日↑ Ir j，茎 ji し，

社会 lζ 寄与するために ，建築士法を，乙んな

風 K 改正したい 。

およそ「建築J l r 関係する人は，みんな「建築

士J にする 。「建築」が計 画され，建設され，

ＺＯ ｾ 買され ， ri: j11l され，取払われてな くなるま

で， 1" 建築」の仕事は，みんな 「建築 |ー」に

よって処即されるべきものとする 。

「建築 |ー」の紋別は ，乙れまでの 1*JL 2  

級の外lζ ，f  I: N 乙) ，じじて紋をふやす。たとえ

ば，処築のMI主としての骨H lli や管且!にあたる

人々を1 " 4級建築士J ，先買を営業にするの

には， 1" 5 級建築士」でないといけないとす

るなど。試験は ，もちろん，級別に応じて，

程度や内科をかえる 。

乙うすると，建築以l係者は，大変な数とな

り，国会 IL われわれの代表者を，多数送る乙と

が出来る 。そうすれば，建設省などの建築関係

政府機関の組織迎はその他， 1"建築」を良くす

るための法11): 案は，容&11ζ J ] J 会を通過す るこ

とになる 。「建築」万々才である 。 (WK)

古 き を 温 め る

人 ｉｍｊ ＸＰ までｾきたとしても ， その間記憶 Ｉｊ

や判断 )J で信料できる期間はせいぜい60年く

らいであろう 徳川の長い鎖| 詞から覚めて，

1ft界の文切にあわてて飛ひF 采 った明治の叶初

から，今で80'.1:: 1ζ なる 。挫築界の華々しい進

歩発展もその期間に起 ったことで，特にそ の

後半K おいて著しい 。

関丙建築界の 長ｾが との ｊｾｬ 間 ｬζ 新しく 経験

された ζ とを盛 った 1" 1刻il L j の特集 号」は ，そ

の内容の d:'l i(i さlζ おいて乙れ以J ーのものは明

めない 。 11 ..1-:のj怯火がi比初 ，li tJヰ記から !tf iまっ

たよ うに ， その、Ｇｾ 11与としては案外勾! っている

人が沢11 1いるような ポ|刊に ついても，それが

50'. - 1 ' - も粁ーっと全くわからなくなる ζ とが多

い。そう l i うぷ I!.j.;でf去にな って大へんの絞ら:

資本、! とし て役' . t ' ! つものは ，それがは っきりし

ていて何の珍しさもない ｉｾ｜ｈζ ｼ 分 ｩ￬ＧＺ Ｐ して後

に伝える乙とを心掛けなければならなし h た

だ単に股火を作ると 言 う怠 l沫からだけでな

く，新しきを知る上からも是非必要な乙とで

あろう 。 (MM)

〆

ー
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江 戸 時 代 に お け る 大 阪 商 家 の 特 徴

牧 村

喜多川季J f 1 : という人の著した「守点没稿」という 替が

ある。天保からｾ永にいたる十数年の長い間警き続けら

れたもので，当時の大坂と江戸との事物や風俗を比較し

た貴重な資料であるが，その中に，民家の建築について

脅かれているので，少し長いが，次に引用して見る。

「京坂は表の屋織 と庇の聞は，霊木， 窓子をも全く塗簡

にす。 uffi 庇上にはばき板を顕すのみ。庇下を2童館める家

さらになし，又家宅の外面は江戸の如く下見板を打たず

全盛を顕し，雨の為には漆 l喚をするなり。けだし腰板は

用ふるなり。屋 ｾｲ といへども羽目板壁甚だ稀なり。必ら

ず壁を専らとするなり。 1位: も専ら一間二柱なり。又良大

の材を用ひ堅固を要とするなり。京坂も屋根と庇の間江

戸の如く格子を用ひ塗節にせざるは，妓院 ・23桜 ル貨食

庖の類なり。その他は専ら之を塗る。又皆必らず二階造

にて，江戸にいふ中二階及び平屋等なしo Z延長屋には稀

に平屋 ・中二階もあるか。又江戸中二階の宅は表庇上に

窓をあけざるもあり，京坂は中二階なきゆえ皆必らず窓

あり。

巨戸は表と奥 と 二棟に建てるなり。表は全く二階あ

り，奥のーあuは表の方二階，座敷上は綴にて，二階なき

なり。巨戸にもかまど多くは普通の製にて，かまど口八

つ或は十二ばかりな り。必らず陽数にするなり。 別に大

かまどを土問に造るなり。大かまどは土上五六寸を手島

石に してその上に造るなり。

京坂の浴室は専ら風呂場 といふな り。阿を専らミせっ

ちんミといふ。雪際、なり。然れどもミとうかミともミて

うづばミともいはさ' るにあらず。婦女は専らこうかとい

ふなり。京坂も民屋副添すといへども，江戸よりはひろ

し，故に中以上は多少後園あり。俗に前栽( せんざしつあ

るひは室の内といふ。江戸にてはnf主ミ庭ミとのみいふ。

土聞の表より背に達するを通り庭といふ。大路表二間

半以上の宅はi湿り庭fとするなり。

表関口四五.問ある庖は，生業により総格子，或は半ば

揚見世， 半ば中島子にするなり。けだし旬・戸 この如しとい

ふにあらずといへども，大略大同小Ｇｦ ｾ のみ，江戸の如く

毎戸その11討を甚だ異にするもの稀なり。

かまどは必らず口を土場の方に，J ; ! ミを背にす。大中戸

には別に大かまど一二を築くなり。かまどに銅l l i ! の制甚

史 陽

だ稀なり。井は '1' 以上専ら毎戸に之を設くるなり。井辺

を漆食場と号し，たたきしっくひにするなり。稀には切

石を以て畳むもあり。江戸の如く板を張るととさらにな

し。

内庭は常の土IHIなり。見世庭は，生当さによりたたき漆

〈ひ， ｄ Ｎｬ￨は板を Ｕｦ ｾ るなり。澗 ・ 醤ￌｬｊＺ Ｑ 等の庖その他も，業ー

により底全く土1111にするもあり。中以下凶五| 日1表以上の

宅の内庭には専ら板製の大衝立を置き，闘の表 より 見透

かざるを要せり。

大中戸共に，小座敷 ・鍛座敷 ・茶湯の数寄屋等，その

便に応じ 一定ならず，又有無も 一定ならず，又雑物を納

る所を京坂にてななやミといふ。納屋なり。江戸にては

物置といふ。これまた中以上必らずこれあり。中戸以下

はー械にて，見世と中 の間は二階なり。中の間以背は綴

屋根にてこ階なきなり。然れども稀には二階凶ｾＡｊｬＡＨなきに

もあらず。或は中のri J J の二階を座敷に製するもあり J

こうした大阪の前ー家が，戦時中まではまだ処々に残っ

ていた。ちょっと思い出しただけでも ，JAi 之内鍛冶屋町

の柏村( あきむら〉 主主，長幼j橋筋ー丁目の拙村酒袋庖，

千年附の松下米屋や， ミiι ヘミの油屋，玉屋町の大谷あ

っし屋，久左衛門町の酢屋日野屋， 北堀江一番了の油屋

ますや，御池橋の茶尚笠半，船場では， I古物町三丁目の

門回屋，末吉橋四丁目の醤油屋丹喜，淀屋橋筋のたばこ

入屋かぎ屋，魚の棚の逸見奈良漬屋ーーまだまだあった

ろうが，それらの肢の構えを見ていると，まるで名所図

会の昔に立ちかえったようななつかしさを党えたもので

ある。

とれらの町家には， ，昭和初年ごろまでは，まだ揚げ庖

などを取りつけたものもあり，手代や丁稚の出入りする

暖簾( のれん) の奥にはきれいに拭を込んだかまちゃ IP'長

場裕子が見えて， ;lt i段梯子のある日音い茶の間には，いま

だにおさんやお染でも出て来そうな昔のままの風情が残

っていた。

私は南本町一丁目の木綿問屋の長男として生まれた

が，その家も江戸末期lごろのもので，間 亡18 間半，奥行

17問ばかり，階下 8 室，二階 6 室，大阪式i凪り庭の商家

の構えで，そうし た古 風さを各所に残 していたこ とを党

えている。その後家が淡務してから，大正中 ｊｾ ｬ に道 Ｑ 隔を
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穐 村 家 ，写 真 拡張するため粁切りになって，粁の低い表構えだけはす

①表 構 え

①表 の 間

っかり形が変ってしまったが，それでも戦後にそっ と見

に行って見たら，中庭の石灯簡や台所の井戸なども焼け

跡に昔ながらの姿を見せており，なつかしくてしばらく

じっとたたずんでいたものである。

戦前まで残 っていた旧家の例として，南区鍛冶屋町61

帯地にあった針金丸釘耐柏村治良[1兵衛氏の本宅につき，

Ui'1羽1初年どろの写真によって当時をしのびつつ解説して

凡ょう。次頁の平面図はii袋ii ii にとIt 者が見取図を作ったも

ので，実測ではな いが，ほぼ誤りはないと思う。前記の

「守貞漫稿」の記事と比較しながら読んでいただきたい。

まず表構えであるが，前面の通りは南北の鍛冶屋町通

で，家は西向きに主主っていた。間口は約 10問，奥行約20

問，ちょうど40問 1 町の町の半分を占めていたこ とにな

る。 写真①の左方に見える土蔵の左は清水町の四つ角で

そとを東へ回ると 哀 口がある。写真に見える二階の極め

て低い造りや，塗箭めの窓のあたり，ひさし屋J恨の工合

などにも古風さがよく残っている。

階下の構えについて見ると，左の端が半聞の壁で，内

側は戸袋になっており，その次が 1 聞の格子問( こしの

ま) といわれ る出格子，さらに 1 問の揚げ庖がつづく。

妨げ庖は京阪における 商売屋の一つのν γ ボノレになって

いたもので，こ とでは高い格子結界で囲って通風と採光

の両用にあてられているが，中にはとれに和紙を張って

結界障子としたものもあった。これは夜になると結界を

はずして，蝶つがいで上へ畳み上げられる ようにな って

いる。

①表 の 問 次は入口であるが，ことには夜になる と頑丈な大戸が

二 重 締 り 上からおろされて，出入りはくぐり戸からすることにな

る。その入口の右の方は写真では半分切れていてわから

ないが， 2  J j 司半ほどあり 3 尺のしっかりした格子戸が

はいっていて，うちらは品物を扱う場所 となっている。

写真①は，庖のうちら側の中庭へ出る中戸の とこ ろか

ら外の通りに l向かつて見たもの，戸締りの外は石敷で，

中へはい ると土附は漆食たたきであ る。揚げ庖に商売道

具の台秤( だいばか り〉が置いてあるが， これは針金を

計五i する ためのものである。

大きな上りがまちが自につく。庖の聞は商売に よって

は畳敷のところもあるが，ことは針金の職場 として使わ

@台 所 れて いたために板敷となっていて，その上に簿べりを敷

ｾ，上りロには ｩ 商家 独特 の大き な 煙車盆を置 いてある。

格子の上は利lだな，上りがまちのよのたなには定紋入 り

の提灯箱が並んでいる。客 との応接 ・取引の場所は，当

家では この板の1mに続く畳敷の 6 畳だった。そして特に

大事な客はその次の勘定場へ泊された。

活の IBj から央臨放ま での間仕切 りに壁がなく，すべて

ふすま仕切りとなってい るのは，万一の火災の時の家財

@符i 段 1弟 子

(中 央) の持出しに便利なため と， 一つは勘定場にいる主人が庖
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と家内を間| 時に昨督するために考え出し

たものだと. 5' r代事h村氏の話ーだった。

写真①は，①の出入口のところへ夜の

戸締りをしたもので，二重締りがヲL全に

残されていたのは大阪中でとの家だけだ

ったが，とれはそう古い制ではなくて，

容末の ζ ろにＧ行の威勢が衰えて市中がｾ｜ｾ

轡然状態となったとき，夜になってゆす

りやおどり込み( ' . 泌総) などの予防のた

めに造られたもので，格子には鉄鋼を張

ってあった。そのころは石割強盗という

ものがあって，大きな石を表F へ投げつ

け，これをたたき破ってはいり込んでく

るものさえあったそうだから，大きな商

家ではその対応策が必要だったわけだ。

そして事実またそのうちら側へさらに畳を立てかけて家

内総出でそれを押さえつけたとともあったという諮を聞

いたこともある。

左端に半分ほど見えている梯子は二階へあがるための

もので，昼はこの戸締りを太総で二階からたくり上げる

仕掛けになっているが， 写真①の入口上部にその上げた

綴子が見えている。

図面の南j占という のは当家のみの呼び名であるが，と

とは商品の荷造り場であり，夜は大八車や丁稚11;[ など荷

車の置き場にあてられたところ，その上の表二階は，大

屋根が前後に流れる切安造りとなっているので，その時討

の方は頭を打つほど低< . 北半分は庖貝たちの股所，南

の半分は二重締り戸の納め場所と荷造り材料の置き場所

となっていた。

表入口から庖の問をまっすぐに通り抜けて中戸をくぐ

ると，写真①にかすかに見える中庭である。ととにはち

ょっとした継込みがあり，石灯絡や井戸などもあって，

その左側は玄関( 当家では勘定場という) で靴ぬき石が

あり，右f f ; 'fめ奥が台所の入口となっている。中路のー|叫

にある挫聞というのは適当な呼び方ではないが，もとは

供待ちであったものを，庖員の私用品入れとして利用し

ていた。

石畳に従って台所の入口にかかったのれんをわけては

いると， 写真@ のように，炊事場 との附に造り付けの目

かくしがあり，左側は上り口，右の押入れの向うは，後

に造られた隠居所への出入口となっている。

上り口をあがったととろの 4 畳半は，当家では上くか

み) の台所と呼んでいたが，とれは家族遥の食事をする

ととろで，それに対して，その奥の 4 : ¥J ' : と，通り庭に而

した一段低いタテ 2 虫とが下( しも) の台所で，応日や女

中たちの食堂となり，夜は女中の j皮所ともなっていた。

との上下の区別は明治時代までの大阪では実に厳格で，

また，正月の祝儀も，家族は座敷を用いずに，上の台所

清 ，k  
町

穐 村 家 平 面 図

で祝ったものである。下男( 下t力き) は上へあがらずに

飯かまどの様の壁際の板ｾ設に腰かけて食事をとった とい

うのも，やはり階級というものがやかましくいわれた名

残り と見てよい。

大黒柱はとの上下の台所の取りあいにあるが，さらに

もう一本同じ太さのものがその奥にもあった。台所( 炊

事場) の上は，畑出し付ぎ の化粧二重緊造りであったと

とは， 一般の商家と変りはない。

写真①は上の台所を庭の方から見たものであるが，正

面の階段は下をたんす代りにした箱段悌子で，こう した

空間の利用法は昔の人は突によく考えていた。一つは当

家に押入れがほとんど見当らないせいもあるが， 小物入

れとしては，今の建築家も大いに参考にすべきであろ

う。

荒神だなはかまどの上に. 井戸の神は井戸上の隅かど

に，また l周の神は窓口を出たところの約壁にまつら れて

あった。また，子供の息災を祈るためとて，畑抜きに番

傘をつるしてあったのは，当家だけのことか. 1也にもあ

るのか，まだ調べていない。

便所 と風呂場とは，通り庭を哀へ抜けたー享1¥に集めら

れ，下便所は土足のまま用を足せるようになっていたの

も，大阪のどこにでも見られる形式であった。

こう書いてくると，穐村家の建物はずいぶん古いよう

に思われるが，実は明治の島之内焼けまでに三度も火災

にかかっていて，その後明治24，5年ごろに，以前の規模

や形をそのままに新築されたものであり，いろいろの古

い形式を伝えている点では，大阪における商家の好資料

というべきものであった。

戦争などということを考えれば，その他の旧家ももっ

ともっと 写真を撮っておくべきだったが， しかし気の付

いたときには防総などという野容な法律がつくられて，

うっかり写真機を持って歩くことも出来なくなっ てい

た。実に残念なことだと思う。 ( 筆者郷土史家}
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建築学会創立五十周年の記念出版「明治大正建築写真

衆覧」は極めて貴重な記念碑的大集成であるが，その資

料は当時東京において集められ得た限りのものであって

地方のものに就ては辿漏が少なくない。私はことに，そ

の巡ｾの中から 三 つを拾いあげてみることとし た η

京都ステ ーシ ョン 京阪神間の鉄道の1) 日通に よって東

海道線が完成したのは明治十年の初めだから，との駅舎

はそれ以前j に出来ていたはずである。ことに掲げた図は

明治二十一年に大阪 ・青木山山: 立で出版された「日本名

所図絵 ・ 五縫内之官 ｾｉｊ の銅版からとったものだが，原版

は当時の写真に基づいたものと思われ，構図甚だ正確で

ある。

の

沢 真

つ の 姿

弓

設計者はフラ γ ス人( と聞きお よぶが詳でない。大方

の御教示を希う〕。私見によれば意匠極めて優秀であり，

特にその杵梁等の軸部を意識的に表出せめたところなど

今から見て仲々モダンでさえある。但し逃憾ながら手許

には文献資料の持合わせがない。やむなくここに上記名

所図絵の文章を紹介するに止める。いわく一一

「停車場( ステー ν ョγ ) は七条通烏丸大原高楼煉化

石の構造にして花樹を地他し林泉の厨. 致を成し此辺は肉

楼茶態( りょうり ・ちゃみせ) 楊( いす) を列べ路頭は

入車椴撃純資たり，云々」とある。もとより学的文章ーで

はない。が却ってそこに当時の庶民の気分が躍動してい

る。 r大鹿高楼燥化石の構造」などとあたかも生きた歴

史の声を 11Hく如き思がす る。

京 都 ス テ ー ン ヨ ン
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八角議事堂 この名称は初代の兵庫県会議

事堂の俗称( あるいは私称? ) である。 国会

開設の期を明治二十三年と定める旨命令さ

れ，板垣退比1) を総理とする自由党の結成され

た明治十四年に起工し， 翌十五年春竣工し

た。地方自治体としては全国にも珍しい威容

であった。時あたかも鹿I!I : J 館時代に際会し，

ある天長節の夜，兵J l l " 県知事は折から有IJ 戸港

に伶，泊 中の外国軍艦の将兵をとの堂に招 じて

一大ダ Y スノ4ーティーを催した由，当時の県

参事官だった牧野伸liil 翁の回顧室長に見えてい

‘. 

る。

この図は. この堂の創設者ともいうべき県

会議長石田口之助翁の祝辞を添え た 「県会日

誌附録」の銅版阿からとったもの，構図また

甚だ正礁である。但し「二百歩一之区U とは
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漏聡濡議滋繰越- JJ3辺 機銭感務審aj f

ｊＭ 工 恰晶子 場ｾ Ｆ ｾ・噌 Ｚｮ ＺＢ轍鮒榊 温 品 遭 徒二 ｾ Ｊ｟ｊＮｬＧ孤 ｦｧ

い。但し，ひそかに期したととろは，これによって明治

建築史における三つの段階の裂を示したい というととで

あった。その三つの裂とは い ) 明治初期にうl E 目した西

洋人の手になったもの， ( 2 ) 在来日本の工匠が西洋風

を模索しつついわば文明開化式デずイ γ を試みたもの，

(  3 ) 組線的に建築学を学んだ日本人建築家が西洋の正

統を伝えたもの，これである。とのうち第 3 の型は，私

見によれば，やがて日銀戦争を契機として解体する。建

築綴式が国運の推移と軌をーにする例証ともなろうか。

( 筆者大寂市立大学教綬 ・家政学部住居学教室)

堂
ijl 1m 

flJ i ¥ 

兵庫県庁舎 上述の八角

議事堂は明治 :.1 六年に1 i &

去されたが，その時はすで

に，このYjl; }y合が出%: てい

た。設計者は明治建築Jj' i の

ー椛威，山ロ半六氏であっ

た。この人には別に，東大

理学部本館，第ー高等学校

本飢・の如き作品があった

が，大正十二年の民災で失

われた。フラ γ ス仕込みの

デグイナアで，作品には日本人出Irれのした大らかな風格

があった。が特ーにこの庁舎は秀作だったと，思う。

不幸にして庁舎は戦災にあって全焼した。外壁も走王子

損傷したが，補修によってブラ γ ス式ノレネサジスの様相

は大体復旧し得た。但し，屋，j 1 誌の模械は旧観を失った。

創建当時の屋w . 工事が如何に大掛りなものだったかとい

うこ とをこの写真によって察せられたい。原聞は本会民

事1
1
出省三君によって提供されたものである。

以上あげた三つは，先にも述べた如く，ただ巡移kを拾

ったまでで，決してとれが関西の代表というわけではな

縮写では ナγ セY スだ。

因みに1i i ¥、刊iは宮武外骨翁

から明治建築ｾの権威掘越

三郎氏i亡贈られた珍品。た

だし ，現物は戦災で失われ

た。が幸に抜写があって，

ここに紹介 し得た次第であ

る。

酬，
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堺 の 町 家

ー 六 間 前

j t 健 屋 町

第 1 図 山 口 勝 氏 邸 平 面 図

第 2 図 山 口 E野 氏 邸 主 磁 断 面 図

2再3 図 山口勝氏邸南側表通り( 酋よりみる)
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大阪，堺出来れば奈良あたり の町家について窃〈約

束をした際 ｩ こは，だいぶ ｪｾ ｬｦ 尚 もあったので ，新しい 資

料も少しは探し出せるつもりでいた所，案外思わしい

ものが見つからず，も少し丹念に さがしたら. 見付か

るのかもう日1れないが，そのI股もなくなってしまったの

で，今までに見ておいたものの中から撲び出して貨を

ふさぐ他ないとととな ってしまった。大阪市内の古い

民家 という のも， Ilij きとみである程度見てあるいたの

であるが， I日市街のものは殆んん どな くなっていて，

残っ てい るのは皆元の近郊の般家ばかりである。堺の

町も大半戦災でなくなってしまったが，北部には熱け

残 った所もあるので，ここで 2 つの例をあげると とが

でき る。 これはさすがに古い町の家の こととて，いろ

いろ興貯ある問題をもっ。なお入念にさがしたらまだ

多少資料が出 るかもしれないが，今回はとの 2 つでお

許 しを乞うこととしたい。

山 口 勝 氏 邸

堺市錦ノ町東一丁にある。堺の町剖は細長になって

いて，南北に長 < ，東西は20間内外，南北は60間程の

区劃になる。山口邸は錦ノ町通の北側lにあって，東は

北鋭屋町，西は三六陪j筋にわたり ，間口は19間，奥行

は20間程であ る。 ( 6 ，5尺l f旺j ) 従って町割の一区制の

約3分の 1を占めている。しかし堺市蔵の元禄 2 年の古

図に よるとと の奥行が10附とな っているから，現状と

だいぶ違う。とれは後に北へｾＡ放や匝きを拡張したとと

を示す。( 元禄の地図にあるとの北のニ]1可分を合わせ

ると現在の大ささになる ) 東北の臓にちu札があって寛

政 12年 ( 1800) の上縦であることを示すの もこれと話

が合う。いづれにしてもこの家の一番1 . 1 ' い部分は大土

問とこれに沿うた Ｍｾ ｉｉ の主 であり，粉砕 ｬ ｬｃＮよれば ，南

の道路に面 したーチ11の室 と西の蔵は安永 4 年 (1775)

に主主っている。門は* の とお りである北鋭屋町に沿う

て建ち， 長屋門の形式で，門と主屋の間には庭が広く

とられている。元禄の古地図にもこの北鏡屋町に臨む

倶11を表としているから，その頃もととに門があったと

とが考えられる。この元禄の地図に よれば表 10問とな

ｾ＠
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っているので，南側の道路から10聞をとってみると，主屋は完全にその

中に入るが，長短ｾ設の方は主屋にくっついたものがー列辛 じ て入るぐらい

である。

主屋ももちろんいろいろ改造されていて， IJji 形をその まま残している

わけではないが，現状からもいろいろ旧痕跡を辿ってある程度は最初の

姿を推知できるのである。一番よく残っているのは構造主体で，造作や

m具は相当変っている。それではこの主屋はいつ頃作られたも のか とい

う問題になると，中々むつかしいのであるが，とう して痕跡をたどって

原形にもどしてみると， 内法寸法なども 5 . 16 尺という 低い ものになる

し，欄聞や小量置が広くなって落付いたいい格好になるし，その他小屋の

組み方を凡ても，木材の太さの調子がうまくいってい て， 突にすっきり

している。こうした点からみると，これは新しいものではあり得ない。

まず江戸初期を下らず，ことによるともっと古いのでけ、ないかとすら息

わされる。当家の安永 9 年 ( 1780) に作られた過去帳によると，中l Wの

祖として銀頭に出てくる俗名二郎兵衛は究永 8 年 6 月 ( 1631 ) に亡くな

っているから，その人が仮にこの家を建てたと惣像 しても無理はなさそ

うである。ところがことで一考しなければならないのは，大阪互の陣の

|時大阪方の大野道犬等によって堺が殆ど焼払われたという事件である。

耳目旅会の年報によれば，元有: 1 元年 4 月28 日のとの火災に よって二万の家

屋は火になめられ，その夜大阪では火の海より多量の火災が天に昇る よ

うに見えたとある。だからとの ｬ 時焼払われたとすれば，その直後にｾっ

たものが現在の主屋だと考えて無理ないと思われる。 しかし との家は堺

の庄屋をつとめた家柄で( 古文ID) 伝えによる と冬の陣の時，家肢のIf王

子結城秀肢がとの家に泊ったといわれ，その関係から火災の度毎に火消

が図くこれを守って焼失をまぬがれしめたというのであるが，との家が

元和元年以前に多少遡るものか，その直後に建ったものかを実物から判

定するととはまだ困難である。強いていえば，この元和の火災に焼けて

後再建された同じ堺の海会寺町綬の差鴨居や小屋のやり方ととの家のも

のとは多分に類似した所が認められるのである。町家でも江戸時代中期

以後のものなれば，まだ所々に残っているが，江戸初期に遡るものとな

るとぐっと少い。だから比較研究も困難で， とれが江戸中期まで下るも

のでないこ とはいえるが，これが江戸初期のものか，もっと遡るも のか

は実物だけでは判断できないのである。

との建物はまたその平面がめずらしい。すなわち，大阪府や奈良県下

では，般家をも含めて，いづれも平入になっており，町家では表口を広

〈取れないので，土問の幅も余り広くならず，室もーならび またはこな

らびにして，奥行に三室をおくのが多いが. 段家では室を凶つ自に作っ

て，戸口を入った土問の通路の一方に室，反対方に納屋や窯屋をおくの

である。所がこれは桁行をあまり長くせず，安入りとし，建物を縦に 2 つ

に割って， 一方をーならびの室とし，他方を広い土問にし て，土! 日1の外

にj庇を設け，そとに窯等をおいている。との土問のrlJ は約 41湖，土聞を

とのように広くするのは庄屋の家で庄内の年貢米を取立てるために必要

であった。この建物の土問につけられた庇は材料が少 し新 しいよう で，

当初からとんな形で存在したかどうか一寸疑問だが， この土問は屋綴哀

を完全に見せて高〈作られる。室の方は二階建にな って階上は物置であ

ったらしい。階下の室は前後に3つならんでおり ，土聞に臨んで1間幅の

広敷を作る。室の外側には今縁側を通し，床や押入な どをとれに沿わし

てあるが， ζ の辺は後の改造で，元は庭に面しては僅かな閉口しかもた

第 4 図 i山 口 腿 民 邸 主司屋 内 部

2官 5 図 山 口 勝 氏 邸 主 盛 土 11日 小 屋

第 ｾ Ｖ ｾ 面山口 勝氏邸主屋 Ｗ 帖半天井

41 
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il1 7 図 飽 勢 町 占 野Jj l.j ji 之助氏邸平副図( 怠. ¥j ) 筋 Ｘ 図井上関布エ ｉＧｾ 氏邸平面図

ず，壁を多く作っていた。そして室の大きさは，南から た室なり倉なりを改築したものであるかは簡単に決めら

10帖， 6  Ｑｾｬ￭ ，＠ Ｑ Ｒ Ｑ 附Ｈ今この室は Ｘ Ｑ 陥と Ｔ Ｑｾｾ の Ｒ 室に分れ れない。元禄の地区| によるととの北の敷地は所有者が巡

る〕の Ｓ ￯［Ｚとなっていたであろう。そして Ｖ Ｑｾ Ｇ￯ ｦＯ Ｑ｝ と土 Ｑ Ｑ 日 うが，その後これは山口家に入手さ れたらしく，いつの

との境の鴨居下商に存する間柱の痕跡から打tすと，ここ 頃か北の方に立派な座敷と庭を構 え，西の道路から庭に

の間仕切は一寸逃っていて，片引戸になるらしく，ある 入る入口をつけて，西のJ ! J ( . 沿いに待合や雷除をつくり，

いは元この聞が納戸ではなかったかを息わせられる。 主屋に近い座敷を一つ茶室にしている。こうし て，との

ところでこのように建物を桁行に二分して一方に室， 家の接客部は大いに ととのってきたのである。

一方に土聞をおくような間取は，近畿地方には殆ど見ら

れないのであるが，皆無ではない。同様な間取の般家が 井 上 関 右 衛 門 氏 邸

大阪府の最北端，盤能郡能勢町大字吉野にある。吉野に とれは堺市中浜町にあり，昔から鉄砲屋 とし て知ら れ

3  ｾｔ と他に岡村大字山辺にも Ｒ ｾ汗ある。しかしその中で ている家である。南北の道路の西倶1) にあり，建物の関口

断然古いのは吉野の泉京之助氏の宅である。これは四注 は 12 .5間余りある大きい家であるが，実は全体が 4 棟か

屋根の建物を縦に二分して一方を室，一方を土問とし， らなり，主屋の間口が 3. 5 問，その北t r . 2. 5 間の座敷が

室は四間あって，前から 4 1陥， 8 1防，8 帖弱とされ，ー寄 っさｾ ，主屋の南に 3 問の建物，さらにその南に 3.5 聞の

奥の問は 4 帖に板張の部分が加って畳数に合っていな 建物があって，合わせて 12 .5間となるのである。しかも

い。そして建兵の入れ方などは変っているかも知れない との内南端の部分は最初別の一軒の家ーになっていたもの

が. 今は前から 2 つ自の 8 1陥問は土間との耳目が板戸で囲 で，後にとれを入手して，一つの住いに改造 した形跡が

われ，最後部の室は土問との問が壁になり，その中間の 歴然としている。そしてこの南の後に入手した部分の北

8 1防では土問との問に間仕切を設けず，開放のままとな の閥に扉構をして，玄関を構え，座敷に通ずる ように し

っている。とんなに類似した間取のものが存在すると ているが， これはその頃になって家の格式を見せるよう

なると，この間取はけっして町家特有のものとはいえな になったことを示す。この部分と主屋 との中聞は屋根が

い。むしろとの系統の後家の間取を取り入れたもので， 低く，道路に面して: i i l i 子裕子が続いていて，内部の改造

般家との問に区別はなさそうだということになる。 もひどく，元ことが工場になっていたのではなかろうか

間取ではそんなことになるが， 構造の方からすると両 と息われる。主震の北の座敷の部分も屋根が低く，と の

者は全く追う。すなわち泉氏の家は屋根が四t = l J f l r で， 部には二階が設けられていない。' } } X!也の間口はもう少し

叉首の構造になっており， 1.lJ 口氏の家は切安iti 本瓦5 で 広く， ｾＧｬＧｩの建物の南には ｩ 日ーい塀を設 け ているが ， そ れ ま

小屋も汲w式でしっかりと組み上げられている。 {I! し室 で通計すると 6 .5 尺 11mで， 171[11程となる。家磁の明治

の上の小Ji { と土川の上の小屋は構造が違っていて対称'1甘

にはなっていなし、。政家では当時まだ瓦苔などは思いも

よらぬことで， このような構造は寺の局ー初I などに見られ

るのみであったであろう。だから町家としての特色はこ

こにはっ含り出ているといってよい。

この家はこのようにとの主屋のみがとくに古いのであ

るが 安永年間には南の道路に接した所に室を設け，玄

関のようなものをしつらえ，主屋の西北には土蔵を造っ

た。これらはとの 11寺始めて出来たものか，元そこにあっ

42 

3年の中浜 1丁目水中長によると， この家の表口は 17 .5↑H]と

なっているが， 6尺11日]にしてみてもこれ とは一致せず，

多少疑問がある。そんなわけだから，問題になるのは南

の 1 ［慨を除いた部分であるが，ｗｪーの ｦｲｾ を合 併 して玄関を

作ったのと関連して，主Jil との中間の棟の後方に 12. 51陥

の立派な座敷を作っているので，その最後の完成された

状態をーベつしておく必要があろう。その後の改造によ

って，また相当変更されてはいるが， 玄関からは 12 .5帖

の大座敷へ通 じるようになって いたこ とは容易に想、像つ

... 
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第 9 図 井上関有エ門氏邸表通り南半( 陶よりみる )

く。玄関を除く南のおuは 3 つの座敷からなり，中廊下を

用い て通行できるようになっている。それにしても 12 .5

帖の大陸般の他にとんなに座敷を構えたのでは，あまり

に接客設備が多すぎる感じがする。あるいは始めは南の

械の客室で用をすましていたのであるが， { 去にさらに完

備した 12 .5帖の大座敷を新しく構えたので，こんなに客

室が多くなってしまったのかも知れない。いづれにして

もとの家は全体に工場や住いに比して座敷ばかり多いこ

とと なるが，とうした鉄砲屋といった峨では自然大名等

との関係も多く，武家の来訪も繁くなるのである し， 一

方仕事はだんだん下請に渡し て，工場はこの地であまり

広く とる必要がなくなったのかもしれない。

さてとれ位にして，主屋とその北の座敷について吟味

しなければならないが，とれも最初から同時に造られた

ものではなく，座敷と主屋の中間の半聞は構造的に座敷

に属 してい る不自然さや，主屋が間口 3 間半で 2 間を

土間， 11百1半を室としたごく普通の町家である点などか

らみて，座敷は後の廷し増しになるものであろうと考え

られる。つまり最初のとの家はどく普通の町工場であっ

たのであるが，その後発展して接客用の座敷を必要 とす

るに至ったものと推定される。

それならば主屋はいつ頃建ったものかという問題であ

るが，まずその中の間と土問 との域の小屋東に貼られて

いた 3 枚の札に一寸問題がある 。と れは奉読箭般若心経

千巻家内安全子孫長久祈所といった文句のもので，そ

れ自体は何でもないが，その内一番年号の古い文化 3 年

( 1806) のものが貼られていた小屋東の商が少しもすす

けていないことが気にかかる。つまりとの小屋束がすす

けていない 11寺に打たれたとする と，もしかそれが新築直

後に打たれたものではあるまいかとの疑念を生じるから

である。しかしとの建物を文化まで下げるととはどうし

てもむりなので，なおよく検べてみると，東の函はすべ

て針ばつりのままであるのに，その部分だけは平で，後

から削られたことが判ったし，別に何か打った釘穴もあ

るので，これは ー応問題としなくともよい。

もう一つ家の年代を考える資料になるのは，この家の

ro 10 図 井上関おエ門氏邸表湿り 北 半 ( 悶よりみる)

先祖がこの土地に予寄付いた時である。 ζ れに関しては，

家般のllf 付があり，先祖鉄砲鍛冶八兵衛( 又の名[ 苅右衛

門) は冗文 10年 ( 1670) に残している こと が知られる。ま

た仏胞の位牌を採ってみても，同人のものが一番古い。

だからこの家をその人が建てたもの とすれば，それより

少し以前に建ったこととなる。 ととろでここで一つ気を

とめねばならぬのは堺の大火として延宝 8 年の 10月23 日

夜のものが記録されているととである。これは戎嶋の芝

居小屋から 出火して御役屋敷から始めて 161町480 軒共他

船舶を焼失している。しかしその場所や範囲からみて，

とれがl町の北辺に近いとの地域に及んだとは到底考えら

れないのである。

次にこの主屋の間取を見るに， とれは比較的小規模の

町家の普通の間取になっていて，切妻造の建物を平入に

おき，その片側を土問， 片側を室 とし ており，室は前後

に Ｓ 室からなり，取 付の庖間が玄関になり，中の間 Ｖ ｾ 占，

奥問 4. 5 帖になるのであるが，ここで注意を要するのは

玄関の聞である。すなわちとの部分の造作や建具は新 し

く，天井は樟縁天井となり，玄関らしく燃段などを作っ

たため，半間入込んでいるので，北の座敷の: f ' J ! の半間分

を玄関の方に取入れて 7. 5 帖の問を作るなど，無: ml な仕

事になっている。庖の問を玄関のように構えるとともお

かしいが，さらに天井を禎縁天井にしているのも異例で

多くはこんな所は 2 階を物置とE どにするために 2 階梁

を渡して，その上に板を張っているのが普通である。い

づれこれは格式張った好みが出るようになった後の改造

である。しかしこれらを除いてみると，天井な ど張 った

形跡はなく，高くに小屋梁がかかっていて，これが中の

間との境の壁で終っているのである。そして壁を距てた

中の間や奥の問では庖の| 切とまったく興って， 2 階建に

なっており，したがってここでは援は低くにかかり，梁

から上には高い束を立てて， f. r を幾重も通してとれをつ

ないでおる。しかしとの中や奥の部分でも土問の梁は高

くにおかれ庖の聞の梁と高さが一致しているのである。

これからみても， J苫の間は奥の 2 問の室とは用途も全然

異なり，おそらくは庖の方には元部屋がなくて，天井も
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m ＱＱ 図井上関布エ ｉＧｾ 氏邸主屋断面図

張らず，全部土問になっていたと考えられる。つまり仕

事場であったのであろう。そうとすればこれはもともと

やはり鉄砲鍛冶のような家として建ったものとみてよい

ことになる。道路に而した側が，中 2 階も1 ' 1 ' らない建物

であるに拘らず，刻! ちが高くなっているのも，土問にし

て少しでも高〈空間を作るためであったであろう。

ところで例の元禄の古地図をみる と，井上関右衛門放

地は表口 6 問で，との内北 21前半は後部で欠けていて，

西側lの六fMj 筋までぬけていない。だからとの北 2 間半の

分に座敷がつくられ，南 3 間半に主屋のある現状 とよく

一致する。そして南隣の表は 3 間の敷地は館屋宗休掛屋

敷，その南の表 3 聞の敷地は井上作兵衛のもの，次の表

2 間半は古手屋庄兵術掛屋l J J X . つぎの表 2 間半は会所と

なっている。そしてとれを通計する と17聞になるが，こ

れが明治3年4月の中浜 1 丁目水 l阪に出る表口 17間半にだ

いたい該当するのであろう。ここで筒屋宗休の掛屋敷は

先に工場に当ると推定した表が述子窓になった部分に当

り，いま門構えのような両日目戸がついている部分の 1 ;僚

が弁上作兵衛の敷地に当るのであるが，ことが図では表

口 3 問になっているのに，家の方は 3 1前半の巾をもっ。

これは図に誤がなければ，こ の建物が元禄の古地図以後

に建ったものであ るととを示す。また井上邸の主屋 とそ

の北の座敷は元禄以前のものと考えることがで きても，

その南の部分はそれより後の改作としな け れ ば な ら な

い。もちろん主屋の庖の問を玄関にしたのも新しい仕事

であるから，元禄まではおそらくいまの屈の聞の部分は

土間で，居室はその奥の 2 ml であり，客のために北に臨

y設が作られていたと考えねばならない。との客間へ上る

にはおそらく! 苫の土聞を通って行ったのであろう。しか

しこの座敷はまだあまり格式の高いものではなく，長事p

なく，初! なく，床の間も1 ' . 1 : 1 11¥! i 分の大きさにせず，前と

械に板を入れて，浅く，見付 IIJ も狭いものにしている。

この主屋と座敷の部分は元臓までにはできていた と見て

よいと恩われるが，はたして初代関右衛門の残年である

党文 10年までに，できていたか否かは一寸断定できにく

い。しかし少くとも主屋だけぐらいはそれまでにできて

いた と三考えて無理はなさそうに思う。

次に南隣のー錯の土地を入手すると，ここに工場を建

てるようになった後には. } 苫に玄関を構えて，座敷に通

ずるように変更されたであろうし，さらに一転しても
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つ南の井上作兵衛の家を入手する と，両開扉の門檎 えに

{ i j した玄関をつけ，他の部を座敷とし，さらに一転して新

に工場の哀に構えた 12 . 51悩の座敷には床，棚，沓院を型の

どとく設け，欄! 日j の彫りを凝した豪勢なものとなった。

とうなってくると，仕事場にくらべて座敷ばかり立派に

なっていくが，とれはJfi成人の家でありながら鉄砲製造と

いう，大名相手のl餓種で，社会的地位も次第に向上して

いき，いつか職人よりもむしろ商人としての実質を具え

てきたととを物語るもののようである。

との家もまたその構造からみると最初から本瓦主主のも

のであった。切のl町には本瓦葺の家が非常に多く，ずい

ぶん小さい家でも本瓦苔にされている。おそらく早くか

ら本瓦罫として辿った家が多かったであろう。

む す び

わずか 2 つばかりの例をあげておいて，彼是いうのは

無理であるが. 2 伊lの中 1 つは最初から庄屋の家として

ゆっくりした敷地に自由な配置をとって建ったものであ

るのに対し，他は表口の狭いところに建てた比較的小さ

い一般的な l町家であった。ともに一方に土聞をおふ

方にー列の室を前後に配する。ただ広い敷地に立った方

の家は妻入であるのに対し，他は平入になる。ととろで

この妻入はめずらしいとしても，室を前後に 3 1聞ならべ

ているととなども両者共通する。ただことの伊j では室を

列ならびにするのであるが，一般に少しましな町家で

は室を2 ヂIJ ならびにして . 6 間取にされるのが多い。その

例は江戸時代の初期のものがなお数棟残っている奈良県

極原市今井町のものにも見られるし ，宝} 喜安永ぐらいま

で下るものであるが，大阪府南河内郡柏原町今回I にもそ

の例を見る。奈良県宇陀郡大宇陀町の絵山はかつて城下

町だった所であるが，ととの町家も江戸中期以後のもの

しか残らないが，やはり同様の間取である。しかし大阪

府南河内郡古市町にある江戸初期の一例や奈良県五条市

にある元禄頃の町家では佼家と全く同じく， 土問iも広く

回の字形の四間取となっている。とくに古市町のものは

犀根も草葺のままで，般家が町並に並んだのみのもので

ある。しかしその点では山口氏邸も，その間取は大阪府

豊能郡能勢町の安入般家 と同じ方式の間取で，とれもま

た瓦1 f になっていることの他は農家と 一向に変らないの

である。だから井上邸が室が一重ならびになっているの

は表口が狭いためのものと見てよいが， 山口邸の場合は

家が古い形式になっているためであると見るべきもので

ある。この敷地も広い豪壮な構造の家が， こんな単純な

↑11 ] 取を持つことは注意を要する点で，なにか古い伝統的

なものに支配されているような気がするのである。町家

についても乏しい例から結論が ましいことをい える時期

ではないが，さらに資料が集積されて，進んだ見解が出

来てくるように，持合わせのものを御紹介したま でであ

る。 ( > ! l 者大阪市立大学理工学部教綬)

.. 

-、



京 都 の 町 家

西

限られた頁数で京都の町家 ・近江のIMJ 家について述べ

るには，いくつかの述べ方があると思うが，今回私は，

京都のUIJ 家を中11 1 : 末の兵乱のさ中に成立し，その後も江

戸時代を通じてその自治的機構を保ちつづけたミ町ミの

中で考・え，近江のI l 町家を近世初期に成立した武士階級を

中心とした城下町彦根の場合

と中世末以来特異な発展をと

げた近江商人の場合について

考えてみたいと思う。

京 都 の 町 家

1.  近世京都のなりたち

平安京の条坊制が定められ

て以来，長い間その古代的規

近 j工

)11 宰

:.14 

，ロ

の 町 家

による方凶ー|・丈のI l IJ とはJ民なり，市街地において地域的

に協力するのに最も臼然な，また火急に際して便利な道

路をさしはさむ両側をもってー町を形成するものであっ

た。更に天文の初年にはとの町の地域的結合体である町

組の成立がみられた。

第 1 図 中 京 の 町 家

棋をもちつづけてぎた京都のまちも， 応仁 ・文明の乱

(  1467- 1477) が，京都を ii 球場 として十一年間も li 災われ，公

家武家の第舘から一般の民家にいたるまで焼失するもの

三万余戸に及び，古い平安京の地割は，とのとき焼失を

まぬがれた三条から松原，高倉から堀川までのいわゆる

下京古町( 紙闘会鉾出地区) の一郭を残して大きくかわ

った。即ち，乱后，上京には永正頃から御所の周辺に小

城下町のような新在家がつくられ，又南北朝以米ー条か

ら北に拡大して，上 ー中 ・下の立DUが形づくられ市場町

らしい市ＱＲＡＺの発展がみられ，また下京にも紙ｾ社，東寺

の門前町がはやくからひらけるなど，あたかも中世都市

の諸形態を縮図にしたような発展をみせていたといわれ

る。又との噴，兵乱のやむごとに辺住した市民の聞に，

荒廃と廃域を前にして自ら生活全般の安全を確保するた

め，近隣相 より相たすける集団生活の基礎単位と して の

[町 j の成立がみられた。この「町 J は平安京の坊条制

... 

安土 ・桃山| 時代には，信長

・秀吉ともに町総の組織や，

京都の豪商の経済力に依存し

又それを利用しながら京都の

復興を意図したが，信長は元

亀四年 ( 1593) 都市保殺の代官1

として出金を命じ，これに応

じなかった上京を燐打した。

秀吉は積極的に復興に着手し

先ず天正十八年 ( 1590) 区制整

理を断行し，各所に敬老Eして

いた寺院を東京極及び北方安

居院辺りにあつめ，前者を寺

slJ ， {.象者を寺の内と称する特殊地帯とした。更に翌年に

は都市防術のために御土居 と称する土盈を築き， 北は腿

ケ峯上賀茂から，南は九条東寺南門まで，西は紙屋川に

沿うて南下し，東は鴨川岸にいたる総延長 5 里26町に及

ぶ洛中洛外の堺を定めた。又とれに先だって，ｾ楽第，

方広寺大仏の造営が相つぎ，荒廃した京都の復興はめさ'

ましく進められ，ここに近世京都の基礎が舵立された。

2.  近世京都の町家

上にも述べたように，天正十八年 ( 1590) ，秀吉はいわ

ゆる紙図鉾出地区と，はやくから市街を形成していた上

京の一区を除いて，寺町高倉の問，堀川以西，抑小路以

南には方一町の町剖の中央に南北路を附して短冊型の地

割とした。とのため京都の地割は正方形地割( 方一町正

格の町割で中央に南北の袋小路をもつに短冊型地割，

条以北の酉附l区，洛東の如く平安京の事11外に後世出来た
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不ｾ形な事 ＱＱ 外地剖に分けられるといわれる。

次に，短R 11型地剖の地区に属する室町通大黒町の元文

元年 ( 1736) の水帳によって家屋敷の規模をみてみると，

ｾ行は西側では殆んど Ｘ 問 Ｒ 尺に統ーしているが，東側

では 12間， 15rt l ! ，端部では 4 - 7 問と多少の凹凸がみら

れる。 11日ロは 3 - 6 1mが80% を占めている。又間口の規

校分布については， ZZ永 12年 ( 1635) ，将! j [ 家光の上裕

にあたって. その土産金銀の配分のため奥行に無関係に

川口ほぽ三111]を ー'I ir役とする 'Iif 役のfl辺が定めら れ，これ

に比例して IIIJ 内経1r公役の1r 用が割当てられた。地ノロ

剖という阪国会山鉾有11司王に関するmf J は間口に比例して

分担されたといわれる。

前にも述べた IIIJ 組，上下両京の自治的機構はその後多

くの変改をうけつつも町自治の機構は残り，各l町は rl 町

之定出」などの ｉｕｊｾ 却を定め ，町 の自治的巡営を進め てい

た。このうち， 1町の住居家屋を規制するものを二三あげ

てみよう。

町によってはその町内での職種の規制を定めている。

例えば，衣側l削 IJ では俊民 10年 ( 1605) には，武士 ・検

校，文化二年 ( 1805) には武士 ・検校 ・出家 ・米屋 ・問

屋 ・碓屋 ・品rJii . 造酒屋 ・菓子屋 ・練物屋 ・風呂屋 ・総

立l隙人 ・氏性忠人，柳八幡町では享保元年 ( 1716) ，i藍

染底 ・湯屋 . ]!ri .白昼 ・楽進展 e 鍛冶屋 ・木地屋 ・薄屋 ・

竹屋 ・突米屋 ・i由しめ屋 ・村i屋 ・飛脚屋 ・合羽屋 ・打綿

!:n 2図 中 井 家 京 郡 后 平 面 図

46 

E三・道具夜市道具之会問販売 右之外にも人之きらひ申

ｊｾ 故尚人又ハ火之用心 ｪｧＡ 飲家業人」の居住を禁止し，蛸薬

師11町では手・保八年 ( 1723) ｲ 絹イ ＧｲｩｈＢｾＥ 之外ノ、ｴｊ・ＭＪ より先 口

先 ｬｾ 之候」と絹イ ｈ 繭以外の職業を営むのを禁止している。

又，先にも述べた粁役の制限や，家屋形態についても

規制している。御倉町では党支;六年 ( 1666) の家E星放允

券文書の中で

「附子作り長l援貿信引廻し懸申間放候 ｉｉｉｊ 並之Ｎｲｾせ倒 ｪ を手 ｬ

可申{ 民事」飯rrri 屋町立保四年( 1720) 定には「ー，家作

Ｓ 格子路次古米ヨ ｙ 先 ｬｾｭ 之 ｔｊｊ - 以ft' di 量古米ヨリ無用

之司王」このように，その町のiめ火的配l低や， IIIJ 内のjt: 観

の統一のために， J[ i成績や又家屋形態の規制を定め，家屋

の禁止職業者への ｾｉｾ 去 ｉｊ ，貸家ーを禁止している。

次に，江戸中期の町家を次の大 ・中 ・小の規校をもっ

三つの絵|ヌ| によりみてみたいと思う。

第 2図は天明- 1X政年間( 18世紀末) の中井家京都応，

近江日野中井家( 後述近江商人の住居) の分家中井正治

右衛門の家で，: j g 日馬場判I，J、路下ノレに表通拾三間弐分五IA

指波拾五間六分の地を 占め，生糸 ・漆 ・品[ 花 ・や長崎貿

易による輸入業種や銀箔イ中口など多角的な経営をし てい

たといわれる。図からもわかるように，表通りに面して

表向接客用の居室に速なる門と， ミセ ・奥向家族の居室

に速なる表門とのこ門があり，両者の間には格子 ・見世

がつけられている。表向の居室に述なる門l亡はf共待手7l <

が設けられ，ととから式台を通して床 Ｎ ｾ院 ・ 地袋をも

っ十四盤のずν キに達する。ヂジキに面して松二本楓篠

のある前成がある。又表口はミセに速なり，とこは公文

所と供待という部分と抑入をもっ七般のミセからなり，

中戸，台所口をへだてて六間に一間半の細長い台所に通

じ，走り，かまど，戸棚，井戸が設けられている。とれに

平行して居室が二列にならび，表向ず ν キとの間には，

仏聞が設けられている。とのようにこの町家は，表向接

客用の部分， ミセの部分と奥向居室の部分の三つからな

り，更に大脳家にふさわしく大きな臓が四つ屋敷の内に

主主てられて いる。

第 3図は宝j密十年 ( 1760) の町家の設計図で，山さきや

作兵衛という人の家である。位置は不明であるが，下京

と考えられ，表仁16  llil Ｒ 尺 Ｖ 寸，惣ｾ行 ＱＲ Ｑｕ｝ の 放地に，

|火| からわかるように，南の求通りに l訂して， j主i戸，見

世， ｉｉｾ 口が設けられている。門口より奥行ニ ｛ｭ 半のミセ

に速なり鎚字型になった土111] をへだてて，長五! 恐1汝，十

三! 盤放と/ . . : !盟! 般に分れている。中戸をへて r!J 二1m八寸の

陪土聞の東側にカマド，井戸，走りがならび ，反対 ｾ｛ｉｉ にく

つぬぎ，しょうぎがおかれてい る。庇土IlJj fζ 平行して七

姫!liX二間と十盤敷六盤がこ列にならんでいる。北酋角の

十畳敷の問は床棚をもっず ν キでくれ縁をへだてて明地

ニワに面し，となりの七盤! 散の前の絞えんから湯殿につ

らなっている。この場合，たたみの大きさが平面規模の

*、
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:i， 1億 6 年 の 借 家 の 波 止| 図宝 l匪 10 年 の 町 家 の i役骨| 図

同炊事場をなしている。とのように兵制展として，

住居の故も低い居合水準をもっ当時の都市生前者の住居

を示すものと思われる。

このように. 現在私たちがみる裕子』傷見世・塗連子，

l援策のあるしずかなたたずまいのよく洗練された町家ゃ

うすl白い路次裂の長屋はすでに江戸時代 J;[ 保頃に成立 し

ていたことが知られる。 (5 . 6図)

基準にはなっていないように思われ

る。このl町家は川に16 fll] 2 尺 6 寸，

奥行 7 問の二階建で，軒高壱丈四尺

四寸七分の建物である。又敷地の西

:lt J1l には 卜四組放の御土! 被がつくら

れている。当時この町家は工数日 18

90人を見知られて いたc ti 52f支障比

べてはるかに鋭校が縮小 され，表向

奥向の区分が不'YJ礁になっている。

第 4図は， これは宝} f 1 六年 ( 1756)

の借屋の設計図で，表口 6 問点行 11

聞の敷地の北侭'1の中央にあった梁行

5 問桁行 2 間の古家をとぼって建て

たものである。 山さきや平兵衛の所

有家屋で位if' trJ.不明である。 この長

l医は|ヌ|でもわかる ように，表通りに

面したこ戸の IIIJ 家にはさま れた路次を通って表に通じる

裏長屋である。これは南北に三戸づっ梁行 211f 1桁行 6 問

列の長屋が向い合ってならんでおり，似の高さ八jミ五

寸の片流れの長屋である。各戸は2間 X 2聞で，入口に速

なる半坪の土問と，七盤敷で，ニチ11の長屋のはさむ明地

に面して一級縁，戸袋がとりつけられ，入口の上部は完まに

なって いる。敷地の西の奥には共同のせついんー便所が

設けられ，北側の長屋の東側には惣走り ・井戸があり共

室

節 3 図
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1.  安土の築城 ー中世から近世へー

近江は織内に接して古くから燦業 ・手工業がすすみ，中世末にはil11m

を中心に，暗証 ・相物 ・給物の三座をもっ臼野市をはじめ，横関 ・馬出a・

八日市などの市庭があり . 又山門東塔領であった得珍保地方，fmち保内

は広〈近傍の地域も含めて近江商人の本拠として活荷量な活動を示してい

た。又この| 時代には坂本は湖上水運の要津として，又延暦寺， 日吉村引:

の門前町として栄え，石寺は六角氏の居城観音寺城の城下町 とし て，日

野は蒲生氏の械下町 として，発達をとげ又浅井氏は小谷城を築き，その

城下に市街の形成がみられるな ど中世的都市の発達がみ られた。

信長の近江侵入，山門の討誠にひきつづき， 小谷械の落城となり，そ

の武:1守秀吉は湖北三都の鋲所として天正二年 ( 1574) 湖畔に臨み交通使

な旧今浜城に居城を移し新しく城下町を建設し長浜と改名 した。

その後も信長ーは，倫内の穀倉地;rW: 束尚北陸から畿内に入 る要地 とし

ての近江の Ｑｾ［ 程に努め Ｎ 遂に天正四年 Ｈ Ｑ ＵＷ Ｖ Ｉ から四年の月日を貸し，

信長の支配下の美濃尾張伊勢三河越前若狭ならびに鎌内の諸土を勤貝し

てとの工を助成させ，京都奈良等の工匠をtiEめてとの工を担当させた。

近くの観音寺長命寺の諸山伊場山から巨石をひいて石垣をつくり，高い

石垣の上に宏壮挙麗な七府の天守閣を5U戎し，又城下町の経営にもカを

つくし全く新しい時代を画 した。

町のj工近

J・
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城下町の形成過程を，江戸時代の111学者のいう堅固三段に よって考え て

みよう。中世では，城郭は原則として，佐和山 &小谷など のように，純

ii 民闘用に構築されたいわゆる「城堅固の加」で， mrは山獄などの城砦か

らかなりはなれて設けられ，城と町は一体となっておらず，武士はHげに

居住しないで在地の村落に住んでいたo Ji 貧困時代になって城郭は，観音

寺械の ように次第に平原地帯の 商業交通のｾ 地に進出し ｬ 町も漸〈 大きな

ものになっていわゆ る「所堅聞の械」と変っ てい った。 ところが， 先に

も述べた信長の安土築城を契機として，近tft 的な大名の領 J' i <I 支配の拠点

としての 「国堅固の城J となり ，平原大城砦部市が出現 した。 これは械

事sを中心 として侍町と 商工業の町が集中配置 され，町全体がその周辺を

閤郭されるに至り，城下 と城郭は全く一体となった。

次に，彦根の場合をみると 慶長 9 年 ( 1604) ，井伊前勝の居城佐和山城

の彦根山移築に什ない， i 古へ三 ・四の農村と水間」にしかすぎなかっ た

彦根の地に城下町が建設された。その町剖と町家をみると，天守閣を中

心にして次の四区，即ち天守閣を中心に城主の邸宅 ・御殿などを含む第

1郭，とれと内堀をへだてて，第 2 郭には高禄の士族の邸宅 ・御用邸が

ならび，中堀でめぐらされ第 3 郭から 区劃されてい る。 との外側の第 3

郭( 内町) と第 4 郭( 外町) の問は外堀で区制され，武家屋敷 ・町家から構

成されているが，その問には厳しい区分がみられ，また武家屋敷地域内

では身分伽j秩序が明確に表わされている。天守閣 ・城事]1を中核としそれ

士の屋敷が身分制に従って配置され更にその塁下に身分的に分割された

を支える武商人町職人町が防衛上の考応から狭い屈曲の多い道に面して

いる。 これ らの田] 人の住居をみると，城下町建設当初はミ当時の居宅よ

りみるときは，小屋! 臨の類なり，その中にも至て椛はぬ人などは片屋根

にて主主せし人有ミといわれたが，年を経るにつれ，都市生活は向上し，

町方上層の町人の聞にはと哀に断座敷取主主客ヲ gi !j 酒肴為取…・・ ミという

者もあらわれるなど住生活面の向上がみられたが，一方領主経済は次第

に窮迫し，家臣に対してミ警ケ間数1'1毛頭不仕候様にミ と訴え，町人に

対し ては御用金，調達金の名目で借財せ芯るをえないという状態になり

ζ うした矛盾をはらんだ落制秩序を維持するため，禁令倹約令を発して

住生活を厳しく規制した。 一例をあげると， jll 文六年 ( 1666) ，町人の生

活を規制 した禁令の中にρ 町人屋作致軽少長押杉戸付 ID院くしかたほり

もの組物無用，床ふち，ほんかまち塗候司王弁唐紙はり付停止の事ミと示

されている。又他の禁令では使用材種，室内の細部，施設，調度品の制

限 ・内玄関，勝座敷，別i ! f ，茶席の禁止が示されている。とうした度重な

る禁令 ・倹約令にもかかわらず，町人層の経済力の上昇はとれらの規制

を形式的なものにしていったととを当時の文書から知るととが出来る。

又当時の町家の状態を家屋敷売買の記録についてみ ると，田」家は表通 り

に面した居宅，借家人の住む借屋，他町居住者の出見世と. 裏通りに面し

たり 路次で道路に通じた哀借屋がある ( 第 8 図) 。表通りの居宅， 借屋は

(規模はおよそ3 - 4間 X 5 - 6悶で〉屋敷の間口が家屋の桁行 と一致 してお

り，表口 いっぱいを間口とした平入住居がきf っしり9 J ! 拾っていた状況が

うかがえる。又哀俗屋は，土蔵など とと もに附民家屋として一括売買さ

れ，規模は 2. OJllj X  ( 2 - 3) 聞で飢餓や凶作に際してその救仙lの対象とな

るミ城下借家等ニ罷在候一 日等身本之者" といわれた最下府11汀人の住居 と

なっていたと考えられる。又建倣率は附属家屋を合めて，およそ5 0 - 7 0

% となり，武家階級の居住区の建倣率 と比iJ佼しては るかに高い密集状況

城下町の町家2.  
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をなしていたことが知られる。との ように密集住区であるため，表通り

に面した上初 ｈ 汀 Ｒ ま には 卯 ｾ，又 卯 建の変形した有 Ｑｉ 鐙 ・ Ｓ 金速子な どの ｬ 狗火

的考慮がはらわれ，今も狭い屈折 した角の屋敷にみられるように屋根と

庇の問は垂木2恵子は全く塗簡にされた。( 第 9 図) また尽J張主主材はうL保一

天明年間 ( 18C半) に板主主から瓦主主に移行している。

3  近江商人の住居

ミ近江国水口より 三塁入りて，日野と云ふ所，岡本町と 云ふ所に中井源

左衛門と云ふ才f，術家にてありけるが，日! l l rは一向往来のあ らざれば，

人の通行なし，放にH' I j ひの手立なし。総じて近江の同の人物は，心JfF大

きく思慮あり。日野は庖聞き尚人の惚見えず。然るに官商多し，又此近

きに八幡と云ふにも2言語長あり。; 1' 4; 地貧に して渡世なりがたき辺土は ，必，

宮める者あり。吾近郷に産する物を貝取り，他国へいき，之を允り，又

主t国の物を求め，他所にい き，是をひきま，吾肉に帰るに及んで，吾国

になき物を求め来るを交易と 云 ふ。見 世 を日目き ｩｬｾ をするを，百人と云ふ

なり。往来の路傍にー膳飯をmぐ者は生れし其処を離れずして渡世のな

る故に生涯一膳めしを以て終はる。彼源左衛門と云ふ人は{ 並の元金を持

ち，奥州仙台に行き，此地に綿の生ぜざる事を考へ，大坂より綿木綿古

着の類を民ひ取り，仙台へ船まはしして，売りけるに，初は少々宛の商

ひして，後年を追ひて大商となり，今に歪りては人五十人を治ふ程の見

世を張り，中央二新三郎と家名して，今三代固なり。共外下総の相馬太田

原辺へも見 I止を出だし，今において三十万金の富繭とはなりぬ・・ …・ ミ。

とれは司馬江淡の「春i皮楼慾記 j の一節である。ここに記された中井

家は，前主主の第 2 図の中井京都庖の日野中井本応を指している。この記

述からも知られるように近江商人は，徽内に接して古くから政業手工業

が発達し，江戸初期iにはすでに菜種実綿繰綿などの炭産物近江蚊l阪 ゐ国

友鉄砲などの工産品の商品化がすすみ， 又交通上の要地にあり，又ii 攻因

。J 領主がいす' れも滅ぼされその家臣土豪が家臣団への道をとざされ，江

漢によってえがかれた ように商人にその活路を見出 したともいわれ，近

江中君11 ことに八怖日野五ケ! 日; を中心と する地方に行商 と出庖による近江

商人の発展がみられた といわれる。

第10図はこの日野中井本庖の天保十四年 ( 1843) の家相図より写した

ものである。上I ' C ，二階物見ず ν キをもっ門から玄関，仏飽をもっずジ

キ，縁を通じて明床床榔iをもつずジキを含む表向の居室部分，表門から

土聞をはさむミセ の部分， ミセから中仕切戸を通して大きな台所をもっ

奥向の居室部分と大きく 三つに分れ，その構成は京都庖の場合と殆んど

変らず，豪商¢屋敷にふさわしく土蔵がならび1 ' i / キの前には築山空泉

水を含む庭がみられる。

こうした近江繭人の住居は先にも述べたように，商行為は殆んど出庖

で行われ幼小より子供一丁稚一手代一番頭という庖貝養成の方法で幼小

より出庖にでてし つけをう け三十才前後になって主人 より一家を構え妻

をめとることを許され，その後も委は郷里に とど める習慣をもち，村落

共同体の保証による特殊な商家組織を生みだし，いまもみられるしもた

や風の町並の中に( 第 11図) ，外村繁のミ筏ミの中にえがかれたような特

異な生活綴式，居住綴式をなしていた。

終りに種々参考させていただき御教示された諸先生に対し，又資料に

ついて閲覧の機会を与えて下さった江頭恒治先生，問中吉太郎氏に対し

深く感、剥いたしたいと思います。 (i' ft 者京都大学主s築学教室大学院学生)

L 主 |

節 10 図 日 野 中 井 本 家

節 11 図 日 野 の 町 並
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旧居留地「英三者自;JJ 小松益事悶

神戸の生い立ち

今から百年程前まで，神戸は 「兵庫の津」と呼ばれて

いた。 この「兵庫の津」の前身をなす「大和田の泊」

は，奈良後期嵯峨天皇の弘仁 3 年( 西歴 812 年〉国営事

業により修築されたとある。だから約11 50年程の昔，す

でにとの泊は設営されて いたといえよう 。その後平安末

期，平清盛は「大和田の泊」を大修理して対宋貿易を拡

げ，後年の兵庫発展の碁を築きあげた。清盛は兵隊の重

要性を認めー|侍であったが福原選都 ( 11 80) を行ってい

る。しかし清盛の放後平家の勢は凋落の一途を辿り，都

務ちする 一門はかつての福原の邸第に火を放ち「大和田

の泊」より太宰府へと身を引ま，再び勢をえて入浴をｾ［［

みたが，須磨ーの谷の合戦( 1184) に一敗地にまみれ，

滅亡の運命を辿 って しまった。

鎌倉時代に入って僧霊源は「大和田のだi J の修築を奏

上し ( 11 96) 工事が為されたが，このごろより史上に「兵

庫」の地名がみえるようになってきた。延元元年 ( 1336)

湊 川 の ｬ￬ 提起り，戦国時代においても海陸ｾ衡の地として

争われている。との間対明 ・対朝鮮交易は続けられてい

たが，慶長元年 ( 1596) 震災 ・津波があって兵節のまちは

全滅に瀕 し，堺などが隆盛になったとろより徳川初期に

かけて， 一時哀退の時期があっ たようである。近世にな

って，兵庫は海運陸路の足がかりとして栄えながら幕末

を迎え，安政 5 年 ( 1858) に結ばれた仮条約に よって，兵

昨開港の問題は1 f t ょの注目を集めるととになった。

居留地の変遷

務末の物情騒然たる 1868年 1月元旦 (WJ iS3年12月7 日〉

とぎの朝廷や諸大名の反対を抑し切って，五E府は兵WIJIJ

港を断行した。 1) 日港の式が新築成った和洋折衷の運上所

( のちの税関) において俄されたとき，ビードロ( ガラ

ス〉の窓が朝日に嗣I[ くのをみて，集まった兵月1 : ，有11戸の

50 

比 古

人々は「ええじゃないか」と喜びうたったといわれてい

る。これに先立って英国公使ズノレコックは居留地設定の

ため兵庫の町を視察し敷地を物色した。ととろが後に居

留地となった神戸村などは，その当時全然問題にもされ

ていなかった。しかし幕府は外人を嫌う人心と，既成の

町なかに割込むことは，いたづらに市民の反対を買うと

とになるため，市街地を避けて争11戸村の海際の僻地を選

ぶことになり，英人技師 C ・プロック外 2 名によって笑

測され ( 1867) 旧生田川西岸約 4 万珂' を定めて，直ちに神

戸村庄屋生島四郎大夫に地形工事を請負せた。この地は

126区に分けて競買され，明治元年末 1" イツ尚ー館が4戸，

統いてイギ Pス商館ができて，明治 5 年には海岸通りに

Ｙ ｾ ￯Ｍｦの洋館が建ち並んだといわれている。

明治工業史建築第によると「明治初期における西洋風

木造建築，すなわちその実和洋折衷のものは 3 種あり，

第一木造となしてその仕上げを下見板張とし，ペンキ塗

としたるもの。第二木造を石片張仕上となしたるもの，第

三木造を大壁塗も しくは瓦張，漆 l喰塗としたるもの是な

り」とある。これは日本人が模倣した場合のもので，居

留地におけるものの程度は一段と高かったと恩われる。

居留地の建築は事IJ 戸の; 場合次の 5 つの段階を経て今日

に至っている。すなわち，明治初期 ・中期より後期 ・大

正 ・昭和 ‘ そして戦後である。

明治の初期は外国人が日本の風土，その他について何

等の予備知識が沿いまま，南方組民地に建てられていた

様式，たとえば，中国福建省あたりで「経楼建て」と l呼

ばれていた Ｒ 階建熱叩 ｩＩｬｦｾ のものをそのままもってをてい

る。これ らに共通した特長として，木造 2 階建て，外壁

は漆 l喰仕上げ， または下凡板張オイノレペ Y キ塗， ij 汗廻

り，窓廻り， 1] 同差廻りに繰型を付け，上げ下げ窓とブライ

ンド，軒下の持送り，係出ねの柱頭ftiff り，などはitik くこ

畦.
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l日 居 留 地 IC 残 る 唯 一 の 木 造 洋 館

とのできないものであった。日本にきた当座，事務部と

居住部 とは同一場所に設けねばならなかっ たため 1 階

を事務室 ，2階を居住室として使用し，居住の関係上 2階

は小部屋が多く，また各室に緩炉がとられていた。 2 階

はグェ ラソダを設け角型あるいは円型の独立柱を配し，

柱間は別名「徳利束J と称する組子をもっ た手摺で繋ぎ，

とれらの木部はすべて鮮やかな色合で塗ら れていた。

明治中 j切に入る と，日本人建築家の鋒頭 と，大工のおu

梁など も洋式の構造などについて党えるととろあり，ま

た外国人の風土的理解も加味されて，初期建築の建告書，

移転，煉瓦，石材を用いた恒久的大建築が建てられてく

る。香港上海銀行 ( M3 3年) ，独逸領事館 ( M3 4年) ，オDエ

シタノレホテル ( M4 0年) などが代表的なものであるが，

との時代重要なのは明治32年の居留地租借解消である。

これによって日本の商社 ・銀行 ・などが任意に居留地内

に進出するととができるようになった。

大正に入って第一・次世界大ii 突は， ドイツ系商社? に大き

な打撃を与え，また各国貿易商もその地位を日本例区議

るこ とにな り， I日居留地には明海ピノレ ( T10年) をピーク

に，三井物産 ( T7年) ，日本郵船( T7年) ，大阪商船 ( T11年〕

の各支庖，ポー トピノレ( Tl 4年〕な どが好況を反映して続

立する ようになった。

ζ の傾向は昭和に入ってからさらに強まり，日本銀行

神戸支庖，大丸 ( 何れも 52年) ，日本興業銀行 ( 53年) ，商

工会議所 ( 54年〕な どが，古い木造の洋館群を取除いて

旧居留地の新体観 としてみられるようになった。しかし

i波乱の余波は ピノレ建築にもお よび，神港 ピノレ ( 514年〕を

最後に戦前の終止符が うたれてしま った。

暗黒の数年はかつての居留地のすべてを砥めつ くすが

ごとき結果をもたらした。廃櫨のなかに立残る街灯が，

昔の面影を僅かに留め ていたといえよう。戦後は三国人

旧 居 留 地 「江 戸 町 懐 古J 小 総 議 事 画

の発注になる高砂倉庫 ( 521年〉が まづたち，神戸銀行協

会 ( 525年) が戦後初の美術建築 として生まれ， 竹中支庖

・1会|寅ピノレ ・モーシェピノレ ( 526年1 が現われ，真珠会館

( 528年U R々ピノレ ( 529年) ，米国領事館 ( 531年) そして

市庁舎 ( 532年〕が巨大な姿を横えるようになっ た。復興

の速度は遅々たるものであるが，旧居留地の整然たる区

画のなかに端整に建つ建築鮮は，それぞれの個性を生か

しながら穏やかに立ちつくしている。

老舗兵庫 と新興神戸

とれは兵庫県と神戸市との問題ではない。神戸市のう

ちでかっていわれていたととなのである。便宜的にいえ

ば兵庫とは今の神戸駅より酉の ・7骨子であり ，神戸とは一

宮を中心 とするあたりである 。さきにも述べた とおり，

開港当時の神戸村はー寒村にすぎなかった。従ってここ

に居留地ができ，港が整い始めると， 一族組が地方より

集まって次第に町並が培えてきた。明治元年廃車普置県に

より兵庫切戸町に県庁が設けられたが，庁舎狭く，また

居留地や運上所に速かったため不便多く，県庁舎を東の

椅Ip... '村に近いところに移す案がでて兵隊町の反対が起き

た，なぜなら県庁が東に移る ζ とは， 兵庫の衰微を招く

おそれがあったからである。 しかしか納治郎作たるもの

が， r神戸は幾ばくもなく兵庫の神戸になるのだから」

といって兵庫人の狭量を戒めた。 そして現在地方裁判所

のある位置に元年 9 月務成移転している。その後県庁舎

は明治 6 年現在地に再移転 した。明治30年ごろの地図を

みると，兵庫 と村lf三村との中聞かつての坂本村I ' r . ，市役

所， 裁判所， 箸察署，商法会議所，郵便屯信局などがあ

り，神戸市の中心は兵隊に近い西寄に位置していたの神

戸村の急速な発展の理由としてはいろいろあるが，新ら

しい天地を開拓せんと意気込んで地方より集まった人士

が多く，旧来のものに捕われず外国の文化，風俗などを
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英人建築家A. N. ハンセルの居宅。明治29年頃の建築

初期 ｉｾ 山手にｩｉＡったある異人館
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北野町の一風録。手前の国政は フランス領事館

洋館の昆桜花のるωrs との対比が商白い

‘  

受入れようとする索地をもっていたのに，兵r;j' if " i . 土着人

をもって成っており，その気風は古く，旧家とか主従の

関係な どあって，容易に時代の流れにのることができな

かった。また， 兵庫港がかつての回諮問屋の名残りとし

て，米穀，肥料など国内取引を主としていたのに対し，

神戸港は居留地を背長にー舶来品など外国貿易が盛んで

あっ たとと などがあげられよう。 従っ て，両者の間には

常に潜があり，兵町は相11戸人を評 して， 軽薄 とか成 り上

り Ｊ Ｑ ＱＧ 土 として ｾ ｉ Ｇ 難 し，この争いは明治の中頃になっても

いわれていた。たとえば旧湊川をつけかえることになっ

た原因は，との両者のmをう め交流をさかんにするとい

うことから出ている。明治の初年神戸は「兵庫の神戸」

として知られ，事IIFが発達する と兵Jl i 'ーは2.'[1って「事11戸の

兵庫」となってしまったのである。

山手に残る洋館

北野町の山手を歩くと，とある洋館の横丁から白い目

の子供と日本の子供達が，何事かl咲きながら飛出してく

るのにあう。彼らは遊びの目的に夢中なのか， ＢＮｾ国人 間

志ということに神経は殆んど使っていない。また沼務た

服装のマダムのロから洩れる言葉は，流調な日本語だっ

たりする。 一鎧戸 ・グェランダ ・ページメントのついた

窓 ・そし て下見板の剥げかかったペンキの汚れーそれら

は開港九十年の歳月をH創設のうちに物語っている。 n人

館は多く 2 階述でみなとの見える高台に，上へ上へと押

しつまる ように建って いる。異郷の地にある彼らに とっ

て，海がみえ，居留地を見下す位置は，絶対的な条件で

あったのだろう。また自然の長観を大きくとり入れるこ

と， 自分遠の建物が逮望された とき，周囲の環境といか

に融和するかというととに注意を払っていた。初期lのこ

ろ洋瓦が得られなかったため黒色の日本瓦を苦闘いている

が，もし稿11薬の洋瓦が得られていたら，建物はさらに引

立っ たであろう。彼らが思いついたのか，瓦屋の職人の

発案か この異人館の棟IC，鰍裂のm尾瓦が当り前のよう

にの つかっているのがある。 ここで明治20- 30年代神戸

で活躍した英人建築家 A ・N ・ノ、 γ セノレの居宅について

‘・
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ある洋館のデテー ;v. 細部の手法がよく分る。

ふれてみたい。木造 2 階建，日本瓦芸、延約 100 坪，外

壁下見板張り油性ぺ Y キ塗，グェラ γ ダのアーチは印度

風の繰型をもち，写真にしめすように左右対称，均斉の

とれたデヂイ γ は周箇の他のものに比較して ，とくに優

れている。

Ver andah は縁側とか，あらわな廊下という意味に訳さ

れているが，初期の洋館[ は庭あるいは道路に面して，全

くの吹放しでこれがとられていた。 とれは南方系の様式

を受継いでいると考える場合当然であるが， 日本の冬期

の主要さや殴風な どの影響を考慮 して，後にグェラソダの

外周 りにガラス戸を取付けるようになった。ゆえにかつ

てのグェランダは現在ガラス戸に屈まれてす Y ノレームの

ごとく使われているのが 多い。 とれは床にｾ設かれた防水

材料，室内への出入口 につい ているブラインド，在来の

柱にあ とから入れたガラ ス戸 との取合などに初期からの

使用上の変化をよみと ることができる。庭園に植え られ

たものに，綜椙や蘇鉄などが多いが. 建物の様式や色調

とよく似合って美 しい。

旧居留地や山手のこれ らの洋館に魅力を感じ， 20数年

間ひたすらに建物を描き続けている商家がいる。新制作

派の小松益喜氏がそれである。彼が中学生のころ，修学

旅行で初め て旧居留地を歩い たとき， 援のなかにぼんや

りとガス灯が灯っていた と語ら れていた。神戸の これら

の建物に宿る エキゾチ ν ズム IC51かれて住みついてしま

った彼が描いた画には，いま見ようとしてもみることの

できない幾多の建物の在りし日の姿が残っている。 白い

壁にかかっ た犬の小便に煤がついて，それがやがて黄色

く黒< ，し みついていっ た壁のもつ味いを，克明に表現

しようとした努力のなかに，このような建物を愛した人

のひ たむきな心が読みとられるのである。

にじみ出る国際性

神戸は本年，すなわち 1958年 1 月元旦をもって丁度満

90年を迎える。 その発展の過程を願り みるとき今昔の感

新たなるものがあるが，そのなかに- 1' 1 して流れている

ものは， ミみなとミを中心とする考え方である。神戸は

山手のill 際に上へ上へと押しつまってmつ洋館• 

ミみなとミの盛衰にその全てを托してきた と い い えよ

う。だが，この段階において注目すべきは戦乱の影響で

ある。明治 10年西南の役は神戸をして征討出師の根拠地

たらしめ， 日清 ・目録のii 突い，そして第一次大戦は，神

戸に未曽有の好鼠気をも たらした。もちろんとれらは神

戸に限られたことではないであろうが，海運 ・貿易を生

命としていた神戸において，とれらの現象が今日の発展

の大き な因をなしているととを，否定することはできな

い。従っ て今回の敗戦は神戸にとって反省させられるも

のを多く含んでいる。 また港のみに依存することで今後

の発展は期待でき ないのである。

建築はその時代々々の社会 ・文化 ・経済などに裏付け

されて存在するものである以上，その都市を構成する建

築群が訴える沈黙の表現は，われわれに幾多の感慨を党

えさ せる。明治以降，外来文化が建築の近代化に果した

役割は大きい，居留地に最初に主主った建物に接して抱い

た続きは，己れの自党を促がすに役立ったであろう。

居留地が形成した街並は，外国人によって生み出され

たものであるが，今日においてもその雰閤気は残ってい

る。山手一帯に点在する洋館は， 日本の町屋建築と並び

ながら不自然な感 じはしない。また三宮や元町にみられ

る異国情緒は，それを誇張しようとして生み出されたも

のではないのであ る。みなと街として底の浅さを噸うも

のがあれば，それは若い都市の息吹きとして応えればよ

かろう。米国領事館が学会貨をもらった。 そのこと自体

何ら問うべきも のはないが， 11ヨ居留地の一角に日本調を

主題としたととは，この辺りがもっｾ囲気を盛り上げる

ことにそれほど役立っているであろうか。神戸にはいか

なる近代建築でも受入れる素地をもってはいるが，事11戸

¢特殊性を身につけ得ないものは，逆効果を招く慮れが

ある。 なぜならば，永年しみついた国際性という ものが

どく自 然に存在 しているからである 。

本文をむく ｉｾ あたって ， 大阪市大滝沢教授 ・ 神戸大学応 回数 綬 ・

画家小松益喜氏の御指導壱仰ぎ，" C 乙の会' の資料を借用させて

疎いた。 m<御礼申上げる。

( 筆者神戸市政投局建築部営繕;耳!)
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関 西 と 長

西

関西と 関東

中日戦争がはじまってしばらくすると，急激な住宅難

が大都市や重化学工業地帯をおそってきた。太平洋戦争

に突入する前々年あたりには，同潤会は 10数年の経験を

土台に . 寧需工場の工員や社員の住宅供給に活躍してい

た。そのころ私は岡潤会のたてている小さな木造住宅を

みて，ちょっと変な気がした。 r立体 4 戸」というきわ

めて居住性のわるい，木造の 2 戸建を上下にかさねた

形の住宅がかなり建てられたようだが，これだって，こ

んなに無理をするのならなぜ長屋建を建てないのだろう

かといぶかった。 2 戸建でとめておく必要はない。長屋

建にすれば「空地」は前と後だけですむからもっと用地

も節約できるし，平家建でおさまるかもしれぬ。だめな

ら2 階建でもいい。極小住宅に 3 面 4 面開放を求める

必要はない。いずれにし ても長屋建にすればもっと閥発

効率の よい住宅がつくれるはづだ。 現に大阪周辺ではず

っと以前から間貸し型 2 階建長屋や重ね建，廊下型共同

建の木造住宅がつくられていた。

ととろが間潤会は長屋建を毛嫌いしているようにみえ

た。それは岡潤会そのものが東京の土壌にそだてられて

きたのであって，長屋建など住宅のもるの数に入らぬ低

質住居とわり切っている「小住宅」恩惣がスタブたちの

頭を支配 していたからであろう。ところが日ごろ長屋で

うづまった都会でくらしている関西のわれわれにとって

は，なるほど極端に間口をせばめて奥行をながくした住

宅にはにわかに賛同しがたいものを感じるけれども，こ

の都市的住居形式はきわめて合理的な面をもち，チャチ

な極少の 1 戸建や 2 戸建で底のあさいコマギレ住宅をた

てて土地を無駄に浪費しているのが見ていられない感 じ

であった。私は関西の建築家として，長屋建のよさを主

張する責任があると感じた。

立体 4 戸建となれば問題にならないが，もう 一つ間潤

会の面々の長屋建否定の思想の根底には，持家が最良の

住宅の所有関係だという( 当時のナチスの住宅政策と共
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山卯

通する) 思想があった。私はこの「持家主義」を攻撃す

る必要も感じた。とれも関西と関東の環境の差がしから

しめたととろかもしれない。*

その後できた国民住宅規格でも住宅営団の採準規格で

も長屋建は最低規模の型に許容されただけで，一段下の

低劣住宅としてしかっかまれていなかった。最後の戦時

中ｾＡ準規格になってはじめて 長屋建が採用され たが，そ の

とき「ことまできたか」と観念ににた気持をもった建築

家が多かったのである。

2  裏庖一一貸家一一長屋

長屋建は武家の足軽な ど小者の住居のほか，江戸時代

うらだ仕

の町家ではとくにE皇居の形式として発達した。

「裂かベは隣でかえす江戸の町」

町家は表通りも車十をつらねていたが，その所々に半間

ばかりのト Y ネノレのような通路があって，そこを袈へぬ

けると，下水の蓋が通路となっている両側に 9 尺 2 聞の

袈長屋が械をーったして列んでいる。その通路のはしに

井戸，惣雪隠，ヂ1ニ溜，稲荷社などがあり，裏長居の住人

たちは同じ家主の庖子としてきわめて親密な生活圏をつ

くり出していた。裏屈では便所も水仕事場も共同だから

各戸は踏み込みの土問と奥 'c 1 聞のたたみ放の部屋があ

るだけで，隣 との境界は土壁一つ，粗忽、者が釘をうちつ

けると隣の仏壇につきささる一一ーといった呉合である。

こういう装屈の発展はすべての繁華な都市ではみられ

る じ

たq 出入の通路である細い空地は大阪では路次，京都で

づ し かんし ょ

は厨子，名古屋では関所と名とそかわっているが，その

構造はきわめてよく似ていた。

むろん表通りの家でも，借家の; 場合は長屋建が用いら

れた。持家の場合は- つの壁を両方で共有するという

「長屋」ではないが，境界の壁は互に接していて前と後

だけしかあいていない 2 面開放型で，平面からいえば全

崎‘

$ 私は ζ れらの点で数度ものをかいた。それらは「国民住居給自主」に

収録きれている。



ｾ＠

く長屋建と同じ裂であった。関西文化闘では，その平面

は「巡り庭」型が基本形であった。

明治の中ごろから次第に都市への人口集中が進行する

と，地主や小金をもった人たちは貸家をたてて利殖，蓄

財のたすけとした。彼らは必ずしも 1 室住居ばかしでな

く， 2 室や 3 室の通り庭型住居を建てたが，その場合も

長屋建の] 彰式をより経済的なものとして採用した。こう

して貸家住宅の地加は，長I 5H]! のぷ家への進出と普及を

みるにいたった。平面の形も，はじめはほ とんど通り庭

裂に限られていたが，通り路にFトーをはって11数を多くし

たり，庇をちじめて建築而取を少くしたり，| ! 日ロをせば

めて袈后型ににた「前勝手」風の平面ができたりして，

貸家としてより効率的な方向へとの変化も行われた。紳

3  長屋建の普及

京 ・大坂は江戸時代から大都市であったが，天領で町

人の町であり，当時から借家住居の人々は多かった。明

治以後資本主義の発達に伴う都市の生長は，農村から入

ってくる人々のための借家の発展をーそう必要とした。

神戸も 1m港後は港都 としてきかえ，六大都市のうち 3 つ

が関西一一京阪神地方に成長したわけであるが，神戸も

同様借家によって町を大きくしていった。

そうした借家居住の都市住宅のうちでの優位さは，大

正時代の不完全な資料でもうかがえるが，昭和 16年の大

都市住宅調査は明らかにそれを示している。

借家 持家 給与住宅

取 京 73. 3 25. 2 1. 5  

梢 浜 63.2  35.1  1. 7  

名 古 屋 80. 3 18. 2 1. 5  

京 都 78. 7 19. 9 1.4 

大 阪 89. 2 9.2  1. 6  

事ド 戸 88.3 10.4 1. 3  

つまり，阪神両市の借家率は. 全国中最高を示してい

る。

元来借家= 哀庖として発迷した長屋建の主並行には，そ

の根底にとうした借家経営の普及がある。こうして，名

古屋をふくめ関西の都市では長屋建住宅はきわめてあり

ふれた形式の住居となった。東京では昭和 6 年 3 月の旧

市域の住宅調査があるが，それによると全市で47. 1% が

1戸建であり， 3戸建以上の長屋建は24 . 1% にすぎない。

もっとも小石川 ( 32 Ｎ Ｘ ｾ の， 下 谷 Ｈ Ｒ ＹＮ Ｘ ＥＩ ，本所 Ｈ Ｒ ＸＮ Ｓ

%) ，浅草 ( 27. 2% ) ，深川 ( 26 .7% ) な どは長屋建が多

いが，それでも全戸数の% に達しない。ところが，大阪

では，住宅の圧倒的部分をしめる借家のそのまた圧倒的

な部分が長屋建であっ た ととは，昭和 6 年の借家住宅調

査*料 でも明らかで，全調査地域の専用借家の95 . 6% が

2 戸建以上の長屋であった。つまり長屋建が支配的であ

判長屋砲のプランの変化発展についてはくわしくは「住宅J 1953. 10 

参照。

脚本「笑地開設の結果からみた大阪市内の借家住宅 J 56. 大仮府

った。

!日

自 ｴＮ 畏 ｾ
' v  

日
ｾ＠ 11 

大正 8年とろの長屋住宅の 1例。( 大阪此花区西九条)

表長屋は通りにわ型，裏長屋は表勝手裂。

表家の一軒は家主の親せきがすむので 2 軒分の広さにつ

くられている。

昭和 10年に私が行った大阪 ・京都 ・名古屋 3 都市の建

設住宅の調査では， 1戸建の比率は大阪 12 . 8，京都54 .2 ，

名古屋31 .7% にすぎず，大阪では 4 戸建が27 .9% をしめ

最も多かった。京都は 1 戸建が多いが，平面形からいう

と長屋建と間 じ前後 2 面開放型が圧倒的であった。

とうした事情は昭和 16年の24大都市住宅調査の 1/ 500

抽出集計にもあらわれている。

東京 描 浜 名 古 屋 京 都 大 阪 神 戸

( 旧市) ( 新市)

1 戸 m 52. 9 47. 8 54.1  66 .4 33. 7  56. 7 15.9  20. 8 

全 2 11 30.4 29.6  30.6  25.6  26. 8 16. 7 17. 6 29. 2 

3  11 4.6  5. 9 4.3  2. 1 10.0 9.0  9.9  13.0  

住 4 11 7.5 10.0  6.9  3. 5  12.9  8.3  22.8  15.6  

5  11 1. 8  3.3 1. 4  1. 4  7.4 5. 0 12.4 6.8  

宅 6 11 1. 3  1. 9  1. 1  .7 5.3 1. 3  13.9  7.5  

7以上戸総 1. 5  1. 5  1. 6  .3  3.9  3. 0 7.5  7. 5  

計( 実数) 1412  270 1142  289  380 300 848 308 

借 1 戸 m 42 37 45 45 22 48 9  12 

2  11 36 35 36 40 30 20 18 30 

ｾ＠ 3  11 

4  11 

の 5 11 

6  11 

6 8 5  

10  12  9  

2  

2  2  

み 7以上戸建 2 2 2  

4  12 

6  16  

3  9  

6  

5  

11 19  15 

10  25 18 

6  14 8  

2  15  9  

3  8  8  

計( 実数) 1086 212  874 151 310 239  761 262  

(<<，1考ユ 「大都市住宅調査補泊J (519. 8厚生省) より鉱山した。

この数字は他の諸資料からみられる傾向とよく対応し

ており ，東京に 1 戸建が多いのに対して大阪 ・神戸 ・名

古屋では 1戸建が少し長屋建が過半をしめ，大阪では

4 戸建が一番多く，それ以上の多戸長屋が過半をしめて

いるこ とを示 している。

戦後は貸家企業が採算われのため後退したので，ti 家

そのものが減少し，しかもその大部分はより短期に資金

を回収しうる木造アパー ト形式のものでしめられるよう

になっているが，普通住宅ではやはり大阪では長屋建が

多い。また民|日j 自力建設の重要な部分を しめている建売
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昭和初期の前炊事場型長屋住宅。

突出していると E ろが炊事場。それがさま

ざまな意匠を E らしている。 E れは， ちょ

っとコツテーヂ風のデザイ ンである。

り住宅でも . 長屋建のものがかなり多いととを示してい

る。昭和26年から 28年にいたる大阪府下に建設された貸

家住宅の調査材料によると，貸家は全建設数の35% しか

しめていないが，そのうち民間貸家についてみると 80%

がアパート形式をとり ，のとりの普通の専用住宅のうち

の87% は 3 戸建の以上の長屋建である。また建売住宅に

ついても，74% が長屋建であり 4戸建が最も多い。戦前

からひろくみられた建先住宅にも長屋建が圧倒的であっ

たが，これは 「家主J Iヒ売られたのであった。ととろが

住み手が l 戸づっの所有者になる 住宅で平然 と柱と壁と

を共有する長屋建が適用してい るのは，居住者の多くが

せっばづまって家を求めていること， ii 災後多数の長屋住

宅が住人に売られて長屋を所有するということに不自然

さを感 じなくされてい ることなどもあろうが， 大阪にお

ける 長屋形式に対する一般的な克容度が大きいことを示

しているともいえよう。

4.  長屋住宅の伝統

関西での，上にのべてきたような長屋建住宅に対する

地についた需要とその発展の歴史は， 日本の住宅のこれ

からの改善についてどのような意味をもつであろうか。

それは明かにせまい敷地に純度に住宅を押しとめよう

とす る多分に貸家業者逮の営利のための努力の産物であ

り，そのため居住性が圧迫されているという点では欲迎

すべき住居形式といいえないかもしれない。しかし，こ

の伝統的な住居形式の 中に将来発展させていく べき治産

を全然発見でまないということはあるまい。あるとすれ

ばその芽は何であ るか。古い風俗習慣としてでなく， 未

来; 乙眼をむける建築家の関心は当然ここにむけられるで

あろう。

糾柿「大阪府における 昭和 26- 28年度務工民間貸家及び油売住宅災服

澗査報告告J 529. 8 大阪府建築穏
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昭和105手頃の長屋住宅。

( 大阪 ・市岡)

ソデ! ¥! l と大屋恨の符づくりの軒

がm々 しく 立派そうに みえる 。

表通りの長屋である。

そこで，すぐ患いつ くのは，との長屋建と i淡後新らし

い不燃住宅の型 として建設されている 2 階建連続住宅，

いわゆるテラスハクスとの相似である。両者をみくらべ

てみ よう 。

現在建てられている多くのテラスハクスは，下階を居

間 ・台所 ・便所にし，上階を! 度室 とす る洋風の生活様式

一一昼夜上下分縦型の考えで計画されている。 ζ れは在

来の長屋建とは全くちがう。在来の長屋建は，平家建の

平面が主体で 2 階建の場合それに非常に開放条件の よ

い 1 ないし 2 室が附加され るので，生活は一応下階だけ

でも完結するが，上階の 「よい」 部屋はj皮室になったり

も鳴に なったり客間になっ たり， 11寺に間貸し用の部屋に

つかわれる。テラス型はそうではない。

私は日本人の現在の生活様式と生活水準とでは，昼夜

空!llJ の完全分離という住み方には疑問をもっている。住

宅公団の名古屋支所のテラス ハク スの下階がタタミ敷に

なっているのは，イスず式食卓が歓迎されないという点

も関係していようが，こ ういう問題もか らみあってい る

と思う。また多く のテラス ハク スでの イタマの居間のつ

かい方の「型」をつくりかねている不安定さはそこから

きていると思う。

私は今日のテラスハクスが，関西の長屋建住宅の鐙富

な発展の伝統をほとんど利用していないような気がす

る。 これは非常にまづいことだし，関西の建築家の責任

でもある よう に思う。

5. 長屋建の生活環境

長屋の住人たちが 1 戸述の住人たち よりは るかに隣

同志近親な関係をも って生活 していたことは当然であ

る。 とくにZ延長屋 とな ると，その通路は長屋の住人全体

の共同の生活空間であり，社交場であり ， r台所」であ

る井戸端や 「便所J ，r入口」な どへの通路をかねた 「居

、

t  
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i詰近のm完民鹿住宅の例。

デザインは簡単だが瓦の色，木昔日のペン

キなどで尖しくされている。

II]j J であった。

「互のタは裕子戸の外に裸体でかｾＨむ ｃｬ 出があり，冬の

夜は世矩継に隣家の三味線を 附 く面白さがある。新11fl r.i

わずとま世間の目前主金棒引の女房によって仔細に伝えら

れ，時品息持の隠居が暖嚇は頼まざる l乙夜通し泥様の用心

とな るJ ( 永井荷風 ・ 「日和下駄J )  

隣の三味線がラジオにかわっても閉じで，近所の夫婦

喧嘩はもちろん，際事さえも ，: E I : をすませばきき得たろ

う，そういう互に知りあっている気安さ がと の 「居間」

に安住する人々のよりどころであった。木造住宅が密集

している京都の三条哀や神戸の番町で案外火事がおこら

ないのは，せまいところに人がクヨクョいて火がでる前

に人にみつかってしまうからだという認がある。日本の

開放的な住宅構造は，とこ では宮殿造りや心院造りに内

包されているもの とはちがった庶民的な生活織式 と生活

感情をつくりあ げていた。

都市への人口の集中と人口の流動化，職場と住居の分

離に よる住居のねぐら化，隣人間の昼間の生活のつなが

りの喪失といったととは，古いグマイ γν ャフ ト的な結

合|刻係をゆるめたばかりでなく，封建的な ν キタ Dや統

fl ilJをおしつけるそのようなすみ方自体もかえって批判さ

れてき，多く の人々を隣人と のわづらわしい交渉からの

がれたいと考えさせるようにした。

方では3延長屋の伝統を土台にしてとれをさらに建築

化し，低劣化したと恩われ る木造アパー ト形式が国民の

住居水準低下の具体的なあらわれとして絞近ふえてきて

いるが，今日の集合的な住居形式の失端をいくとみられ

ている公営 ・公団等の不燃アパー トはとういう人々の要

求によくこたえ， < 隣は何する人ぞ> とすましておれる

点で微迎されるようになった。その反面，古い長屋建は

「壁一重でとなり の話声がきこえる」プ ライグァ ν イが

ないというような点で明らかに非難されてくる。

隣人にわづらわされずに住むというととは，たしかに

個人生活の1 i {fi 立という点からは必要な条件である。しか

しそれが極端な形ですすむと ，やがて居住者の居住地へ

の無関心という方向へ流れてい って しまいかねない。新

らしい住宅自H也が，新 らしい共同施設の完備とそのたく

みな運用管理によって，生命あるもの としてつ くりださ

れていくはずなのに，共同施設の運営や，さらに大き く

はいわゆ る sed to wn とい った大都市周辺の住宅都市な

どの市行政が，住民の|刻心外のこととな って しまうとい

う紋陥は随所にみられるようである。新らしいコミュニ

ティの創造を回途しているものにとって，とれは一つの

問題である。むろん' - ! 長屋約 ・庶民的な心安さと， i 私生

活の確立」をふ まえた コミュニティ での人々の近親関係

の育成ということとは直按?とつながってはいない。 しか

し現に生きてい る前者の生活を分析し，その巡肢をう け

つぐことは，新らしい住宅地の人々の正しいつながりを

発展させていく上にか くことのできないみちであろう。

6. 都市的建築的生活様式の将来

関西の町家，その集約化した長屋住宅一一これは 舎わ

めて建築化された都市をつ くり出している。そしてそこ

にきわめて建築化された都市的生活様式がっくり出され

ているとみるべきであろう。それは将来の日本人の住居

の創造にとって質重な遺産である。

奥の聞の前にある猫の額のような小さな前裁の向う側

には哀塀と便所の下地窓，手水鉢がみられる。その小さ

な空間の中 に柏木を つえ とみ，石を置き，総と自 然への

郷愁を満足させた生活は，たしかに歪みをもっていると

いえようが，また都市生活の英知をひ そめてい る。ノレ ・

ユノレピュジェの屋上庭園などこれにくらべるとかなり組

雑なエスキーズであ る。

家々の前には広い庭があり 1 自の勤労・をおえて帰っ

てきたあ るじは草花を手入れして余暇をすごす一一こう

いう生活もーつのタイプである。しかしそれが窓台にお

かれたー鉢の植木，あるいは烏筏になってしまう生活も

ある。そういう絡や自 然との接触はたまの休日に郊外へ

のレ夕日ェーν ョγ にだけとっておいて，日ごろはきわ

めて人工的な建築環境の 中で快適にくらすという生活の

タイプもある。そのーつをすて一つを とるべしとも，

が理想像であ り他が仮の像である ともいい得ない。

アパート鮮の配ヂIJ に「隣棟11I j隔」の理論がある。私は

これをどんらんな，あ るいは近視眼的な住宅経営者に対

する防法淀とみとめ るとと にやぶさかではない。しかし

その硬直した 「太陽神宗」的思考犠式はやがてやぶられ

ねばならないときがくると思う。

そういうなl床で，都市的一一集約的居住形式全新らし

い技術的基礎の上に創造しようとするとき，関西に開花

した長屋住宅の中に展開されているくらし方 の様々 なデ

ィティーノレは，多くの示唆を私たちに与えてくれると恩

うのである。 ( 筆者京都大学工学部助教綬)
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大 阪 近 郊 の 農

白 木 小 三 郎

般家というといかにも 旧態依然とした生活ー住居の形

式が考えられ勝だ。しかし周土的な相逃はしばらくおい

ても，時代的な移り 変り一段業経営の進歩の程度によっ

て種々な相違が生れてくる。とくに大阪近郊の場合は先

進地域といわれているだけに他の米作地' 併の般家に比べ

て非常に感じが迩う。農家のn日取を例にすると，他の地

方と同じように四つ間取に土問のついた形式でも，大戸

を入ってすぐの部屋を「上庖J ， rうまや」に相当する

部分を「下庖! と称しているところが多い。町屋風が感

じられるとともに，米作農家のような畜力による耕作般

家でなくなっていることを示している。一定の耕地を集

約的に利用し，値段の高〈先れるものを栽指する近代的

な営政方法も昨日や今日のものではないととが感じられ

る。百姓というとただ米を作るものだという考え方とは

違い，何時でも儲るようなものばかりを作り，商品化す

るという商人のような環境と気分が永い問に生活一住居

の面ににじみ出してきたものなのであろう。とれは，大

阪という大消1'( 都市のヒ γ ターラシドとしてだけではな

く，大阪が封建時代をも通じて永い問，日本の商業活動

の中心をなしていたととにもよる，売るための従業の発

達の生活的な現われのー而である。

地域的に，大阪近郊の政家というと，まず昔の大阪三

郷をとりかこんで，古来有名な統楽のよ［ｬ［［ ｊ ｾｾ 地帯をなして

いた。天満の市場に出荷された疏菜類は三郎に最も接近

していた本田の村々や西成の t ド在家今在家今宮等八ケ村

の畑ut . 易のものが主であったようだ。また天王寺のかぶら

や大，ｪｩｾは市岡新 ｭ の西瓜などとともに，大阪の人々には

懐しいものであった。 ζ の疏菜類の栽I行地;HYの外縁は京

橋附近の旧大和川合流点を大体の境にして，北部は米の

哀作として菜種の栽幣が盛んであったし，南部は祈i作が

ｾｒＺ んであった。江戸中期の 三 ぬから北河内にかけては野
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家

崎参りのH貝にもあるように「どこを向いても」 一回の菜

種畑であった。また中河内，南河内から泉北泉南にかけ

ては，各地の土産的木析lを圧倒して国内各地に出姐り，

一部は明治頃までつづいた大規模な: j 4jl作地帯であった。

南北のとのような作物の違いはそのまま半湿団地帯と水

不足の乾田地帯との相違を表わしていたともいえる。ま

た宝永年間の大和川の付換により，それまでの河床は土

砂が積って天井川になっていたので，ほとんどが畑地に

しかならなかった。しかし年買が低率の上に，作付のfljiJ

限がきびしくなかったので，砂地に適し，しかも儲かる

ようなものを自由に栽取することができた。ととも丁度

棉作が土地柄に適していたし，交通などの地理的条件も

よかった。その上に平野郷などの析l商人がその大きな資

力を開墾，その他の経済的援助にそそいだので，多肥作

物であるにもかかわらず机作が大いに促進された。その

後，棉作は大和に拡まり，さらに瀬戸内沿岸地方にもの

びていき，次第に安い布i; が大阪の問屋に入るようになる

と，大阪近郊の棉の作付も次第に少なくなってきた。し

かし泉南 ・泉北地方になると処々に織業地がでをて，作

られた棉が手工業，家内工業 としてそのまま木綿に織ら

れるようになった。ただ問屋だけに依存していた抑作地

域 と違い，この地域は般村工業としての機織にも直接結

び付いていたので，和ii 作の消長が少なかったようだ。三

島 ・北河内などで作られていた菜種からの絞I 1 i 1ははじめ

三郷聞で行われ，在地のものはきび しく制限されていた

が，享保以来在々でも ，絞油工業が行われ得るようにな

り，菜種作をー庖安定させたのと似ている。耕作農民は

俳かる ような作物を栽消することによって，大いに独立

の気還をつかむとともに，地主層はその資力を利用した

大規模な棉などの磁品作物の売買と燦産物の二次的生産

によって経済的な新しい立場を持つようになる。



図 1 大 和 の 図 迭 の 伊j

... 

したがって農家の経済は浮動のはげしい作物の，商品

として の側格に左右さ れるので，自然 と生活条件も繭人

的なものになってまた。その上，綿織，絞油な どの俊村

工業にも関連してくるので，とれらI民家では従来の， ま

たは他の米作地帯の段村におけるような，本家，分家と

いう血縁的な従属関係も，地主小作のような地縁的な隷

属関係も，次第に制約力の弱いものになる。大阪近郊農

村の#i ¥作は水不足 と，入会の山林採草地を失う ようにな

ったことから一層盛んになったとされてい るが，このと

とはまた，村落共同体としての制約も怠識をも薄くして

きた。大和には勿論，河内，和泉にも「垣内 l が中世以

来の村落共同体の単位として，時に昔話をめぐらしたもの

さえあった。しかし中世的な防禦上の必要がな〈なった

上に， ζ うし て村落の内部でも ，その共同体としての意

義を失ってきたので，垣内の意味が次第に忘れられて，

書誌をめぐらした ような 衆落は大阪近郊には見 られな くな

った。それととも に大和金地や大阪の外縁山館地区な ど

にはまだ多少見られる 図1 のような「囲造 j の屋敷構も

大阪の近郊では，わずかに崩れた土塀の名残を時に見か

ける位になってしま った。

近 世になる と 「鉱の土割り手づから畑うち， 女は麻布

を織り延べ，足引の大和機を立て… … 牛さえ持たずして

角屋造りの浅ましく住みな し… … J たような小百姓も，

西鶴の日本永代蔵に出てくる よう に，時宜に適し た作物

によって，次第に独立 した。しかも，との小百姓が棉を

作り，和il 繰りの新しい方法を考えて，一躍，大きな布il 商

人になったように，相il 作を介して l; ; t 民と商人の交流も相

当活波だった ようだ。羽ii だけではなく，大阪三郷で商工

業が盛んになるにつれて，例えば新版歌祭文の久松のi由

屋におけるように，それら商家の丁稚として大阪に出さ

れる近郊般家の次男三男が多かった。 こうして脳品作物

の集約的な営段方法による従属政民の独立と，足基業労t力

カの都市流入は，図 1 の囲造の長屋門，納屋な どから，

そと に居住していたような傍系家族，非血縁下人な どを

失って， E2家はほとん どが単一家族の自営体にならざる
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を得なかった。生活条件のこのような変化によって，大

阪近郊般家は， 他の米作地帯のように大規模でないのは

もちろん，中 |投的な図造の多紋式でもないが， 一応平均

した独立の家格を持つようになった。 図 2. 3のようにほ

とんど の般家は一機に釜屋を持つようになり .i くど」の

ない農家など，大阪近郊の鈴村には見られない。「くど」

( 釜) の持つ意味からすると，とのととは，隷属的な名

主と名子( 被官) の関係，親方，子方の関係が消えて相

当ながく経った証拠とさえ考えられている。しかしこの

近郊農家の形式には，大和あるいは河内，和泉，繍津な

ど， 大阪の外縁地域の農家形式に比べてみると，機内農

家の中世以来の変遷の過程を，少なからず止めてい ると

恩われる。すなわち，環濠はなくなって，土塀はなくな

っても， 旧い垣内妻転落には，左有に落梯Iを持ったいわゆ

る大和棟形式の母屋を中心にして，土蔵，納屋など多く

の建物を持った|日い構が処々に残っている。とのような

閤造に通ずる檎を「 クジ屋」といい伝えられているとと

からも，中世の名主一役屋につながるものと恩われる。

また 図4のような屋根形式だけを指して「くじ屋」とい

ってるところもある。この「くじ屋」とは公司王屋のとと

で，公司王を負担し得る ような家機のととである。中世に

おける種々な貫租の内でも公事は. 屋敷構ー住居規模を

基準に して割当てられたこ とからも明らかである。家

格が公事などの負担の基準になったのは，生産力の背景

になる労仇カ( 家族数) は屋敷一線数一住居規模に端的

に現われるととによるのであろう。近世の初頭まで， と

のような名主層の屋敷には，瓜l縁者は隠居ま たは問屋，

非血縁者は小屋 または納屋のー部というように多くの家

族を抱えていた。家父長の下I ' C，建物は別で，一応別居

の形式でも， いわゆる同財同釜の複合的な大家族構成で

あった。 図 1 のような構の右側の釜屋には，今でも「五

つく どJ r七つく ど」といかにも大勢の炊事をした と恩

われる大きなくどの残っている旧家がある。しかも農村

において百姓;除宮座などが強い制約力を持っていた頃

はと れら の従属的な家族はなかなか独立の機会をつかみ
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孟品管
図 3 ( a)  

図 3 ( b)  

図 3 ( c)  

得なかった。その後，太閤検地を契機にして，との従属

小燦民の本百姓化が促進されて，たとえ同一屋敷内にお

っても小作権は次第に確立され，いわゆる 別居別釜にま

で独立してくる。しかし別財となり，母屋( または主屋〕

に依存しないでやっていけるようになるには j商品作物

の集約的な営肢が本格化するのを待たな け ればならな

い。とのような段階では，ょうよう分家， または名子ぬ

けして，別3査を持つ ようになった というだけだから ，そ

れまで住んでいた門屋 または納屋に釜庭を付け下げした

程度のものであった。納屋作り( 小屋作り) などといっ

て，梁間が 1 聞から 1 間半で，; pJ i 方向に 1 問または 2 問

だけの小 さな住居の形式は，このような段階にできたも

のだろう。とれらの小百姓も次第に本百姓に成長してく

るのであるが，単一家族による自営百姓化，その他の新

しい生活条件は，かつての名主層のような大きな構にま

では発展させなかった。したがって母屋の形式もその拡

大の程度によって「大和棟」にだんだん近い形式になっ

てはくるが，村役またはこれに準ずる ような讃百姓層以

外は，少なくとも封建社会において，落棟の座敷部分を

持つようなことはなかった。近世になっても辺境- 地域で

は夫役の負担基準を依然として間口 7 間以上を上役屋，

6 間以下を下役屋と住居規模においていたところもあっ

たようだ。しかし ，大阪近郊燦村では小百姓層の本百姓

化は，他の地域に比して早< ，かつ活綴であったし ，そ

の条件も少なからず巡っていたので，新 し く賞租全体の

基準になった閃畑一生産高への重点の移動も早かった。

本百姓を費者l の面からは肖持百姓というようになってき

て，太闘の地検以来は役屋としてよりは高持として収取

の対象にしたので，家構 よりは持高が より大きな意味を

持ってくる。このような段階で，新 しく 本百姓になった

俊民は，その持高のみが問題であり ，家檎は二の次であ

ったから，幾重正としての形式もー定の類型にまで発展し

ないで，それぞれ，その拡大の段階に定着された。( 図

2， 3， a- c)  

大阪近郊の般家の形式には? ζ のような段階に二つの
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図 4 ( a)  上より

図 4 ( b)  

図 5

系統がある。すなわち，一つは入母屋( 寄似) を j原型と

するもの，もう一つは，切妻を原型とするものである。

( 図2，a- c)  ( 図3，a- c) との原型の差によって政家の

生活条件が同じような段階にあっても巡った形式になっ

ている。大きく分けると，一つは山城，t品目津などと関連

する大阪北西郊と，紀州などと関連する大阪商郊の入母

屋( あるいは寄; P. . ! i )形式であり，もう一つの切妻形式は大

和地方と関連するもので，大阪の東郊に多く見られる。

とのこつの原型に，まず右側に下屋を付け下げしたもの

から，それが前後の軒庇と連結した形式が別釜になった

直後のものであ ろう。つぎに落械になっ て，椴畑出しの

付いた釜屋がでさてきて，別釜になった こと が住居形式

にはっきり表われる 。 ( 図2，3- b， c) また，っきrに落

事uの臨1政部分もできて，いわゆる「大和棟」形式が完成

するのであるが，この辺から高塀の妻が大事I i にできてき

て，防火的な実用もさるととながら，いかにもその家の

絡を示すように見られる。少なくとも封建社会において

は，頭百姓以上，村役層以外は持ち得なかった家構の

側面を表わしていて， I日名主層の家格の表示につながっ

ている。しかし ，旧 名主層の多くは，商品的作物の一般

的な生産を背長に して，次第に地主的手作から隊れ， 在

郷商人あるいは絞j由，醸造な ど，農産物の第二次生産者

に変ってくる。したがって住居形式においても農家的な

ものが失われて町家的な性格を強く して くる 。 ( 図 5)  

この段階の住居には，規模の大きさもさるととながら，

昔の大阪の尿磁を恩わせる ような到の高いも のを持って

いるのに鴛かされることがある。

大阪周辺には同じような距離に，早くも元禄頃までに

多くの在郷町の成立を見たが，とれは俊民層の商品生産

の結果，生れた抱: 剣商人，あ るいは股産物の第二次生産

者を中心にして発展してきた。大阪近郊農家の変遜は こ

れら在郷町の町家の形成につながり，その特性は町家的

な生活に関連する。 (32. 11. 15)

(筆者大阪市立大学助教授 ・家政学部住居学教室)

、、



古

小都 の 施 主 ・

白

ｾ＠.  

私は学校の教師が本またで，設計の依頼を受けるととは

年に 1 - 2回あるかなしかという有機であり，しかも京都

に住むようになってから，まだ 14年ほどにしかならない

から，京都の施主について書くのは，いささかおとがま

しい気がする。 また編集部から与えられた題自の後半分

は，京都の建築の手法ということなのだが，それを京都

の伝統的な建築手法を意味するのだと解釈させていただ

くととにしても，それについてとくに詳しいわけではな

い。ただ，私が今まで関係してきた施主の大部分は，先

在l代々京都に生れ京都に住んでいる純京都人で，ある商

社の社長さんは 3∞ 年の系図を竣工式の際に披鋭された

し，ある施主の家には，その先祖が呉服磁をしておられ

た頃，徳川幕府から受註し た将軍家の衣裳，持物などの

註文帳や，当時のお得意先の名簿 と地図があっ た り す

る。また私の設計 したのは，大部分が和風住宅か，さも

なくば呉服I刻係の卸商などで，いわば伝統と縁の切れな

い種類の建物である。だから，京都の施主にも，京都の

主li 換の手法にも，紙縁ではない。しかしその縁がいささ

かf! ( t りない縁でしかないのは，私の不徳，不勉強の致す

ところなのだが，御許しを願いたい。

京都の純主について感ずる根本的なことは，建築に対

して実に恨重だ ということである。恨重さは，あらゆる

面に及んでいる。平面計画も立面も，原案があっきり承

認されたこ とは，今 までのところ，ただひとりの施主に

ついてだけだった。私の場合， :h' ili 主はほ とんど個人だか

ら，住宅を建てるにしても商屈を作るにしても，施主に

とっては，その財産の内容を大きく変更する ととを意味

し，従って只剣でもあり恨藍でもあるのは当然のことで

ある。しかも私は平凡な建築家で，建築の雑誌を華々し

く賑したり，後世の歴史に残るような i栄作を作れる見込

はあまりないのだから，それよりもJ fili 主に満足を与え，

しかも自分でも納得のできる建物をlli てられたらよいと

思っている。したがって施主が原案に対して，いくら註

尽 都 手 法の

石 博

決: をつけ回したり，変更を求めたりしても，あまり嫌な

顔は しないで，何度でも il 空すことにしている。そうする

と5 - 6回の変更は普通で， 10回やり l在したとともある。

基本設計の間なら結構だが，中には構造計算も詳細図も

できて確認申請もしてから，改めて 2 度やりi R : さされた

とともあって，さすがにとれには参った。

問くところによると，近頃は 200 分の 1 の平面図，立

面図，断面図と主要部分の50分の 1 の詳細図とだけで着

工すること が，かなり行われているそうだが，うらやま

しいような訴である。私の経験では，たいていの場合，

着工前に詳細図を全部揃えなければ，施主が承知しない

し，時には原寸‘ の諮が初めから出たりする。そのかわり

設計期聞は割にゆったり している。あわてては良いもの

はできませんよといえば，施主は納得する。何しろ私の

知人の漆器商は，受註後早く て S 年，上物は 10年たって

から納入したりしていて，遂に廃業せねばならなくなっ

てしまったが，そのような商売が，との| 制までともかく

も成立していた土地なのだ。だから着工後も施主は細か

に説明を求める。最近できたある茶道関係の述物では，

図面をいくら描いても，現場で口頭でいくら説明して

も，施主に承知して貰えないので，側聞には一々 恐{ い板

で現物どおりの形のものをはめてみせ，落掛の位置には

ハリポテの務掛を入れて見せて，施主の承認を得て工事

を進めていた。面倒といえば誠に面倒な話だが，それほ

ど施主が恨置だということでもある。

その代り，施主は主主宮誌の ことを随分よく知ってい る。

とくに和風建築だったら，近頃の大学の建築科の新卒業

生などは，京都の旧家の中年以上の奥さんの足元へは寄

りつけない。感党もなかなか良いのに筋〈場合がしばし

ばある。人の移動の少い土地で，中流以上の人はたいて

い自宅に住んでいるようだから，主主物への愛情が深< ， 

しかも茶道の盛んな土地で，自然によい建築感:;)t が普及

しているからであろう。だから，とちらがうかうかして
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いると，時にはやり込められて内心冷汗をかく。

勘定は細かく，見積書の内訳は詳細に書いてないと承

知されない。一式いくらでは通らない。しかし他の都市

に較べると，単制fi は割によいのではないかと思う。材料

も施工も，他の都市よりは高いものを要求されているよ

うに思われる。京の着倒れと脅からいうが，住みfjl れと

まではいかないまでも ，m京や大阪のような安普 211j は，

般に少いようである。あるいは構造的には安普討jでも

少くとも外見上は，一応品よく嫌らしくないといった方

が正確かも知れない。私が以前から借りて住んでいる家

は，初めから純然たる借家として建てられたもので，ほ

とんど米材でできているが，少くとも他の都市の借家と

比較すれば，はるかに上品にできているように思う。そ

れは施主の方にも大工の方にも伝統があって，それが慾

怠を防いでいるからであろう。伝統はまことに有雛いと

いう気がする。だから，普通の町家の建物はまだあまり

形がくずれないでいるし，四条通や河原町通など市の中

心部の繭屈で新しい洋風の庖でも ，主人がしっかりした

京都人である場合は，東京のように小才が利いて斬新で

はないが，嫌らしさは少いように思う。嫌らしく安っぽ

いのは，東京風を真似ている喫茶l苫やパーなどに多い。

また東京で発行される建築雑誌を唯一の虎の巻とする若

手建築家の設計した住宅，およびそれをさらに良似る建

て売り大工の作った住宅などは，近頃だんだん地jJf Iして

いるが，パーなみで白昼見るに耐えない。

京都の施主は住宅を建てる場合，高級住宅を建てるの

なら和風にする。上等のご馳走をするならば，日本料理

で，洋食は安上りにすますためのものだと心得ており，

洋装は実用品にすぎず，盛装するなら和服でなければな

らないように洋風建築は所詮安上りの実用品だという気

持があるらしい。大工もはっきりそう思っている。和風

建築なら一生懸命に鈎をかけるが，洋風だといくらやか

ましくいっても鈎に力がはいらぬらしい。

そして高級な和風の建物だと，建築家に設計を依頼す

るよりも大工に依頼する方がよいと施主は思っているら

しい。予算があまりないから建築家に頼むのだという気

である。つまり建築家は，よい建築を設計するために依

頼されるよりも，安く建てる工夫をするために依頼され

るのである。住宅，料亭，旅館，茶室などの場合は，た

いていそうである。そしてしばしばそれが結果的にいっ

て正しいのだから，残念ながら仕方がない。私より和風

建築の表現に巧みな大工の練梁は，過去に数多くいたし

現在もいるように思う。また名声ある* 京の建築家の設

計よりも 無名の京都の大工の建てた数寄ー屋の方がずっと

上品な場合はかなりあるように思われる。私は近代の学

校教育が伝統をあまりに軽視しているからだと思う。日

本人でありながら日本建築を無視し過ぎているように思

う。学校教育には，非日本化するととが知識を広めるゆ
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えんだという考えが根底にあるような気がする。とうい

うことをいったからとて，私を右翼扱いしないで頂きた

い。私は，ただ，私たちは所詮どうしても日本人である

というにすぎず，またあまり日本を馬鹿にすると，やが

て日本建築の勉強をするのに， ロスア; / i / ' ェノレスに留学

せねばならぬようになりはしないかというだけのことな

のだ。だから私は，アメリカ式日本趣味でなく，良い; 立

IJ;/<での保守的日本趣味をもっている京都の施主を支持し

たい。

間i隊な意味で，私は京都のn成人のもっている伝統も支

持する。彼らは，昔ながらの手法が一番よいので，新し

い手法はたいていの場合簡便法だと思っていて，しばし

ば私たちを悩ます。新しい手法の意義を重々説いて聞か

せても，容易に先入感を取り去ることができない。そん

な気持でやるから，新手法はよく失敗する。だから京都

ではまず「しいととは，失敗承知の上でなければやり難い。

伝統的手法でも， 仕上げに巧みであっても，構造的には

あまり香しくない。小屋組には，京都の大工よりも丹波

の大工の方がよく，京都の大工は造作だけに使う方がよ

いという人もある。その代り，上述したように京都の職

人の感党はなかなかよい。私たちの気持と違うととはあ

るが，彼らは彼らなりに良い感覚をもっているようであ

る。大工もよいが，左官も瓦屋も，和風ならば多分どと

よりも上手な職人が，まだ京都にはいるのではなか ろう

か。東京風にいなせなところなどはさっぱりなくて，い

やにのんびりしていてじれったいが，お茶の心得などが

あって周流を解している。ただし，図面はあまり読めな

い。図面の読める職人は，たいていj腕が惑いときていて

うまく行かない。他人の引いた図面を見て，その通り作

るように訓練されていないのだ。だから職人のなじみに

なって，とちらの気持を十分のみ込ませて， 図面を見ず

にやらせておいても，とちらの恩う通りになるようにす

る綴気がいる 。結局，施主にそれぞれお出入の大工があ

って，それに委せておけば，施主の思う査にはまってい

た昔に較べて，私たち建築家がその聞にはいって行とう

とすれば，こちらもある稜度その辺のととろを念頭にお

かねばならぬように思う。こちらだけ一方的に，近代的

に割り切って考えても，施主も職人もそうでない以上は

ひとり相撲になるのではなかろうか。

私も以前は，京都の保守的なところが嫌いで，東京式

の新取の気J!U¥が好きだった。いまでも新しいととは大好

をである。ただ何でも新しければよいとは思わなくなっ

た。京都の施主の気持も J[i成人の気持も肯定したい。建築

界がこぞ って新しがっているから，少しアマ ノジャクに

なりたくなった。但し以上申し述べたこと，むやみに本

気にせずに御読み捨て願いたい。

CI l 者京都工芸繊維大学助教授)

e  .  
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初J Jmの 娃 築 設 計 事 務 所 に つ い て

ｊＺ ， ￬ｾ のＮｦｩｊ ｩｊ 週で何か占けというこ Ｚ￬ Ｚ ￬ 二 から考えるととれもうそのような活

文で. ぷ，11事務所がポツボツできだ だ。

した当時の模様を，おぼろげな記憶 僕はまもなく大阪へ転勤した。当

を た ど っ て さ い て み る 。 " 寺 大 阪 で は 設計事務所が大分あっ

イ支が，、戸校を 出たのが'9J i'fi 3均二で， た。むしろ東京 より多かったかも匁l

」づえてみるともう 50:>' .1てになる。われ れない。 神戸に河合治l俄さん，大阪

ながらその聞にや'1をしたかと与ーえる に河合幾次さん，それから工場をや

と ， ｊｾ に ｬ 面目次第もない活だ。伐は 門こやっていた戊庄五郎さん，とれ

学校を出ると，すぐ検河先生の経営 は横河工務所よりも古かったかもし

する横河工務所にはいった。工務所 れない。辰野さんの大阪事務所は片

は明治36年 4 月に聞いたので，多分 | 吋さんと共同で初められ，時期は*

設計事務所の故初のものではないか JJt と同じではないかと思う。そのほ

と思う。辰野先生が辰野. gpG'J1務所 かには住友に野仁J， "日向"Fr i. E是正長FII

を始めたのが，ほとん ど同時かある には示ーさんがおられ. 翁会という の

いは少し後ではないかと思う。とに をやっ ていたが，なるほど老人ばか

かく f土採. ，没，H'J 手務所が日本でIJH始さ りだと 11Tいていた。その内に福岡零

れたのが，明治3MI :: 頃と考えて間違 L{ 谷部が住友に，永瀬が片岡に， 45 

ないと思う0*京ではその後曽練中 年イ立にはFJj 負会社の大林組に，大材、

条ｾ五必所，遠藤於菟，真水，三橋な ｾぎ凶白 ＱＱ ，木子，石聞の諸君が 一 度に

どの 'J): 務 所 が で き た が や や 遅 れ て 米られて‘ だいぶ翁会も若ゃいでき

いたと思う。 た。 ここで当時の日I'i f.l 会主1: の ことを

当時人・会社またはf ¥J - f では，それ . i i l i べると. ｾＡｈｾ というとなん だ か隙

ぞれ徒築部をもっていた。1 ' 1然大を さがあればゴマカ V をやるように思

な仕事はそれらの設計部で処理され われていたので，われわれの時代に

て 民Ilij の仕事としては目立つほど は学校を出ても就職するものがなか

のものがなかった。しかしその態勢 った。それが4，5年のうちにだんだ

は徐々に変化して，だんだんと，建築 んと向上して司会社もしっかりした

泌を解消し民r : ij 事務所に籾む気巡に ものになり，前 ， ￬ｾ の浦氏も入社する

な 以 ぷ ， ｩｪＧ 事務所がこの ＱＱ 寺 ｦｾ にオ Ｇ｝ｊ 興 ようになって，社会的校内も信川も

したのだと思う。 でき . 現" 寺の主主投会+1: のJ H症ができー

桃川 ，'，務所は， 36:>' 1・IJij !t，; の除に) . : . たので， I  ｾ＠ x- 氏などはそれに対して，

￭Ａｾ＠ ;，{ Jll ，っきf には '1' 村伝治，それか 大いに寄りするところがあったもの

ら必野. 伐，笠原，大塚と勾年 l 人 と思う。

づっ大学出がはいった。当時として

は' - l l ¥' 陣容が整っていたのではない

かと思う。それでも初の頃は所貝の

数も 10人ぐらいで，伐のはいった|時

で20人ぐらいだったと思う。いまか

らみると純だ貧弱なものだった。そ

の当 "与の必築のうと校といえば， .!-l i;;i 

大学と築地の工手学校だけで， ¥"ま

さて当時はどういう仕事をしてい

たかというと z 他の事務所は知らな

いが，工務所では所主の横河が二: J ' I'

に関係があり井・は} 立応山身が多

いので. そういう関係の仕事があっ

た 。まづメ ［熊 手，は ｊｊＺｆｩｊＺ こＧ ， ＧｲｊＺＱＱＴ ｊｬ￮ｩ ｾ場を

や っていたが，そのうち辺Jf，設された

ので後はお野君が引き ついてい た。

随 想 : IY，II'4 ( ) ) 拙策J t .t: ｟ ｾ［を ｂ 治る ｼ
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松 井 由 太 郎

1越は19Jめか ら'1"村君が担当してい

た。 i註j[ i まで中村君はニL越各J占の E没

計に関与している。この間50年にな

る6

こ れ は 余 談 に な る が - つ D 会主J:

のl没百|鈴鹿をこのように泳久継続し

てやっているのも. 珍らしいことと

思う。僕は初めに- 井物産門司文J古

( これはその後改造され現存のもの

ではない) 鐙紛の工場その他の施設

これま た戦争l IIi まで聞社のほとんど

の ，'，場に関与していた。それから少

し遅れて . 列二皇制-jr'G支Jι 東京の銀

行倶楽部 工業倶楽郎など伎の初期!

の製作である。これらの経・物はデタ

イノレから，現寸 まで治んど総てのBZt

，ij を 人でやったといっていいと忠

つ。

別に現寸まで 1' 1 分でやらなければ

ならぬ と考えたわけではないが. そ

の当 Ｂ 寺幸いに全 Ｘｦｬ ｬ ｾ 分でやることが

でさた。その代りこれらの建物の s没

計ーに関しては. 持いも tl!!-: いも全部 tJ

分が責任を負わなければならぬ。後

からできたものをみる とたいていま

ずい処が多く，いやになってしまう

が仕lj がない。 1' 1分のJ 能が足らな

かったを悔む より外ない。それから

製凶その他の }j 訟だが，いまと別に

変りはないが いまのようにお} 市f l:

」で万点をとることがでまず ー々ト

レースし たので， トレーすーがかな

りの人数を裂し，それをチエフクす

る手数に閉口した。古写真もいまの

ように人造光線ではなく，太陽光綜

で'W天でなければとれなかった。

以 上 甚だくだらない昔話でｾＺ加を

得ず巾訳ない次第だが，当時の E没日 1

Ｇｪｾ 務所なり 娃築家のようすが少し

でも皆さんにお分り願ったら、ド些に

イFし ま す 。 ( 市 者 側 川 工 必 所w

‘t  
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通 天 閣 建 設 の

通天閣は，明治43年に，大阪土地建物会tl:が

今でいうアミュ~ズメン ト・セシターとしてイt

jI !ij 越，没した[ 新世界 l の中心であり，文字どお

り大きなぷ石板となるエ γ ブェノレ式鉄塔で的iさ

180 K エレベ ータ で 1: る展望台を備え. ノレ

ナパーグの白搭まで観客を当日空家・道によってえli

ぶ仕組であった。亡くなられた設楽貞雄さんの

設計，大村組の施工である。でき上ったとさは

全大阪人の目を見張らせた。後年戦時中の〈住民

! 日| 収で解体検去せられるまで永い閉大阪名物の

-っとせられていたことは御承知のとおりであ

W 

/，.) 0  

この大阪土地組物会社というのはその以 liillljJ

治36年，今の天王寺公闘から新世界にかけての

4  JJ 数千旅の広大な土地を会場として聞かれた

第 5 凶内凶勧業博覧会跡の一部を大阪市から払

下げを受け，これを利用開発することを目的に

当時大阪の財界で人に知られ，大阪電燈会社主1:

iえ大阪株式取引所常任J 'r . f 1 : その他を勤められ

た宮崎敬介氏を社長とし，式内作平氏や大林和l

の初代社長も参加してぷ立された会社である。

五十歳以上の方は御記憶のととと思うがー新

世界というのはノレナパー クというコニーアイラ

ンド1瓜の遊簡を中心:亡 . 劇場. 1映決繭館，寄矧'1附，¥前¥'i

追遊2戯場などを姥て迫述e ね， さらにその外似11に，1m

J占，旅館，温泉などを集めた歓楽場で，明治44

年の 9 )j に着工，笠45年の 5 月末℃竣工したと

いう随分急な工事であった。

ｊ 謁， Ｑ 配 の｟ｌ事 ，，ｾ の ｾｾｩｦｾ は大林組の所械で ｬｩｦ￬ｾ ｊｬと

J41われるがこれ' こよって当 11寺のH< J- を街J:th!倣'j. j!l. l

工 事 吋 時 の :li ^  1制 { 同 l剥側よ り)

頃 ｉｾ ｉ 杉嘉昭 ｪ -

いたい。」二1lf も当時の金で707J Ilj をjzi え. 今か

ら考えても随分忠い切った構忽ということがで

きょうが. この企1111陥大当りで- j ' ，{ 1! 人%に投じ

てたちまち大阪! tri 指の大衆的な盛り喝となり会

社のお ｾｻｩｬｬｩ も暴騰しー ＱＱ 寺市場 の 花形となったほど

であった。

余談になるがＮ何しろこういう派手ながｾの

ことであったから 治成式を忠い切って人ーがか

りに賑やかにやろうということになっていたが

畏多くも明治天望陛下の御大息. 延いて御 iJij街l

のことがあってこの l什lilfl はとりやめ・こなったこ

とであった。

ｩ 並天 ｾＦｊ といえば思い出すのであるが 天王、?

のこの敷地は大林組にとって，忘れることのでき

ない深い紙がある。 ｉￌￍｊ にも申したとおりｾｾ 5 1'!] 

内国勧業時覧会は大林組の基盤を確立. した_ L 引

であり，続いて 37 年の 7 月から 10 月にかけて

その敷地闘に僅々 3 ヵ月で病事l ! 120 秘. 附属家

160 似を突白で仕上げ世人を筋かせた陸江戸予備

病院工引。それからこの新 世界工事という次第

で‘ 人;林組のl赴史でf ' : t . i TIなー頁を占めているの

である。

茶円山のー部を切り ivi して| ぢ覧会の主主物や名

府県の物産館などを主主1没した当時のことや，陸

軍予ｻＱ ｭＩ 氏ｼ沈の激しい突ｦＧｩＧ工事のことは今もｾムの

記憶乙アリア D と残っている。新世界はもう随

分久しく訪れる機会を持たぬ。激しい炎、り ) j ら

しいが，もう 50年近い年) J が経っている。

( ' [¥.1:;' K K大林組制 1，淡w
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建 築 協 会 創 立 の 頃 二 二 二 今 林 彦 太 郎

協会の創立は大JF. 6年3月で，40年の告であり，当時の

.!c悩も 11ニとともに l' o f f . らき: 確とした思い出を述べ得る臼

伝もｾはないのです。協会雑誌の創 刊 当時のものでも凡

れば幾分の，記憶を呼び起せるか とも考えぬではないが，

1' ，1 t 、対もは: も手元になし，幸に昭和28年 12)j 号に創立35年

記念史という特別号が見付かり当時の J己念臨談会のi楳

織が載っているが，それよりもさらに20年前の昭和 7 年

6 月に創立当時の懐旧座談会を催した記録があり. その

際の出! 市苫 12名は大方はすでに世を i とられ残っているの

は僅か 2 名，その内の 1 人が不肖私であるのは当時務部

で新しく llfs末を汚していたためです。喰望を折1って創設

の知事業を達成されたのは，今は亡きそれら諸先tl'1であ

り 今と ｼ 会連の隆盛誌を見 て これら Ｇｊ￮Ｚ 貯に対して追ｾｾと感

刈を新たにする次第です。

当時は. 第一次大戦のさなかでi ' JQi 械はすでに終 り

' * 凶参戦の百年前のこととて. 戦後の好況JUI にはまだ到ら

ずー建築界も沈滞の時期だったと息う。東京駅，大阪の

中央公会堂などの工事中であった頃で. 鉄骨， 鉄筋構造

もようやくt I ! 瓦造の補強 とか屋根，J ，l ; : など の部分構造と

して採用された過渡期の状態で，構造全体が鉄骨，鉄筋

に変ったのは協会話 Ｑ｝ 立頃以降であった。大 ｉｪ 貨の ［ｪｾ 轡はや

がて経済界にお よび，まず海運界をはじめて諸工業が漸

次繁栄を呈し ，速からず大正 B 年以降の好況を迎える i階

Yじがみえた時代であり . 建築界もまさにnl J i 期的隆盛期 J乙

入る寸前であった。したがって大規模の永久建築がなん

らの拘点もなく. 各都市に野放 しで乱立す るばかりでな

くー急述な都市人口の膨張に ともなって総統制に住宅な

どがｾ設される懸念があり，早急になんらかの規制をｾー

するのは識者を待たずして明らかであった。

その頃の京阪神ギE住の建築家は. 協会の創立総会出l市

人民をみても分るとおり誠に小数で， これらが分立して

小集l討をfr っていたので. われわれもオキナ 会ｾ法 ｊ Ｉｪ

会. 大j ] : 会などの集りを持ち. 週 1 101位;定期l的に集合し

て ｬＩ￮Ｎ Ｚￓｾ 泌氏の高説を総くといった状態でＮまず各 ＱＧＱ の籾

i時をdl る程度のもの。安 するに小党分立. 各所に小グノン

・ープが勝手な熱を上げていたのに過ぎす' 建築界の内的

関係はもとより . 社会的にもなんらの権威も影響力もな

いのは当然です。片岡前会長をはじめ ｉｾ Ｏｦ先地もかかる

的勢に処するには速やかに建築家の綜合団体の有力なる

ものを結成して，対キl 会運動，建築思想の将袋? ? 及など

を夫行に移すの繋ありとして，ますｾＩ［ＭＮＨ抑止 ＨＮＱＱ Ｑ を ＧＱ Ｇ 心 とする

関西一円の池袋家をぬ貝すべしとあって、ノミ正 6 年 2 月

会結成の iy:備会 ( !I¥p，j'; '39名) をntl d- ・I，W1: 例 i' T . 委日( 片

| 吋，式山 i削工 池間. 設楽) を選任，越えて ln] ijO3 凡

創立; 総会( 山市30余名) を開催. 1対凶主主築協会として1 : :
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れ出た次第です。

当初の会日は 100 名以内，事務所も今橋の片岡 'J (務所

内に居候，被江，IUノド両氏が主として. 勤務のj十手川で

会務を執って Fさったと思う 。雑誌は n刻凶主主策協会対i

誌」の名で編集は波江氏を中心に佐繰，須必ｪｪＡｩｩ ｦｴ の ｽｾｴ

力で 大正 Ｗ 年春頃に創干 Ｑ ｝， さらに小谷 Ｎ 阿部阿君が ｾｴ ［ ｬ ［ｊＲ

しようやく毎月発行するな ど ここに段小限度の陣容が

撃ったわけです。創立当時百名足らずの会員も人: 正 10年

には500- 600名に達し. 事務所も京田H聞の不動貯諮ピノレ

内に移転. Ｇ ｊｾ 務も専任 の 江村 Ｎ 西谷 ｩ 高 ｩ 君を迎え ＴＵ 名の ｼ 世

.:-wとなります' 本立の姿ができ上ったのです。

大正 8 年会名を 1:1 ;本建築協会と改め，斜Ea. むも「総築と

社会」 と改称，会貝の地かにつれて関西在住者 のみに限

れなくなったこと，また会勢の伸展の上からもさらに広

〈会貝を1獲得するとと，関西と銘を打つことがいかにも

一地方に局限さ れた感 じであるなどが会名の変った即山

であり 雑誌の改称も創立以来の大方針である広く ・般

へ の主主築思 想 の普及，ｾ蒙 などまた 高踏独善をさ け て ｴｊＺ

会と融合すべきであるとの主旨を表現したものと思う 。

都市計図法，市街地建築物法の両法は大正 B 年併に発

イfi されたが，これに先だちその制定に関する総議院HfJ を

建築学会な どと協同で行い促進運動を兵体化 しました。

対外運動の第一歩だったとi I 己憶します。やがては二I，f脳さ

るべき法令であったとはいえ. 協会などの運動がその時

期を早めたことは鋭い得ない事実であり，協会としても

創立以米の亙法案件が達成され た のは誠にぷ念すべき Ｇｊｾ

，i'J'l だと忠う n

開覧会はすでに数 ｼ 旦 ｉｉ Ｉｉｊ 催されたが ，桜グ丘住ＮＭｴ｝ＧＡｪＺｾ流ど

は前後を通じてもっとも ;t;'!: 義のあった催しだ。大正 1111:

ｐ 月あたかも第 ・ 次大 ￬ｪ 災後産業経済の ｾｉｾ 践的発展を出し

た頃で，出品住宅30余戸，純洋風，羽li刊万

衷など '1'には蒸気l暖房まで備えたも のもあ

り l 戸当りl b( : ，f: j 1  ) j  2， 3下円村 のものも

あったと思う。この種の企てはわが凶でも |

未曽有のことで，住宅建築の借家運動とし |

ても 協会の宵伝としても大なる成功であ

った。建築もJ l ! : viii も当時の模範として恥か

しからぬ: f C ' f t . した内容のものであった。

当時を| 叫怨するといろいろと思ひ出もあ

りますが， ζ の辺で御免を袋むるとととし

ます。. ( 本この .ilれよ1111立委r.J. 5 名中 の1Ij['・

の下E世者j皮江5tt/lに願うのが恥もふさわし

いのですが、編!Hからの命もあり私が代っ

て納入It しました。

< : n 省大阪 ti スK K蝋花)

随

想

一

関

凶

の

辿

築

歴

史

、

を

旦 1i

i l n 

。

3  



，. 

J的

開歪

百三ミ

ミ主:t¥.

業 平

提 '1

1

市奇

i長信さぎ・一

決暴

創 刊 号 表 紙

私が家族をつれて初めて大阪の土

を断んだのは大正 6 年 2
月24 日の朝

であったが，東天下茶屋の総虫塚に

適当な家を見つけてそとに引き移っ

たのが26 日のことであった。あくる

27 日はじめて正式に事務所に出動し

た。私は横浜市役所から大阪の我野

村建築事務所に絡を移したのだが，

その頃の我野村建築事務所というの

は渡辺橋の北詰を西にはいったとこ

ろで赤色l ! 瓦造 3 階建の 2 階の川に面

したとても感じのよい室であった。

与えられた製図板に向ってちょっと

煙草を喫っていると，片l時事務所の

i皮江悌夫草寺がたづねてくれた。今夜

片岡さんの柄待で堂島の魚岩という

料理屈に大阪の建築家が大勢集るか

ら君も出ろといノのだ。 2 階の大広

|剖に30人あまりの人が並んでいた。

病もうまいし，料理もうまいし，わ

けて芸妓がきれいなので，さすがに

大阪は凄いなと感服する。このとき

点京に建築学会のあるように大阪に

も何か建築家の間体がほしい，建築

学会はあまり' 予術的に偏しているか

ら，こちらはもっと社会的な建築の

而を開! 石していこうぢゃないかとい

う説が出て満場の喝釆を侍した。

それからとの話が各方面でいろい

ろと研究され 3 月30 日の夜中之島

の大阪ホテノレで関西桂策協会の創立

に関する議案を討議した。 ζ のとき

れIJ j _/ の 頃 の 話

一一第 1 凶編集の思い出一 一

イノc Ｉｾ長 Il_l. I  政15

はf(( 梓のときよりもさらに大勢な紋 専ら雑誌発1 " 1のことについて協泌す

で京大の武閉さんや住友の日高さん るととにした。

なども見えたのである。 8 月 1 日，南俊人町の関丙印刷所

4刀10 1 : 1の夜，堂島のf[( 気倶楽部で にゆき，岡本氏に面会して雑誌のこ

関西込策協会第 11百| 例会を開いた。 とを相談したが，ことも要領を得な

それから毎月 13 日ごろにこの屯気倶 い 6 円市町 オフセットにゆを，長

業部で例会を聞いたのである。この 谷川氏に而会し表紙の印jiHI のことで

ごろはまだ建築協会の頭に関西とい 意見をさき，そのかえりに谷mml 仮

う文字をいただいていた 0 • 所に立寄る，ととも駄目だ。どこの

との前後に，毎週水|町'i l 日の夕方か 印刷屋でも新らしい良いr - 1 i 'i とを充分

ら道納期のあまりはやらない瑚緋! 占

で7./<1総会というのがあった。 10時す

ぎまで関西主主深協会のあらゆる面に

ついて忌仰ない意見をたたかわ した

もので，あるときなどは婦人の建築

家が将来出現して入会を申込んでき

たとさにそれを会口に認めるかどう

か，というととでー| 晩中大議論をし

て結局まとまった結論を得られなか

ったこともある。7 . k 脱会に集った人

々は池問実， U野壮一良11，大林賢四

郎，石田信夫，安井政雄，波江悌夫

木子七郎，浜野三自11，今林彦太郎な

どの諸君 でそれと私と位でいつも 4，

5 人の顔は見えていた。

7 月 13 日のm気倶楽部における例

会で雑誌発刊のことが議決され，た

またま私がかつてE巨大の木築会雑誌

を編輯しておったことから波江f ' i ;

が編ｾ母委員に私が車両総 Ｑ 布 ＱＩ 佐というよ

うなことに任命された。 19 日片W事

務所で第 1 回の編輯会殺をIJ 自き，片

岡さんの紹介でその日の中に内淡路

町の大阪活版所にゆき維誌印刷のこ

とにつきいろいろ交沙したが，ｾ苛 ｬ

を得ないで帰える。 23日Jt 問事務所

で役日会だ。片岡，滋江，池田，AJ

野，武聞の言者先生と私とで，雑誌: の

衣紙の限l案は武田先生にお願いする

ことにきめる。 24 日大阪帝版所に原

稿用紙の印刷をたのむ， 25 日電気倶

楽部で臨時例会を聞いたが，天神祭

なので 8 時になっても人が集らない

定口に足らぬというので協議会とし

に持っていないので，高級な雑誌の

印刷は責任をもって引受けることが

でぎないというのである。大阪の文

化面というも のは他の生活而に対し

てずい分ひどくおくれているものだ

と咲かわしくなる。 8 自に原稿用紙

ができてきたが成績よろしからず。

? 日須藤まがね君と三有社という印

刷屋へゆく。ここでポイ γ ト所宇の

が「らしいのが沢山ある という ので雑

誌印刷のことが漸く軌道にのる。 10

日片院さんの紹介で工業の日本編紛

主任の江村宗t というのが訪ねてくれ

る。 この人から大阪の印刷尽のこと

でいろいろ注意すべき有鐙なi請をき

く。 11 日片時事務所で役員会あり，

維誌に関するいままでの経過を報告

する。 13 日if 1 気倶楽部にて関西建築

協会の例会あり 式閉さんから表紙

の図案をうけとる。すばらしいでさ

栄えでとて もうれしく患う。 3 色l坂

は東京の回中にたのむこととする。

このようにして原稿整理のことは

波江君と江村君とにお願いし. 校 j fー

その他の印刷所間接の ことに私があ

たり，大正 6 年 9 月に，あの気1171の

ある高雅な関西建築協会雑誌第 1 ｲｾＮ＠

がこの世に生れたのである。現ギ，" の

「建築 と社会」の官i J 身である。

( Ti手f 佐藤四郎建築事務所長)

随 想 : 関 西 の 建 築 歴 史 を 諮 る 4
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」

大 正 時 代 の 中 の 烏 北 浜 界 限

/け 1要

Ilj l治，大正|時代のが{ 劇界を風腕していた市川卜Jl I・自11，

尾J :州五日1I の名を知っている人は多かろうが， 1面l時代に

始めて孤々 の声を挙げた新派I 6 . ! Iの俳優川上官三白11. 同貞

奴の名は斯界に興味をもっ ・部の人を除いては 今 11 で

はもう知る人も少なかろう。とくに歌舞伎の儲んな大阪

では，彼等の名 Ijij が忘れられるのも当然かもしれない。

しかし . 川 l二(i"' 二白IL 貞奴といえば 1川i h 人- 正の弘:1は

知らぬおはなかったぐらい司決i劇界では' fi' :r，であったo

fj えてすは名伎であったばかりでなく . 政界のメJ i i こ911己を

ffL 歌舞伎f j J : 似と巡って乍1::1もあり，当11寺の， ibt でいえ

ばｾＧＨ］行もしたというイ γ テ ｐ であった。

そのJ l Uマラ二日11が総てた劇場のWi I司臨， しかも n本最

初の洋J!fI! 劇場が北浜に込探せられ司外 郭 だ け で は あ る

が，今1 = 1 も厳然と残っているといったら不務に思う人が

多いだろう。住-友ピノレの東側の空地に回し，巴里のオペ

ラハクスを模したように正而 l 階にアーチが ｾｶＮ ぴ，上層

に引のピラスターが立ち，側面の壁が亦: t . J ! i瓦でできてい

る泌物がもえっている。それが汁の' 市国防であって，いま

はカ ト.!) .ノク ゐセY タ・ーとなっている。

A i [ 3 年 3 月ー大J例制 lの設計胞ユ; で完成し，布b務しを

した時は華々しいもので，附近は見物人や 'Ii で通行も

閤燃であったといわれていた。

こうして一時は健太であった新派俳似の本拠も‘ 数年

ならずして歌舞伎に押されて，立行かなくなり，総物も

処分せねばならなくなってきた。そして法外な安 jl(( で住

友に引受けて貰った とlulかされた。

その 'i'i' i肉臨の赤煉瓦のE主物に按し，点。[ 11に木. i f J 2 際法

の芝居・*J 烹が主主っていた。ここがその頃. - f 1、たち住友総

本山 ＱｾｾＧ ｦＮ Ｑ 日 ｦ 建築課貝の室になってい た のである。

メ:iE 6 壬ドー数年に" . る外1k'l'l:. i; 5 から焔| 叫して，住友に

ポJfi決するようになった私は， この芝居-J 高原の 2 階から私

の泌築家としてのうだt l:会主ti 1 i を初めたのである。

判|時住友の娃築には，!llザ i l 孫市先生のイ云をうけて . 11 

Ｑ｜ｾｊｎＧｲ 先生が建築の佼術 ｭｬｬ 阿を率いておられたが 』深長は

人; 阪 rbの助役から転じてこられた村 U lt吉さんであっ

た。

11高さんは東京の n本橋に立つ住友銀行東京支庖の，建

築のために東京にlri!&l: せられ. 製依I i 而は村井 :.Pot 市の
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ｉ ｾｾｲ に 長谷部さん と私 とがryi{WIの 11 当りの よい附に附取

っていた。課員は30人イをい たであろうか。当時の建築家

の卵たちは. 今日と違いj腕白でもあり . また侠気もあっ

た。昼食のi時などは，隣りの的! 烹の料J ' n場から流れ込ん

でくる五百焼の Y1芥を又-ぎながら 深長の村上さんを思論

で愉ましたものだった。

その村 1:さんも， 日向さんも また; 来日の大部分も .

ｌ 、まはじいが，それでも，大阪控室 Ｕ ・ ｪ 主務所の池 ｉ ｔ ｉ ｾＢＧ Ｚ 彦烈

ゃれ 1::111 山生新ーなどはまだ足気でUJ いている。

その頃，内 J ヒ浜で目立つ必物といったら， この 'ii' ，:114J 引

の雨にある大阪ク ラブと，市同践の筋I 1IJ うにある住友総

本杭の建物位なものであった。いづれも木造の 2 階建で

あったが。1 ' 1' でも大阪クラブは，住友の建築の最初j の以

術家だった野口孫市博士の設計によるもの で，ハーフテ

y パーの災に蹴泊な建物であった。当時の大阪ク ラブは

大阪財界の名士で作られたもので，その会員たることは

大阪人の誇であると聞かされー私はその ー室 で 住 友 人

1' 1:の市桜をうけ，胸をl f I r ! らせたものである。

住J . i . 総本! 占の娃物も仮総本J♂といってい たけれど . ｾＱＱ＠

当に立派な i半j以の木造徒であってこの頃 ようやく後の

大住友財閥に育ち上っていこうとする基礎ができかけ，

興隆の縦動が始めかかっていた時で，総理事鈴木馬左也

さんがこの中に頑張っており. 事業は人よりとのモット

…の i芽に天下の俊秀を集めようと努力しておられた時で

あった。

その頃は今円の御堂筋という折口がjよく，立派な銀符

の，ＱｦｴＺ木で外人を終かすような，ォｾ Ｑｉ， Ｇ ｩ しい道路はできてい

ず. まだ主i : J京橋筋 という恥¥11311: 1の狭 山しい Iml MJ i に過

まなかった。当時の J ヒ次ーでは. とれらの建物と n-1，11:.命

の11 1館( その .ffll は今 11 も残っている) とが. n  J! l しい

建築物というぐらい貧弱な姿であ「た。

その頃の大阪の主要道路といえば堺筋で，それに次ぐ

ものは凶ツ橋線といわれていた今円の南北線であった。

したがって往築物も小さな木造の尚庖ではあったが. 堺

筋がもっとも多く立ち放び. その中にあって竺魁が大正

4 年から 7 年にかけて鉄骨の高層建築を始め，一際目立

っていたものである。高層の洋風主主築は大阪では三魁が

i泳初だと L 、ってもよいだろうの

‘L  
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中のぬに入るとここ の詰築 は ｒＧｾ Ｇ ｫ の中心である北浜界隈よりは ー 少しは｜ＷＺ

i尽なものがあっ た。それは府立の|文|岱t1P. と日本銀行である。

11 木銀行は今日の人の自にも. 何となく地に滑り込んだような感じ である

が この応策の もともとの設立| は，もう 3 尺地J: に高〈出ていたものである

が，施 一 仁の際 ｪ 組ＡなのｾｊＪりで ， 低 くなったのだそうだ。それはＱ，ｴ ￥ 礎而であるか Ｎ

地税 lfii であるかτ そのがIれかの il 制定を誤って 位、物の壁休が地上迄h't ｉ ｾ った

11#に初めて過誤を発見したが. 予算とか. ｾＺＡｩｦｴ と か，いろんな τ ｍ ｩＧ ￭ Ｇ の ために

その赴正が許されず 3 尺沈んだまま仰 J'. されていたと伝えられている 。そ

れがため設計除督の責任者である長野字平治さんが 円本銀行に始末冷を山

したという噂もある。

ｬ 担 Ｑ ｾ ｴｴｆＮ の ｽｪ は住友が建てて，大阪府に寄附したものである。当時は大 阪 中

でもっとも立派な建物とせられ，土佐痢川と堂島川に挟 まれて対岸からは，

水ITi iにhちを議した白並の{ 敢然がととさらに美しく l眺められ，7](者15;叫仰と; しい

よい』没 ｊｉ の応策 とｽￆＡ 、わ れていた 。 市 ｪ ナの建物が前に出来，後には公 会 Ｇ［ ［￭ｾ が 総

ったのであまり目立たないが， 今 JI でも 大阪の郎市を飾るもっ ともよい 泌物

の ・つであ ろう 。

J.j . ( の堺筋に対して j均は今 日の尚北絡が発注していた。それにしてもこの

線の門 用しい往物は中のねに限られ 点側に部使日. r'li 向1I に瓦Wr 会tl :. とも

に煉瓦巡りの 2 階建があるに過ぎなかった。

以J : tJ' 大正中 !U!の '1' の島界| 艇の主安ーな建物であっ たが. 道路といえば布I i 袋

されたものは一つもなく . 雨でも降れば泥湾や 7)C溜りで. 靴 カパーが流行

した時代で三越な どデパートは下足需がいて版物はぬいだものである。

道路もさる ことながら橋はさ らにひ どか った。71c の者f5八百八橋といっても

全部木造で， ，!II 波橋も， 高麗精も狭い木精で，市ーい荷車な どが通るとガタガ

タとm板の背がしたものである 。

市街地位築物法が議に」てったのはこの頃である。その衆文がわれわれに不

されたのを読んだ とき，その芦! I 解の文句に悩まさ れた。その中でも . もっと

も解釈に正しんだのは，胞工令第 7 条である。何とか，もう少し分りやすい

表現の しかたがありそうなものと背怖をし、ったら，法制局の人はー法文作製

の技術からいう と，はなはだ勝れたもので，当事者としてはもっとも得I立と

する処だ と|向かされて II i l l i 然としたものである。

この法律が大正 8 年? 仁実施せられた頃から 大阪の建築も本格的な Ifij.t 火iru-!i U

の姥築になって きて. 各所に続々と高約建築が建てられて 今 H に及んでい

。。

この法律で建物の最高iは 100 尺と定められた。その最初にできたものが蛍

ピノレであ ろう。 竣工は大正 121: f 7  )J であった。しかし大正の末期lに法定限度

の尚さ 100 尺を越し た建物が ・つできた。それは籾 11 ピノレである。これは新

1mの) J ででき たも のだが. 当時の大阪府の建築j 引をの津田さんは. それがた

め，鑓iYの処分に会い，知事は内務大臣から始末，与をとられる始末であった。

浮悶さんはその後府をやめ，久しく不遇であっ たが遂に若くして慨を去られ

た。突に良い人だったがいまは悲しい思い出になる。

その頃からもう三 十幾屋村J，関東の大ru災. 第二次世界i決争こよる燥 l吹

と幾つかの試練も 結; てさFたが ii 災後の復興とともにここ 2 3 年は曽てない

建築プ“ ムに会い御: h l 筋からニ!と浜 '.1' の島にかけて見事な高層建築が立恨んで

きた。市街の様相の進歩をみると感慨無量なるものがある。

(1' 71' ｪｾｬｪｬ 干 ｬ Ｇ 竹腰 砲策事務所 長 事会会ｾＩ

日 本 銀 行 大 阪 支 后

も と の 大 阪 巾 央 軍 事 便 局
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堂 ピ ル 建 設 の 頃 二二 鷲 尾 九 郎

上へ_ I : へと伸びたがる建築の日さ 鉄筋量 1，200屯. 延工数 12 8 ，000人司

を 100 尺と押さえた f市街地絵築物 工期2 0ヶ} j という概数で竣工したの

法」の施行後に竣工した建物で，そ

の高さの限度を超えているものが，

私などが関係しただけでも大阪と神

戸にーつづっあった。その一つの神

戸の l羽海ピノレのごときは最初はたし

か14階建で計画が進められていたか

ら，これが実現していたら 5 5 mくら

いになったであろう。 8 階建に変更

したがそれでも限度を少し趨えるこ

とになった。他の一つは大阪の北浜

野村ピノレで， これも 8 階建で高さが

趨過した。ともに大正 10年の竣工。

: 蛍ピノレはこの過渡期にまたがって

の計画で，建築届は法の施行前で，

着工が施工後という関係だったと思

う。あの船大工町の土地の買い取り

が始まったのが大正 8 年頃で，橋本

汽船の社長橋本喜造氏が，そろそろ

脚光を浴び出してきた貸事務所建築

のff -I阿に来り出されたのがその発端

である。

貸事務所建築ではなんといっても

米国を手本にせねばならないという

ので，基本計画を在米の宴沼建築事

務所に相談することになって，竹中

からは島本四郎を渡米させて計闘を

進め，平面図の青写真が思いたのが

9 年の秋である。 ところが，その頃

が大正 12年 7 月であった。この年の

2 月には東京で丸ピノレが竣工した。

ピノレ建設は大正 7 年頃から本格的

になったようで，これは，第一次大

戦後の彩轡も大きく，建築技術では

ようやく鉄筋コ γ クリート構造が普

及してきた結果: であろう。そのよに

米国の建築業者が自の前で工事をや

って見せるようになったことの刺戟

も大きなものであった。この聞に市

街地建築物法が都市計画法と同時に

公布されて， ピノレ建築にも一応の限

度が定められる見通しとなったが，

施行令. 随行規目1]， 1fili 行細則が決定

して実施されるまでに 1 年半以上を

要した。 構造上の技術が今日ほどに

発達していたとしたら，あるいは経

済力がそれに伴っていたとしたら，

との 1 年半の問に限度を超える建築

がもっと多く建っていたであろう。

今日から考えると惜しいような気が

しないでもない 。

そこへやってまたのが，あの関東

の大震火災であった。ピノレ建設もこ

こで足踏みをすることになった。そ

の影響はもちろん東京が中心である

が. 大阪でもその波及をのがれるこ

とはなかった。

には，御堂筋の拡張が決定して堂ピ 市街地建築物法がでた当座は，構

ノレの計阿もその前面を 2 0 mほど切り 造に地震を考慮するような条項がな

取られることになった。換地も与え かったと思う。それが施行後に取り

られずに切られっぱなしである。と 上げられて水平渓度 1/ 10以上となっ

んな事情から設計は妻沼氏の手を縦 たのが何年頃かは今記憶にないが，

随 想 : 関 西 の 建 築 歴 史 を 語 る b

最 近 の M: ピル・逮 最

た。このために堂ピノレが唆工検許を

受けて使用許可を得ょうとするとき

問題が起きた。昇降機の搭! 去が II J 20

尺を，l i J えていたためである。汗| 除機

は向い合って合計 6 基だから巾 2 0尺

では納まらない。建築屈ではそれが

平面図に明示してあるが，との塔屋

の前にも後にも別の塔展があるので

立商図では蔭にかくれて明確にされ

ていない。だから，この犠屋は認め

られないというのが当局の見解であ

った。どうしても許可が出ないので

仕方なしに中央部で，巾 1 尺ほどコ

γ クリートを祈ってしまって，とれ

でこつになりましたというととにし

た。そしてその後で，との| 涼聞にサ

yν を1荻め硝子を入れたが， これが

あらかじめの諒解であったかどうか

は憶えていなし、。過渡期の突い訴で

もあろう。また，高さが 100 尺と限

定されると，採算頂iからどうしても

階高が圧縮される。 f i < 当りの貸室料

が10円位の時代ではあったが工事費

との比較からして，これは軽視でさ

ない点であった。建物の償却を2 0年

と踏んでかかると，どうしても階高

を圧縮して階数を増さざるを得なか

ったようである。

当ｾｾピノレについでは野村ピノレ，大同

ピノレ，大ピノレ，住友ピノレなどが順次

れて. 設計顧問に京大の式周五・先 少くも上記の明海ヒソレや北浜野村ピ 竣℃していったが，いわゆるピノレの

'1.こを煩して私が担. 当するこ とになっ ノレはもちろん，堂ピノレ11寺代でも法規 中心は西へ移った感があった。それ

た。武回失生が名古屋高工の校長ーか J: は耐反計t';f を要求されていなかっ から御堂筋が完成して地下鉄が通る

ら，新設の京大建築学科の主任教授 た。 ようになるとことがまた中心的にな

として第一講座( 意匠〉を十自任され 堂ピノレの頃，設計上で不自由だつ り，さらに現在では建物高さの制限

ることになった直後である。 たのは屋上突出物の制限であった。 緩和などで中之島一帯が注目される

た杭 2 ，200 本を打ち込んで地下 1 何々の塔屋は. rj J も奥行も高さも 7 0 に# っている。

階，地_ I : 9 階. 延而fit 約 5 ，900 坪. 尺までしかできないことになってい 作 者 K K竹中工務hljliff 1'tj9:)
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池上四郎氏が大阪市長として名戸

天下を風携したとろの大阪市は，欧

州大戦後の好長気に急激に市勢の発

展膨脹が実現せられたのであるが，

物価高騰によって，米駁動が起った

j岩 津 園 と 大 阪 市 美 術 館

一一一一一一一波 江 悌 夫 一 一 一 一

なかった。幸にして当時の市会議長

は尖術愛好家の白川朋吉氏であり，

また将米飴・長として沢村専太郎氏が

l属託となられたので，初年度の予算

が市会を通過して美術館・新設の実行

採光 ｉｾ ｕＺｾする乙と。

( 卜) 低気暖房衛生昇降機などの近代J I t 蜘を利

川してi t I 餓紅色 ζ と。

などの事項を協議したのであるが，

住友家から委譲された 3 つの合J i I ; ' も

そのまま利用保存するととや. 新美

令 り. 1京内閣の将通選挙の断行から j切にuった。 術館の Ｑｾ ｲＺ［ 司をなるべく肉に寄せて庇

3・

| 可民の社会的思想にも急激に変調が すでに前市長時代に武田五 一博士 関との1 I i ! に相当の空地を践したのは

起り公設市場の開設や不良住宅地 の議案があって それぞれの資料が 主として沢村氏の意凡によったもの

灰の改普やら，都市計岡市，びに市街 収集せられてあったのだが，政問先 である。紅、写ーは新採光法として「ト

i也述築法規の施行推進の運動など部 生の議案・によると住友家 10年経営の ップサイドライト」式採光が「ν ド

市問題は識者によって研究せられつ 名閣もその半分を破壊しなければな ニー」美術館や大英美術館新廻廊で

つあった。

この社会的状勢の変化を達観せら

れたか，大阪唯一の宮家住友男爵家

は，その茶臼山本邸を須磨へ移転せ

られ，その邸跡ー怖の敷地を挙げて

大阪市に寄贈されたのであった。こ

の本邸内の庭閣は大正天包が皇太子

時代に台覧せられて ｮｾ 臣官 、 園」と命

名せられたものである。住友男爵は

この庭園に 10年の成月を経致せられ

諸方の珍石名石を収めて当時の名工

に委l寝按配せられたものであった。

住友家からの希望条件は大阪市将来

の美術館敷地に当てて欲しいとのと

とであった。

当時大阪市は海外貿易の進展好況

から為替相場の変動もあって，将米

大阪市美術館の法令とすべき百) J 円

を市長の裁断によって積み立てるこ

ととなったのを，住友男爵が聞知せ

られての美挙であったのである。

しかるに大正の末年，池上市長ーは

折かれて甥館総督府の笠視総践に栄

転せられ，m .助役であった法学問

士以I .氏が市長に就任せられた。大

阪市が大大阪市として，周囲の接続

" 町村を併合したのは突に大正 14年で

あるが，当時営繕課長に就任した私

は膨大な各種の新旧建築の営繕経常

に多忙であったが，第て助役の木陶

氏からの希望もあって. 大阪市美術

館の新設Ａｦ ｱｾ に淡入しなければなら

らないような計阿であった。沢村与

太郎氏も「折角の名図を廃楽するの

はいかにも残念であるのみならず噌

美術館後庭としてこの「慶海図」を

保存するととができたらば，住友家

の希望にはないが，むしろ喜ばれる

のみならず，明治末年の名園として

永く市民の愛願を受けるであろう」

ともっともな希望を述べられたので

改めて設計案を工夫することになっ

たのであった。

当時沢村氏と打合した条項は次の

ような数項であった。将来の大阪市

美術館は，当時現存の東京博物館や

353奥および京都の同物館から，その

所蔵品を寄託出品を可能としても分

与保管は不 IIJ 能であった。従って近

議地点における古 tJ: 寺の国宝級のも

のや，修理委託をｾするものが相当

数あり，かつ関丙地方の富議の貯戯

する名品またはコレクジョジを委託

保管修理するの必ｾがあるからどう

しても，保護金町風の委託倉時を保

有すること，また美術館としては，

講堂，研究室，事務室のほか食堂， 1喫

茶室などの設備も要望されていた。

( イ) 砲物は 3階犯として延 3.500坪前後とす

る。l r . l 階は半地中階とする 。

( ロ) 大小講堂を設けかっ研究室，休i'iIJ重宝4量殺

ける ζ と。

( ハ) 事易関係諸室は君H 附とし，食堂，喫ぷ

ｾを設ける ι と 。

ＨニＩ倉 ｾｉｉ 保管｛ｴ Ａｬ を完備して委託皆 ｂ ｉＡ ｉｾ 便する
ζ と。

( ホ) 陳列箆採光については，特別の日F'先をす

るE と。

( へ) 彫刻宅 11広! 日! な らびに大宅をf ' IHI しかっ

採用実胞されたことを知って， :i li 物

J模型室を造って研究に従事し . わが

同はじめての採光様式を実行し得た

のであった。平面設備には米国にお

ける諸都市美術館の内容が大いなる

参考となった。立体図案は伊li爆i E占文

氏の作である。完成までの諸工事に

ついては，紅、の後任であった15士|向

虫一君の努力に負うととろが多い升

私は事情あって工事半ばにしてl織

を離れたが上棟式の日参列して，白

川議長から府を叩かれ，君の努力を

多とするといわれたときには涙の流

失するのを止むることができなかっ

た。故沢村守. 太郎氏はr{I J戎を見ずし

て早世せられたのは返す返すも辿憾

であったが，戦時中氏の訂阿された

保護金 J.t 'が大阪府市や裁判所ならび

に軍部の亙ｾ ［ 沓類の保護金ｪＨｦＱとして

安全に保管されたに拘わらず，大阪

市内にあった相当数の美術品が，委

託利用せられずして戦災に迦過した

のは何というても残念千万であった

現市大阪市ｾ術館が当初の目的を達成せられ

ず，いわば絵画展覧会場としてのみ利mせられ

ている乙とをはなはだ巡憾とするものである。

大阪郷土の出身商家小出槍賀氏の池品の ととき

は「コレヲ シヨン」として大阪市災術館K 常時

陳列して欲しいものである。また最近関西若名

家が貯蔵愛玩する諜丙洋画の名作のととき ，そ

れぞれ委託品として，大阪市美術館I l : 常時陳列

保管的「コレタ シ ヨン」として市民 ｉｾ 公開する

かまたは慎遺品であっても近代画史の系統的陳

列法K よって常時市民の教養I l : l ' まするととがで

きたらは，どんはにその使命を果す ζ とができ

ょう。

絵画展覧会場は bっと大阪市の中心区におい

て丘代史術館とし て誕生すべきものである。

(今n者 本 会 名 誉 会 員 )
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伊燥さんは，めがね向J Jj干ilJl 附会の社長で. 当時 j-Ml 州か

ら帰られ，今の場所に事務所1ft 住宅を建てられた。宗建

築事務所の設計 lH:i FJ l で，大正 15年 10月に完成している。

それから 30数年たった。うかつにも私は. 請の起りを少

しも知らなかったのだが，ある日，東畑さんから" あの

泌物は， f j .の設計ではなかったかねH と問われて， うな

ずい たとたん，それが近 く関丙の建築会館になると 1mい

て，今さら，プ〈にも入りたい気持になった。

学校を出たばかりのη ニJ ーが，未熟の鉛'1J をなめなめ

でっち上げた試作，その後，育ij を通る度に，汗鉱iのあま

り. I恨をそむけた佐築，それが今さら，姥築会館になろ

うとは， 1めを I-i吹り の仕: : : 1ミと いうの外はない。 しかし ー

ク、i! X 談として， IIHいていただくことにしよう。

設計の訴が起ったのは， たしか大正 14年の秋であった

か，当時万三建築' j 1 : 務所のかけ出しの ・所艮であった私に

j-II .当を命ぜられた。所長の宗兵j践先生は‘ 人ぞ知る lリlifi

佑築界の} L ; 老， ，i ( fーかが先生を許ーして， Ｗ￯Ｇ ｈ ｲＮ ｾｩＧＨｬ 喝 の如 しＮ と

五言を111 いたが. 正に決別的な: ! R : 1];j 式和1'-': で， アー キテ

クトと| 呼ぶにもっとも過しい人約であった。

先生の設 号 ｕｽＢｾｉ ーは断然 Ｎ 様式主議，いわば当 ｉｾｪ ， 近 ｉｬｴ

復興式といわれた形式を主とするものであった。それは

それでよいとしても， ・番困らされたことは，先生が平

而岡を阿かれ. それにス プリングコンパスで，いとも無

雑1' f 1 ' C . オーダーの断而を記入される。それが下ってき

て，カ: 而や詳細を1 ' f るのが. 私達の仕事となるととであ

った。したがって，その平而の一部は，とさに先生の JF

しを得て. 時にはとっそりと訂正せざるを得なかった。

またロマネスク j到などを一一当時個人的経，1床として一一

取入れることも，しばしば先生のお許しを得た。これは

はじめは，先生のZ立に反したものであったが，後には次

第I ' C. ，敢て 富ん でいただいたことを，ほのかに記憶して

いる。

ところで，伊泌l郊の設計については. もともと小さい

建物でもあり . はじめから作されて，細長い平而に， lii j1.去

に室 中部に階段と便所など， これより外にどうにもな

らない。至線問時4にやってのけただけである。当時 1階

の南商は応告! i . .1ヒl商は台所 と食堂， 2 階以上が住宅で，

とくに 3 階の Jtl 師はたたみ放の室となっていた。工事は

大林組さんに施 r. していただき. 万事お千干a せした形であ

ｾ＠

随 想 : 関 西 の 姥 築 J経 史 を 『 出 る 8
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った。 7Kτ J i 務所は通りの同じ似Ij にあって. 現場まで ・足

の削1隣，絶えず往復し たも のだ。

イ 士 ｊＺ の取中に，面倒な ｩｬ ，文が出た。 ￬ｬＺｾｪ 州での統験がＺ忘

れられない伊藤さんが ペチカを造れというのである。

ペチカの名前だけは ｉｉｈ いているが Ｎ 官ｾ見たこともな

い。参考古を繰ってもｾ衡を得ない。ついにかぶとを脱

いで. 比1) けを乞うたところ. それではというので伊泌

さんは早速. 大速から専門の支那人左' A ' を 2 人呼んで下

さった。その現場へ着いたのを見ると， 2 人ともCEをつ

くような大男で. 威圧されることおびただしい ばかり

でなく • ￻ ， ｾ＠ . 言柴 がわからない。万事候せっ 切りでー体

のよい ｾ Ｚ ｌ［ 予である。見ている問にむ Ｑｩ 瓦を Ｚ ｨＧｬ 上げてＮ 1 1桝

から 3 階まで突抜けの内向型の大ペチカができ J てった。

その l<. 而をば‘ 鉄板で蔽うことになったのだが. それに

絵を十品くことになって . 大1111
にも引きうけてしま った。

JnJ ＱＱ もなかったためであったが Ｎお ｉｦ ｨＮ￬， Ｑ 文 ｉｾ 化した ｍｴ 物

や風対を I放校総にして，色'1耳やかに{ 士 1: げた。それは l羽

市宣伝の州市| 机に立っていたのだが， 314か不幸か. 今はな

くなっている。いつか取除かれたものであろう。

1 階から上る段の親れには，ふくろの彫刻をつけるつ

もりで，何度も現寸を諮ｾ， } 彰屋さんに世話ーをやかせた

が. て' き上;ったものは. まったく失望ものであった。こ

れは外部のテラコ γ タの繰型が，紛lかすぎたのと好- 対

で， . i I ミ熱から出た失敗の闘である。失敗といえば 竣工

近くなってから，地下室に土佐原i川の71<. がちi : 入すること

を発比して' 1 ' 1くなったことであった。災の水位が， I時

にこれほど上るとは気付かなかったからである。早速川

に而して擁壁の水除けを作ったが. 気安めであることは

当然。しかし，伊藤さんから幸い . 地下室はほとんど使

わないからという寛容の言葉をもって JFしていただい

たことはなによりも冷汗ものであった。今そこが材料隊

列宝になっているのが，いささか気がかりなのである。

あれから 30余年の問に，人は遜り変っているのに 建

物は少しも変らず，大正の表現をそのまま保っているの

が. なんだかおかしいような気もする。しかしそれでよ

いのだとも思う。建物もいつかは改役されることがある

であろうが，それまでは失敗も恥しさもまた，思い出と

して 自11r j}の j十| 判にほこ りを浴びていくことであろう。

( 1t者 J;l 1 : ! S 工ぷ繊維大学教授)

伊1胎i邸( 現イEI ま4階に噌策して近l I t ! . lB駐会館とはろ)
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戸 y シミここごーーなーで

渡 辺 橋 締 結 級 事J の ス ケ ッ チ

大正 13年京都大学を出て，大学院で筑間五- ' J [ 生の御

指導を受けていたとき，先生が顧問をしていられた大阪

市都市計両に附随する橋梁芯: 匠設計を手伝うようにとの

御内定・をI民き . もちろん否応のあろうはづもなく 忠んで

御引きうけした。これがきっかけとなって，大学院を退

いて後も引きつづき橋と取り組んで，前後約15年，橋，

稿，橋で暮らすこととなった。

続の定、匠といえばまず勾欄，親柱，あるいは! 照明灯の

設計と考えるのが常識で，また，事実初めのうちはその

絡に治った仕事が主要であり，毎週大阪に見える先生に

手を入れていただいて仕事を進めていた。もちろん先生

もこんな装飾底的な仕事のやり方がよいと思っていられ

たわけではない。構造的に合理的なJ駒主元来美しかるべ

きf ものである点を常に強調していられた。たとえば鉄骨

構造のピンとか支点とか文字通りおの要に当るようなと

ころを，以前の設計ではわざわざ隠すようにしていた玖

りを指摘して，こんな「ふんどし」は外すべきであると

いった類である。そうしてやI よりも伴いなことは土木技

術陣の方々が少しもこだわりなく，このような構造美学

とでもいうべを立場をよくJ 1 J l 解し ー進んでその JJII1J に強

く桁向した点であった。現イ巨大阪市の助役をしていられ

る助 ｩ ｈＦ夫氏が洋行から ｾｉｬ って橋深深長となられるととも

に，構造と定; 匠の協的という点がえ全に災行されるよう

になり ，私の仕事も大へん! 日白いものになってきた。戦

争による資材不足のため絡の仕事がストップすることが

なかったなら，私は今も佐: . んで橋と必らしていたかも知

れない。それにしても私のWl : 肢の相当であったi A 飾的な

仕事の結果に対しては 後で凡て，全くなくもがなのhさ

を祭じ得ないものが多い。Ｑｪ￭Ａ ｾＱ ｦ［Ｇｦ中資源回収のおかげてＧ大

分撤去されｾめかっているのである。しかしその椛造的

な形態についていえば. それはどこに出しでも決してI夜、
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ずかしからぬものであることを断コして仰らぬ。でま上

ってただ っ存花 し)1 ( : ベて比較すべきもののない とき，

その好さはとり立てて意識されないかもしれない。した

がって，構造設計の成乳はとかく見逃がされ勝ちなので

はあるが. 終始その設計上の; l ! ; ・心を見ていた私にとって

は，その成果を高く評価することができるのである。当

時の技術院11. すなわち現在武智パイノレの社長をしていら

れる土木部長福留放さ氏，前記橋梁深長射! 成夫氏，そう

して当時の沿い} 強制 とした技術の方々に対しては，いま

なお心からなるなつかしさと敬意とをもちつづけている

のである。

その頃の大阪の橋の総数は，さすがに水都の名に恥じ

ず 1，200橋余，そのうち約 150橋が第 ・次都市計商事業

として新改築されることになっていた。数? としては僅か

に 1 告IJ r } 金にすきf ないけれども，名だたる名橋大橋を含ん

でいて，まことにやりがいのある仕事であった。都市美

という観J長から， 大阪の橋には得失相反する 2 つの特異

性がある。第一の得点というのは，橋の12; 匠をJ根本的 i仁

制約する川巾がまことに適当だということである。陪l lI l

川の橋のような偉観を望めないとしても，周囲の風景に

溶けこんで都市景観を形造る上からはまったく手頃とい

ってよいであろう。第二の有郷くない点というのは，河

岸の低いというととで，しかも河心桁下高は河川法によ

って最低がj11 ' えられている関係上，橋の反りがどうして

も強くならざるを得ない。極端にいえば太妓橋みたいに

なってしまう 。おまけに感地盤の影符で支点の不問沈下

や移動もあり，この IJl I線も結局はこわされてしまうので

ある。このもっともひどい例が渡辺橋，西IR l 橋で，精而

が逆に F反りになってしまっている。者g心部のこととて

なんとかならぬものかと常々気、乙かかるのである。

屑は都市j成城ーの大切な要素であろう。縦

の方向に延びた建築鮮に対して検 ー文字の

構造は，よく対照的な構成を形造る。とい

っても橋は込潔ほどは目立たない。派手な

高ずi 部に対する地日未な低音部とでもいうか

| 径の役廻りをしているようである。また，

それでよいのだと思う。それと気づかず，

きればといってなくては淋しいと印象づけ

うればよいのだと思う。それ・こしても橋:こ

たいしては， もっと延築家の厳しい，しか

し好意ある限が! 向けられるべきなのではな

いか。与えられた紙数で} 人よがりの過去

を語るよりも ー進んでこの点をｾｩＱ ｬ < 訴えて

|間市する。( " 1 ¥者大阪工業大学教俊)
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大 阪 府 庁 舎 の段、 賞 設 計 と 堺 市 庁 舎 建 設 の思し 〉lli
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編集委u会から大阪府庁舎建設の思い出をかけとの御

イ 氏以であるが，私は当時古 ｾ Ｉ r行.i 1'F可] 果にあって営絡にJjgっ

ていないので沓くととができない。しかし ζ の建築の懸

賞設計に応必入選したので私事:と丘って恐縮であるが，

それらの関係と， また直接衝に当った堺市庁舎主主設の思

い出を綴ってその貨を果したいと思う。

1.  大阪府庁舎は，中川望知事の とき大正 11年から 4 グ

年の継続事業 として工費 380 万円を計上して実絡のとと

に決定し . ついで設計は懸12によることとなって発表

れ，大正11年 10月30 日締め切りまで集った凶案は80通，

片岡 ，武田 ，佐野の諸問土外数名の響王子艮の審査の結* ，

l l J:J 30日に入選者の発設があって l '等平林金吾 2 等

笹倉権太郎 3 等 lf.W私，問 2 町が橋本舜介の祐氏であ

った。現拍ミの庁舎は 1 ｾｲ ｻＺ 凶楽によって硲てら れ たのであ

る。敷地は4，300昨，建築延坪9 ，200余Pj"， 地下室付・ 6 階

の鉄筋コソク 3 ー ト造である。

ζ の建築にはじめ専ら当られたのは，当時の営絡波長

f+f村琢次郎氏それに井上新二，八木幸次郎， 楠瀬激その

他の諸氏で，大正15年 10月末に竣工を見たのである。中

村，井上両氏は竣工を待たずに 他 ＿と転せＧられたと ＱＱｾ 憶す

る。

t  

との懸J l : の発表は，払が l苅任地古品から大阪府に転任

後間もないときであったが，試に応募のはらを決め公務

の余IQ31約 1 ヶ月を貸し て凶案を作り締切間際に提出した

のであったが，それが偶然入選したこ とは幸運というべ

きであるう。当選を機に '1'村課長から営絡に転深の交渉

があったが郎合上御断 りしたのであった。

私がこの設計' I ' C 応募した動機は，大正 5 年から白鳥守

備 111当時官舎を ともにした早大出身の竹内新七君が，後

年陸軍東京経理部に帰任D後大正 8 年たまたま議院建築

の懸賞募集が発表せられ間新がこれに応必し，予選を経

て 3 ｾｲ ｻＺ＠ 2 貯Jに当選したので私も何かやってみよう と思っ

ていた矢先，それとは比'1佼にならないがキい府Jy fif の必

集が出たので単速応募する気になったのであってーまっ

たく同君に点lJ検されたようなものであった。

2， 堺市庁舎は昭和 P 年の関西大J瓜ゆ災害復興事業とし

て1111和13年 6 片に着工し 6 グ年の U 子と 130 余万円の

1' t J f t で建築せられたのであるが，起工早λ7支那事変の勃

発，大東亜戦争の激化などで姥築資材が概度 ;乙fj 、Jrr し労

務資源の泊渦. 物仰の:' :.ll，lなど当初 ]'-1明しなかったえ世ざる

随 想 ; 閑 凶 の 挫 築 歴 史 を 出 る 10 一 一 一

藤
主底

0=ョ

士

口

の}l1J. 条件 }ζ 前面して一仁事もー11寺{ デ敏の悲運に際会した。

この建築の設計はな、が平面計 111
可をして設計ーは久野主主築

'Jj : 務所に依翻した。鉄筋( 一部鉄骨) コンクリート造，

地下室附地上 3 階， 2，000 余坪のもので，これを交成す

るには 860 屯の鋼材を要するのであるが. I時JhJ 下資材統

制強化のため，全量の鉄鋼工作物築造許可が認められず

IIf!和 13年 5 月に辛うじて 536 屯，会誌の約 6 ;則しか詳き

れなかった。しかし工事前負は竹rl' 工務J占と会工事の契

約 を 締 結 し て ま ずm 'JIl"I工事として許 flf 剣材の範囲内

で地下室および地」二 2 階? & ( 下までを施工すること として

loJ年 6 月に着工し，主E年 9 月に前記限度の躯体工事を終

了したのであった。つづいて第二期工事' と着手すべく残

余の鉄鋼工作物築造許可の申訪をしたが，当時福島県庁

合も同級中止の状態にあったため， とれと比較されて容

易に許可されなかった。 16年 4 月に至ってようやく知事

を経由して商工省から工事を延期するか，または他 の資

材で築造するようとの通牒があり，やむなく鉄骨$ であ

る市会議場と塔屋を止めて2階全部と 3階の正庁を鉄筋コ

ンクリートとし 3 階の両翼を木造デペノレ構造として完

成をする こととし ，1訟小限度必要な鉄鋼 133 屯の許可申

約をし . 17年 4 月にようやく許可があった。それから府

の建築許可を受ける一方，鉄鋼，セメントの配給に非常

な困難を排して努力の結果，入手の見込みがついたので

同 Ｖ 月に再び着工する運びとなった。そのｉｩ日ｾに Ｒ 年 Ｙ

ケＩｾ工事 中 止の状態疋放置されていたのである。

tn二期工事着工以来は大東! l I 戦争発展のため資材の) h l

迫，労力の不足，輸透機関の ｾｧｾ ，制限法令の頻発およ

び統制機構の改廃が烈 しくなり，ついに 18年 4 J : J に至っ

て鉄鋼統制の規則が変り ために再び中 止 となりあらた

めて許 flf を受けねばならなくなった。そこで改正法令に

よって，改めて尚工大臣に工事続Li の..:'l :flf 市611ーをする

) j ， ｉｻｾ じ 省に峨 ｪｊ な後衡をＱｊった紡 Ａｾ ｕ ) J に，Tl' fl fを受け

続行するととができたのであるが， 11寺局の進) j J のまますま

す資材統制が強化されクJ カの不足も激化されひいて工貨

の暴騰となり ， 業界に深刻な影仰を与え工 Ｇｊｾ の進捗に極

度の困ｾＥ と 支附を米 たし たのであったが ， これらの附者

突破のため東奔西走してこれを

克服してついに昭和 19年 3 月に

完成をみたのであった。この1m

市民をはじめ司私ども市ｾ局は

もちろん施工者の竹中工務自の

献Jr的努力は.JI"li i ' なものであっ

た。 ( 市町l Y!di J1li，JEl

大 阪 JH JJ 合
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良11

Ｑ ＹＲＶ 与の駄の頃であった。当ｬｉ ｾｩ 欧州 ＨｊＩｪｪￍ｜ ｩ 乙山た』ムはと

にかく巴単に滞留することにした。

江1 ・次世界大戦の終戦後凡そ 10年を| 刻した当時であっ

て， 世界平和を目途にスイス，ジュネーグに本部を構え

ていた図際聯盟では，新しく会館を建設のためか捌各凶

からその設計 ｉ ｾ司 祭を競技募集中であった 。翌 ＱＹＲＷ 年 Ｒ )J 

その務省を終って雫全 ｊ［ｾ［ 必 ｬ 火 ｼ案を同際聯ｷＮｊＮＭＱ＾Ｚ ｭｓ にｾＪ列し

て 4 般に展示した。 もちろ ん私も早速巴里から馳せつけ

た。応非同然は相当な数に上 っていて 場内も多少ざわ

めいていた。 J掲示をl眺めると蒋治l J . には. クヰ γ のホフ

マン氏の名がみられたし，ストッタホルムのテシグボム

氏の名も読まれた。当選凶案の内には. ブ ァレンカムプ

氏，ノ、 γ ネス ・メーヤー氏の作品もみられた。 ー際目立

って参観人の足をとめ批評しあっていたのは. ノレ ・コノレ

ピジェ氏の: l l 平を抜いた作品であった。伝統を脱し平素彼

の主狼するところをよミ. 現したものであ った。彼が Il!: 界に

訴えた以下刀の人: 1 ' 1 ' であり . 力作であったろうと凶則され

る。

フラ γ ス人は第一次世界大戦を鋭として アパ y ・ラ

・ グ ー ノレ Ｈｬ ￬ ｾ￭￬￭ ￯Ｉアプレ ・ ラ ・ グーノレ Ｈ￬￬ 災後Ｉと物を区

別 して観苦笑し，表現する鮮が多かっ た。独乙でも 同じよ

うな傾向が強〈感ぜられたも のであっ た。それほど大戦

はいわゆる形而上にも形而 n1: . も世間を ー変させたもの

である。グロピクス氏は現代の建築は世界的に;J J，JJ l lなおi

築技術に よ り，例入とか国民とかが 1'1 らもっところの域

界，相i告を } J魁えて すべての文化| 同では火J J l l の性質を

もつようになった，娃祭: は常に例人的でありまた1"1民fl(J

であるとしても，しかし例人，同民 人類の 3 つの焦点、

の中では1i l t lゑのものが他の 2 つを包含するために ここ

にイソターナ ν ョナノレ建築の析がF上れると l叫んだ。タク

ト氏も同械に新しい建築の分野日lil:{i を主張してやまなか

った。

日本においても，当| 時の主主築界の歩みに飽き) f ! . らなか

った| 対州の述築家たちが相lli り. .1世界各1'4の始、築界 のお?

励|付は次第に伝統を脱して， ［ｊｾｊｊｬｬの ＮｾｪＺｲＮ Ｇｲ をおび しだい

にその il ，災以の肢を地してゆく のを制取して ーその i皮に点

るこ とにより，将来に悔を獄さないよ うにせねばなるま

いと ・致結束して. 日本イ ンターナ; ノョナノレ往集会を官11

立してi欠の よう な発表を行った。

I (  ｾ［ Ｎ＠ ( 1927 1 P)  J )  

ＱＮ 人知の生Ｈ Ｍ ，ーにｬ，｟ ｾ Ｑ 慌をおい て必策 ω Ｎ､Ｎ主路を ｈｈＧ［ Ｈ ｉ Ｈ｟ｦにが
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ikせんとす

Ｒ Ｎ 人ＺｴＺｦ ｪ の ｪｦｦｩｊＮＦ に ｦｬ い必 然 Ｈ ｉ Ｈ｟ｦ に生るベ念総式をｾＮ没せ ん

とす

3 日本における問題の解決に基本をおいて世界各凶の

同志と提携して共同の目的に向って進む

綱領 ( 1927年7) ] )

1. 様式の建設には伝統的形式によることを封| し狭誌の

IJS民刊に問執せず良正なる 「ローカ 3 ティ」に線l氏

をおく

2. liJfJt:及第lH' f の範刷は雄策を中心として人間の生活に

l刻する総てを含む

3 ・'立 青の主義主張を実現せんがために随時展覧会論M

会などを開催し常時研究および教徒の機関を設く

創立当時の有様については中尾保氏がその著「イ Y ター

ナν ョナノレ建築J に.

『欧州 ではすでに材料， 構造の合理的処理と泌策機能の

純粋構成，機械的美観の窓織化な どの動的立与7艇が注目さ

れつつあった|時に1 < 現派から脱したグロピクス 氏がデ y

ソクにパクハクスの機能的校舎を完成していた。ノレ ゐコ

ノレピジェ氏は新しい提案としての著書や凶楽を世 界相手

に投げ出していた。建築の世界的動向が定まりかけたこ

とに気づいた 6 名の建築家( 本野村吾，上野伊三郎， m

t長正文，石本 喜久治，新名種夫 中尾保の 6 名〉は 1927

年の 7 )J 2 日京都に会し 日本イ γ ターナジョナノレ建築

会設立の宣言と網制を日本および外国に発ぷし . イγ タ

ーナ ν ョナノレ総築の日本における解決へと志した( 当時

'1'内六日1I 氏は巴里にあったが，発起人の 1 人として欧州

処築家と怠見の交換を試みて多大の質問を似た) 0  :ti. ρ ー

と綱領の発表が 日本では認識不足からずいぶん誤解も

され，抗議もされ相当敵もっくり ー ナンセンスもあった

が，欧州の新しい総築家たちは大いに制怠をぷし ‘ 前.iじ

ホフマン，メンデノレゾーン . タクト ベーレンス アク

トグロピクスの諸氏の応援をうけ，その後仏の Dユノレ

サ氏. 米の ノイトラ氏などはこの会に灯必; をょせ相t走行t

して進むことを習ってきた。 ー方 LI 本では竹内 j!j λ; 自11.

，f，:多 J [ j L;. lH信の消氏を始め治・き往築家 |・数名は. この

ｩｅ の，ＱＱｴ行にｩＧＱＧ Ｑ 日 ｬ 入会して ｽｊ を添えｊＺｩＺ Ｑ 当の川ｾＱｩＱが ｩ ｪＮ￭Ａぜられ

た o ｾ＠

と記述している o 1 : 1 本インターナショナ ノレ，建築会の設立ー

こよ って|廿界的なHi町への躍進の方向が明示されたので

&¥り司 '1'(. ｩ 綱［， ､ を ｗｬ ｬＮぷ示するためには司 ｌｾｾｌＱ ［ 解されやす

い ￭ｬＧｾ 際」という百決をｊｴｬいずに敢て「イ γ タ・ ー ナ ν 当

‘』



1> 

ナノレ j を冠して会名とした次第であった。ところが忌; 外

なことに. 当時の園内の状勢は共産党的な色彩のものに

は弾圧のきびしかった頃であったから. 日本イ γ ターナ

ν ョナノレ建築会とは恐らくは建築により赤化をft てる従

訟ではあるまいかとの持: 視をうけ，会名の変更乃至は解

散を促されたナンセ ｙ スもあった。しかし次第にス ｲｾ が

ｉ ｾｉ 僚となるにおよび，反対に多くの共切るをよび大阪三越

において公募した作品を加えて 5 回にわたり必築展覧会

をIJM催して気を11[: いたものである。 1929年 8 月に月刊会

必「イ γ タトナンョナ Jν 建築」を自11刊してより数年にわ

たり思索と主張を統けてまたものであるが，残念ながら

1932年 4 月で発行が; - r 切られている。恐らくは経済的な

結果からだと .i L ! 位している。

1931年 1月上旬には会貝が緊急会合して点点' 市室内物

館の E没日| ・競技規定を検討して守時流に逆行するものとし

て不満をぷ IljJ し. 次の如き )HI引を発1<. 司J l u支の姥築家に

激を ｊｉｾ ばし活発な運動を展開したものである。大胡Ｎメ［

1ft をはじめ大阪の諸新聞には・デ干に吋I を揃えて報導のタj

をとってくれた。かくて大多数のfi t!": と応援とをうけた

ことは予想外の事びであった。

戸明 1931年 1月15 日

われわれは現に公募されつつある点京必室時物館D 懸 賞

。没計にたいし応必しないことを戸別する。

Ｎｬｾ日吐 ｬ

( 1  )  偏狭なる例人的経;1床を怠医の創刊Eとしこれによっ

て ・ Ｑｾｴ の審査をなさんとする審査 ｨ 童ｼおよび ｧｾ 集

規定の一部に反対である。

(2)  むj ( 近数回の建築! 経2主設計の経過よりみて技術的立

場から談競技の審査員会に信任をおくことができ

ぬ。

参考・3長n

( 1)  各Ｎｩｦｲ ｬｬｬｬ ， ｴ ｌＮＺＭＦＧおよび各位栄Ｚ卜 ＩＱ 休 ｉｾ ぷおを審査に立会

わしむること。

( 2)  } . ぷ必以l奈の全f .jl を主年五l liiH象2 凶にわたり公IJlj する

こと。

( 3)  審: e i ・民の選定にも，設計 l割案の選定にも公必のキ11I

相t を徹氏せしむるとと。

( 4)  外観の意涯のみに重きをおかすＺｾ築機能を ｩｦｈｾ［Ｈ 視

すること。 以 上

11不インターン〆ョナノレ必築会

かくて会以 19名， '1' 包会t:114名 必 IfiJ ＿ｪ Ｇ ＷＰ 名ｾ主祝して当Ｉ，，Ｉ

に;11った。思うに: 出資貝であった総築」三大気からはいよ

いよいわゆ るイ4ibj のず1f1の始日J を押 されたことであろう。

歳月は流れて創立当時の会員のうちからはすでに数年

前木野村吾氏逝ふ新名種夫氏また不仰の容となり，残

余の各員もそれぞれに紛を重ねて白髪の人もいるが，い

まだに元気は失わず，各自の分野に活動している姿を額

もしく眺めている。一月号の椅; ( 1 ' と s.I! Wとを祈って1¥をJ 1f f i

く。
( [̂i ./'i' ｱＧｉ ＡＡｩ，目〈白日正 ｮｾ や ｬｩ ｩＶ所 ｩ 正Ｉ

イ 汐f 九アァレ建

k ん・
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第 一 年

1翁J ' I J 被

11本インターナショナル建策合

上 : 1929年 8FJ に発刊された「イ

ンターナショナル建築J sII 刊

りの表紙。

＾＾Ｎ抱ＮｾＺ｣ｬ庇 Ｑ ＺＱＮ伊雌 ｩ 正文。乙のり

に上野伊三郎氏放; l I のωiIl 邸

が制介きれている

下 : '"1け に 収 録 さ れ て い る l 立

首」と「綱領J 解説

日本 4 ン』トナ v. ナY 建築曹の3持 及 綱 領の解誕
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大 阪 以 と :H 凹 j弄 j孔

l昭和 4 年の初必，当時の大阪市民|刻一時土は市長公室

に建築深長であった私を呼ばれて. i 今度の御大典J己念

事業として大阪城天て) ニ閣の復興を，HIIJ 可したいのだがね.

"T能であろうか， ，だは市会の長」きiさの' J : ' . 望なのだよ」と

微うたされた。この突然のお; r r r に l(i jl 喰ったのであるが 当

時の大阪市民は，1 f t しもが. なにもない天1 台を泌さ益して

物足りなさを感じていることを知っておったから， i でき

ると患いますが，現在の天守台は明治初年のi汝火で噌花

! 割石が傷んでいるし，本丸の地盤の耐久力も 一応調査す

る必要があり 1 週間検べさして下さい」と答えた。す

ると市長は「よろしい，でもこれは，極秘にやって貫いた

い」 と念を般された。そのとき，私は「もし実現可能と

すれば 鐙太閣時代の様式にしましょう。かつ耐火耐民

の不燃建築に完成致したいですね」と市上げたととろ，

「大いに賛成だよ，しっかり淵もしてくれ給え そして

傾秘ということを忘れずに」とまた念を押された。

当時構造) 5 聞の打! 当は川に1 - 有であったので，この

調査研究とは好都合でもあり，君の怠凡と努力は ーノ与な

らぬものであった。現在の大阪城本丸は当時陸軍第凶自rji

団の管下に花って ，ー等三角点の移動処置についても，地

Ifui :i J 調査についてもそれぞれ許可と打合を充分にしなけ

ればならなかった。現存の天守台は寛永J切の改築の際，

秀忠、将軍の検| 苅済みの後に秘み 上げられたものであり ，

本丸駄両日刊の i比li 山地点であることも Ilj] かになって. 近代

架械の建築市! 止と地震IffiUJ にもv . 令't 'lーがあることが解 っ

た。

またJ ( J l i J ; 火料ならびに桃山時代以式については， 多少

の予備』測去を心がけておったことが) u、にヰ= いした。こ
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波 ＧＱ ＾ｘｾ＠;j_.  夫

とにu(t - の参考決料である黒田家所般の右・名な i; 去、山脈

風」についても ，黒田侯秘書に友人がいてその紹介で縦

しく拝見ができたのはなによりであった。そして 1 週間

後に夫' 現 "Jireであることの報告を聞かれて IP長は大いに

ｩ ｾｾ ばれ た のみならず ， 治 ｉｊ ｩｺＺ調査委民会の顔触れについて

も，市長の御 ｉｾｬ 出、があり，京大の政旺 ｉ ii. 'I' i ) : 上に天泊俊

-博士および片町安時土ーを交えて，文科力ー函には酒田直

:1111博士や魚澄惣五郎氏や美術館長に予定されていた沢

村与太郎氏な どの人々を選んで，基本案の作成にそれぞ

れの御助力を願うことに尽力されたのであっ た。

ことに ｉ 舵 ・ の参考ｾ料である「窯 ｗｊｊｊｕ 瓜」 と巾 すの

は，成長元和の両Bt の大阪i淡役後， 1.黒田民政公がi淡役IJC

念として捕かされた ・双の) 弄風である。しかもとのii 災役

に従: i Fした江戸の絵f:i 日八郎右エ門という名 T. を見出され

て これに委嘱されたのであるが. 彼は不ゃにも功半に

して約zにイトれたので さらに江戸の絵師で従軍したもの

をボめてこれを完成せしめたというなかなかに苫心の述

作である。 ・枚はイ，jJ l仁茶臼山の家I，]t 公.t:J<l I( があり ，1:1-
1  

央に黒出家 ・党のがi交を I[ 白色左方に大阪城の二天守|品!

が聞かれてある。いま ーつの厚手風には議Mから脱出する

法式苫女房などが淀川を渡渉する惨状を揃いているので

ある。 とと ろで明治末年にわが大阪市火編纂に従事せら

れたキ問友成文学_ I : は，この黒田m- 夙に怖かれた大天' ，j'

ｉ ｾ ， ｉ は ｌ ｌ 肘であるがＮ天 ｪｬ ミ Ｑ Ｔ 年 ｊｩｪ 古に ｪＢＨ ｬ かれた Ｒ 利充足や

安部の公刻 ｩｪｾ の， ［｛Ｎｾｈｾ には附数「八， ｲｵ とあり Ｎ これらの文

献などからす宏す ると以IrIJ;(--夙は li. 射であり. 参号資料

にならぬと考えられたようであるが. 天正期の大天γ 陪l

は，外出と内| 穏とが一致せぬものが多いことを知られな

‘  



， 

F  

!恐1111冗) ! l i ¥の一部

かったためでもあるが，桃山矧の大阪城大天守閣は五府

八重であったのである。( 織田信長公の築城した安土城天

守閣は五層じ重であり，現存妙: 路城のそれは五層七重で

あって，高知械の現存天守閣は三廓J i . i J i ーになっている。)

きて創立委員会の審議会においてもとの「尽問肝風」

の外観については， j質量なる審議が交えられた。沢村文

学士はこの唯一の資料が現存する以上. 外観はとれによ

るべきであると熱心なる論述をせられたのであるが，建

築史上から研究すると . 簡単にその僚の形を築造するは

不可能であった。現存天守台は南北20f問点肉 18聞で正方

形に近いが i 黒田扉風」の天守問は長方形で長辺が短

辺の 2 倍伎になっている， ＱＺ 百 ｾｉ に阿かれた飛 ｦ 喝ならびに

猛虎の彫刻!など南面は・虎で肉商は両虎になっている。

また全体の結構はその高さが初府の IIJ の 2 倍付で徳川矧

の楠山城天守閣( 今次の ij 災火で焼失) のごとく，千烏破

j孔の配向手法なども慶長以後の形式を倶備しているので

ある。ことに歳上層部の閣も長方形で，天正期の天守閣

のように正方形になっておらぬなと' の点から見て. 絵師

の記憶から拙かれたものであろう。しかしながら上部の

飛餓および猛虎の絵両彫刻と高欄を廻らす雄姿は，文献

の上にも伝えられており最も重要な部分であるが，各照

の千.(; 11波風は形式美を整 IIiuするために問問されたものと

兄られるのである。もしこの形体美をそのままに尊重す

ると全高 35，6 問となって，当 時の建築術では不可能の

高きとなるのである。

武回博士は沢村専太郎氏の熱論をなだめながら「とに

かく，黒田房風が略・の参考資料とすれば. との意匠の

ｩ 立隊ｼを ｗ ｩＡ￬Ｚして ー 唐破風ならびに下， ｃｾｬ 波風の配置基調に

ｾ Ｎｬ 泌総与 ｆ 叫且
拠って桃山 JIJI の建築絵様その他の逃j識を按配するのが賢

明であり，かつ妥当であろう」と発言せられて衆議一決

することができ，設計の ｊ ，ｾ 木方針を決定することができ

たのである。

なお ζ の「黒f I :1BfJ 品」はH討和 6 年，天守閣究成記念展

覧会のとき閣内に黒田家から出品を承諾せられ，その現

寸写J' l のJ 5 f . 風がそのままに天苛2閣に保存せられているの

であるが. 当時第三助役であった滝山氏がs 七重の膝を

八頭[ に折って黒問家の承訴? を求むるのに背心されたこと

も忘れられない。

私らは45本: 設計に関して，当時の現存天守閣を歴訪し

て天正使長時代の高閣建築の造法を学んだのであるが，

今次の大Ij 災でその半ばを焼失したことを逃憾とするもの

であるとともに，人Ｍ阪城天守閣は焼夷 ｾｬｬ￭ の攻般を受 けた

のに拘わらず，損燐せずかえって見学の地方学生の落合

に困っているのはなんという皮肉であろうか。

最後に私は大阪城天守閣の復興事業が大林組の熱心な

る施工によってとの難事業が無事に究成せられたこと，

またその主主閑料が現本大阪市の貴重なる財源となってい

るととと，さらにこの記念事業が天正慶長期lの忘れられ

たる日木高層建築発達史上に識者の注目を喚起し，丸岡

城( 越前) ，犬山城( 尾張) ，松本城 ( 信泌) ，松江城

( 出雲) ，姫路城( 備前) などの諸天守閣が相次いで保

護建造物として国宝に指定され，かっそれぞれ修理を加

えられつつあると ，ならびに富山，岸和風和歌山，小

倉および名古屋などの諸市において復興天守閣の事業を

実現しつつあることを慶賀するものである。

( : ' 1 { 者本会名替会員)
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大 阪 rl -' 央 卸 売 市 場 建 設 の 思 い 111

御」県知のとおり. 中央 di 場は Jlfll

の船着場を前に敷地約 4 万坪，住友

仲 銅所住友ＺＺｴｲ ｊｾｩ ・ 般民家などを取激

した助に建設されたもので， ) 音工は

確か昭和 4 年 6 月，竣工したのが翌

5 年 12月でしたからその間約 1 年半

かかったわけであります。工事は第

1 期，第 2 J明，事務所建築工事と 3

回にわたって発注され，激烈な競争

入札の結果いづれも銭高経l tc落札し

たも のであります。工事内容としま

しては卸光市場， 仲買人庖舗，附属

52府，荷捌所，事務所の建築延約 l

万 8 千伴( 建坪約 1 万 3 千坪) と丙

ｪ 或線 ｾＡｦＧ 岡駅よりの引込側線工事，安

治川 ｉＺ｛ｾ Ａ￬ＡＺ てす ｅ などがあり，工事費約

250 万円， それに衛生沼気などの附

:市工事や支給材料貨を含めますと総

工費約 450 万円佼だった と記憶して

います。今ならば20億円以上にもな

りましよう。

工事はただ大規模というだけで，

今日から見れば特殊な工法や目新し

い材料とてなくその面からは格別取

上げるほどのこともありませんが，

30年前としては大変斬新な，世間に

類のない工事として各方面の注目を

浴びたものでした。なんと申しまし

ても当時は. 今日のように建設機械

も発達 しておりませず，また資材の

調達輸送など におさましても 比'1佼に

ならぬほど困難がともなう| 時代だっ

たので，短期間にこれだけの工事i.1

を消化するについてはなみなみなら

ぬ努力が必要でしたが= 組員はじめ

各職方もずいぶん奮闘してくれ，予

定どおり完成をみたときの嘗びは・

入でした。

俗に111，¥転じて稲となるということ

をよく聞きますが，この工事期間中

硲: か第 1 J切工事活工F主後昭和 4 年 7
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) J  民政党浜 LI 内閣が成立し，その頃

非常に喧 しい問題であった令輸出解

禁政策が発表されていわゆる令解禁

恐慌が到来いたしました。その結果

物価の大暴落，失業者の激増という

事態が慈起きれ ・度に不払すL風がl次

荒びましたが. 工事路工の商からは

材料の買付納入に恩わぬ辛いをもた

らし，また下請労務者の募集も非常

に年半易となりこの相当な難工事も比

較的スムースに進捗し得ましたのは

天祐とでも申せましょうか。

当時，中央市場の経営については

複数I1乱単数制などの議論が大阪の

世論を沸騰させており，また 200 万

市民の( 当時) 台所を賄う市場だと

いうので一般の関心を大いに集めた

工事でもありましたから，その進捗

とかでをl決えについては大変な注意

を払いましたが，それを施工者の立

場よりみれば非常に仕甲斐のある仕

事でもありました。技術的にとりわ

け申上げることとでありませんが，

ただ敷地の大半を占めていた住友仲

銅新跡は， :W瓦やコンクリートの大

きな基礎が幅較し，これの取致しに

はまったく ー苦労させられました。

またとの機械台の地下滑に銅屑のよ

うなものが流込んでいて，それを治

集めると土工などの出荷を上魁る収

入があるというので，その鉱浮ｾｾめ

に熱中の余り不必要な所まで楓起す

有様で出場人民の剖に仕事がのびな

い状態となり困惑したととがありま

した。そのため専門の組口を配置し

て脆替を厳にしますと，今度は深夜

早朝に出てきて掘起すのでこれを阻.

Li. . するのに手を燐いたものでありま

す。その頃土工の日当は確か85室長，

仮枠大工で 1 円20銭佼だったと記憶

しています。また丸鉄の値段も着工

当初 日 ｏ 円位だったのが工事の中 ｊｾｉ に

は551司伎になっていたと，思います。

なににしても当今の労貸，物価に較

べますと隔世の感がいたします。

藤 阪 格 治 良11

今ともなれば笑話ですが失敗談を

・つ:J f 減しのため72加えておきまし

ょう 。それは仁事もほとんど終りに

近づき仮設物の撤去搬出を二lいでお

る時でした。作業場内の一隅に労務

暑の仮設飯場がありましたが，仕事

が完了したにもかかわらず立退こう

としない. のみならずその飯場か ら

他の工事場へ通う始末で親方に脈命

しても ー 向に効目がないというすｊｦｾ

が生じました。方市当局から消詰誌

を第一・とする市場にきような飯場が

いつまでも残っていては困ると厳し

いお達しを受けますし，思案のH)/"J

飯場居住者に対し老若男女をIIIJ わず

1 人につき令 5 円也( 当時としては

大令ですよ) を支給するという条件

をつけてようやく立退かせることが

できましたが，退居後の建物の始末

でまたー騒動起きたのです。と申し

ますのはこれを早速撤去しなければ

再び他の工事場の飯場に刺用して居

俊りを決めとむおそれがあるので，

飯場の休に石油を撒布し ー芥に火を

かけて憐捨てよう としたとこ ろ，あ

らかじめ消防署の諒解は得てあった

のですが，予想外に火の手が激しく

て消防車が駆けつけるという騒ぎと

なり，焚火程度だ と思って許可した

のに何事だ ノと大変なお 111: : . りを普段り

ました。それでも厄介物が一度にn

付きましたしその場の訓戒だけで許

して貰いましたが，これが今日なら

到底お目玉位では済みますまい。新

気の歪りとでも申しましょうか，思

えば感協に堪えません。

中央市場は爾後30星お，大阪市民

の食品供給の中心 として世相と その

消長をともにしてきましたが，私に

とっては思い出深い建物であります

し，また最近では焼失いたしました

ｾ ｾ＠ 5 号卸売市場も銭高組の手で再建

させていただき ，ますます因縁浅か

らざる所となったのであります。

( 筆者 K K銭高組R事務取締役)
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1958年はタクトが 11 -1>:

を去った年から 20年目に

あたる。 1927イド 2 JJ に創

立された口本イ ンターナ

ジョナノレ建築会は機関誌

を発行したり. 講演会や

， 
.  

る

14，1  1  1  1 作品展覧会を聞いたりし

て活Hf していたが，校外会民に対し

て訪円の招待状を出したことがあ っ

た。タクトはドイツ l脱出の機会にこ

のことを思い出してくれたのであろ

う 1933年にν ベ P ア鉄活から日本

着予定の述絡があったので. 会から

は'1' 尾. 中西 ，_I -，!!l f が敦賀まで迎え

に行った。一一皆初対而であった。

敦1' 1で新IUlt上の招待で午餐会をや

ったが，これがタクトの日本ではじ

めての食事であったが，ほとんどの

外| 司人が気味怒がる刺身を平気で食

べるのを見て， これは 「イケノレ」 と

怠を強うした。( 一一最近来朝したデ

γ カー教授も同級な態度であった。)

京都へ向う車中でドイツ脱出の事情

を聞いたが将来の方策は立っていた

沢ではなかった。

京都へ若くと大丸社長の放下村正

太郎氏が司王で迎えに米られて，同邸

に務完手かせてもらうことになった。

一一下村氏は珍らしい混j字な礼儀正

しい 長者で. 外閑人に好1立を有する

人であったからタクトの長J切にわた

る滞在を快く引受け，自ら各地を自

家用車で案内するなど歓待至らぬと

ころない有様であった。一一Ｍｾ￭ｬＮ 5 月

4 日は丁度タクトの誕生日だった。

誕生日には居合わせる土地の- l t1_1二の

建築を見るととになっているので案

内してほしいということだったので

下村氏を煩わして桂殿下守の拝観ii'l :可

をとってもらった。

続出ffi 宮は学校からの見学の際一度

線たきりであったが， 日本依- 上の建

築であり現代建築と同' I ' i ' の美を有す

るものと信じていた。ただその歴史

については当時は文献が至って砂く

ことに防火 ｾｉｦ 攻 告 示でない内分にとっ

ては，小抑G事州の1 ' F であるとかない

とかを論ずる資絡もないし，またi説

日l' d' の立場からみてそれは大した問

題ではなかった。良いものは良い の

である。冷主主亭附近の庭の石組がは

じめて視野に入ったとき H この庭に

は何学がある H というのを聞いて感

心した。彼の日本見学は斯くして始

まった，近徽地 )5以J ヒは・応見てs ' o!

った，中国凶国九州への旅行の苦I' /l fti

もあったが私の方の都合がつかなか

ったので延期しているうちに日本を

去ることになってしま ったのは残念

であった。

タクトによ って円本美の再認識は

般に亦常な広さで? ? 及され，料調t

宮は拘z観者で満日の形となり管) ! I ! 者

を悩ませるほどになり. 背風の日本

工芸品は世界的に流行となって，今

年のトリエ Y ナーレは日本的なもの

と，相似た傾向のブィンラソドのも

のとで塗 り泊されているといわれて

いる。

仙台の工芸指導所，高崎の群馬県

工芸所における工芸現代化への指導

も日本に大きな影響を残している。

銘{/I/ の現代化の結果は現荘キモノの

柄に普及されてきている 。 日本古来

の校術を現代生活に応用しようとい

うのが，指導方針であった一- c れ

は，当時主として燦村経済振興の魅

旨にしたがったものであった。彼は

ドイツでは建築の仕事に多忙で. 工

芸のデヂイ γ はほとんどやっていな

かったのであるが，建築的な合政主

義と感覚で日木工芸を観察しまた創

作もしたわけである。

都市計 Illi il 7 : . 彼の得意とするところ

で， ドイツにおいても第一人者のう

ちに数えられていた位であるから，

日本の都市計画に対する批判は手厳

しいものであった。 11 日本に都市計

阿なし H というのが結論であったよ

うに恩う。最近来朝したデッカー教

朝日新聞ｾＯ にて記 念 艇に ＧＱＧＱ名 した 折 のタウト 犬ｊｬｩ

J受も同級の忌'JLを洩らし "M_( ょ誌も

こうなってしま っては，手のつけよ

うがない H といっていた。者s市計問

は官庁の仕事であるので. タクトは

批判以外に手の出しょうもなかった

が経験の多い彼からジ一ドル γ グ

の講義を大学で依頼しなかったのは

痛恨事であった，一一ー焼き払われた

11ノドの多くの都市の再建にも っ とも

必要な知識であったのだが，一一現

在の日本のジードノレ γ グの不備を見

| 閉するにつけて' 取にこのことが思い

出される。当時の日本建築界は豪華

な建築に自を奪われて住宅方面は影

がi近かったので住宅の研究者は少か

った状態にあったし ，様式主義が主

流をなしていて，建築の大先生の限

は現代建築に冷たかった。

日本の建築と工芸に多くの功絞を

残したタクトも当時の日本には満足

に受け入れられず，彼の生活も- J i ，t 低

限のもので，鮮馬県l属託として彼の

受取った手当は月額 100 円( 当時の

知事給料は450円) ，他から 100円と

いう生活で建築の仕事も室内設計が

ー，ーあった位で 11 日本H日夜の 3

年 3 ヶ月は建築的に休暇の11寺J! 1Iであ

ったH と話・していた。こうした彼に

とって方丈記はととに強い印象を勺

え. 英文の本から向らドイ ツi訴に;沢

した原稿を持って3t い頃京締までワ

ずワず日本語原文との読み合わせに

きたことがあった。彼の名が日本人

に一般に広く伝わった頃には彼は日

本を去っておりきそしてイスタンプ

ールで多くの仕事をしていた。

( 筆者京都美術大学教授)

81 



彰国社新刊案内

新刊

日 本 の 庭 園

建築講座2 構 法

建築文庫3 7 ラーメン

建築写真文庫84 新 し い 建 具

初等境界値問題の解法

建築士技術全書4構 造 設 計

改 訂 ・ 新 版

重版建築学大系4 日 本 建 築 史

東 洋 建 築 史

建築学大系5 西 洋 建 築 史

建築写真文庫6 床 の 間

82 

古永ｾｾ信之Ｚ 木舎は 円本の伝統的庇聞のJぷ，'1.

を庇附. l t 的に.i 下述すると共に，各民主|利ごとに

多角的にとらえた美しい写真による逸木です

A4変 形238頁特製画面入定価 ￥3，500 干200

執 市 ー|車部品三叉; 娃築を構造的にみて，その

ｾｪ 艇の成立を説明し，設計 ・ 施工ｊＭＺの ｩ 主意［す

べき a長を恕解しやすいよう解説した好著です

ａ ＵｴｾＱ＠ Ｒ ＰＰ 頁 ｪｾ 製 定仰i ￥350 干40

服部屋稿平者 世界的構造学者である者: 習が

初学. { 1 f ーにもわかりやすいよう . 新しいラーメ

γ の ｊ ＭｪＭ ｴｾｻ 法まで 言 Ｇｆ述した手頃な入門書です。

B6変形判I Ｑ Ｖ Ｘ 頁 ｪｾ 製 定価 ￥200 〒20

〕彰同車 ｊ Ｚ 編木警は建築設計に決定的な要ｾｾと

なる建具のデグ イγ を多種収録したもので，

新築改袋にすぐ役立つ よう編集されています

B6t11  88頁 総 ア ー ト 上 製 定価 ￥300 〒30

R .V. チャ ーチノレ著 ・洪四方次 訳 本 魯 は フ -

Dエ級数お よびその物理 ・工学の偏微分方程

式におけ る境 界値問題の解法への入内密です

ａＵ ｾｾ Ｑ＠ 260頁 上 製 定価 ￥650 〒70

坪井普勝 ・斉 藤 謙 次 編 建 築 士 受 験と実力養

成 に欠くこ とのでき ない本替は，とこに新知

識を取入れて全面的な改訂を行っ た ものです

A5判 520頁 上 製 定価 ￥950 干100

建 築 学 大 系 編 集 委 員 会 編 執 慾 は ， 日 本 建 築

史一太田博太郎 ・福 山敏男 . }j i福岡通夫 ・渡 辺

保忠，東洋建築史一村田 治郎，と段通者です

A5判 512頁特製面白人 定価 ￥1250 干130

建 築 学 大 系 編 集 委 員 会 編 執 僚 は ， 古 代 一 勝

島亥治自11・小林文次， 中世ー痢内清治，近111:

一桐 敷n次郎， と耳拶斯f行『界 の鼠最el適歯任の執そ匂雫可平干苔て

A5'，制判1司I 41凶6頁特製両耐向入 定f側阿￥1刊060 〒110

彩国ネ1:編 好評のうち削仮を取ねる木苫は.

新 旧 多数の ｪ 木ーの 聞 を収録したもので Ｎ 利 ｬ ｽ Ａｦｾ述

築のがf築改装にすぐに役立つ写真際l当主です。

ｂ ＶｴｾＱＹＶ 頁総ア ート 上製定 制ｉｩ ;￥300 〒30

.  
-
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で

安

京東一 株 式 会 社

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 - 33 

電 話 @ 2 8 1 2 - 3 ・3 1  1  6  

東 京 都 大 田 区 新 井 宿 5 - 547 

電 話 ⑬ 2 9  4  7  

名 古 屋 市 中 区 正 木 町 2 - 27 

電話ｾ 0  3  8  8  

京都市左京区東大路三条上ノレ東門前町

電 話 ⑦ 3 5 8 1  

神 戸 市 生 田 区 加 納 町 4 - 1  

電 話 茸 合 ② 8 8  4  3  

ヤッタユノ

本社 ・工場

名古屋支居

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

東 京 支 庖

東 洋阪大

.  
'  



を す る た め に は

マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ イ ン グ

マ ル エ ス 印 石 綿 エ ア ー フ リ ー フ ェ ル ト

マルエス印石綿ノーコ) 1 ，ーフィング (特許31408)

マ ル ヱ ス 印 ガ ラ ス 網 状 ル ー フ イ ン グ

醒顕聴鱗機機轡盟w .

日新Z 業株式曾紙大阪支庖

.  
.  



合 便

A

Q

一
品

理 事 会

13日 4時一51時半 於会館会議室

出I;' j'i -?i 竹限会長，束畑副会長外 11理事，

中西監事 事務局 2 名

議 事 ( 1) 忘年懇親会開催の件例年に倣って実施

のことを諮りとれが承認決議を得た。 ( 2) 新年合間交

礼会開催の件 関係 6 団体共催で実施することを承認。

( 3) その他( イ) 大阪市主催 「都市と建築展」後援の件

( ロ) 軽益鉄骨建築協会外主依 「熔接説習会」後援の件

両件とも後援するととに決定。 ( 4) 入退会者承認の件。

( 5) 報告事項。なお会長から 5 会長午餐会における懇談

内容について報告があった。

編集委員会

幹 事 会

11 日 51時一7時 於会館会議室

出J?I'; 者足立幹事，鬼武委貝 事務局2名

2 月構造特集号の企画について協議し，本文の内容項

目，座談会の企画などを一応決定した。なお正月号に32

年中に竣工した関西の建築の PR 写良を特集する企画を

承認した。

委 員 会

12日 21時一4時 於会館会議室

出町者佐野委員長外6委貝 事務局3名

議 事 (υlり) 1η2月「建築生産 J !特持

正月「関西の建築」特集号号. 経過報告。 ( 3) 2月「構造」

特集号の企閥幹事会案を基に審議して具体系を協議決

定した。 ( 4) その他。

座談会企画打合会

25日 51時一71侍 於会館会議室

'  
， 

キ充

徐 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北通四丁目 ーO細野ヒソレ 三六号

積書斉新町信事九九干1 . - 九 九 八

り ( 11月 分〉 一 一 一 一

出席者1 1 ，: 野委員長外4委口 事務局3名

2 月「構造 j 特集号の座談会イt : 阿と して， 総造の進歩

について結って就くととと し，そのテーマ，出附予定者，

日|侍などを協議決定した。

教育委員会

小 委 員 会 ( 建築設備講習会〉

1日 51時半ー71時 於会館会議室

出席者浅田主査外3委貝三村，n砂野氏

事務局2名

講師予定者に御山 ｉ＿ｩ Ｇ ｾ Ｚ を願って，浅田主査から諮習会開

催の趣旨を説明し，講習会実施についての怠見を伺った。

ついで協議の結果講師予定の三村，真砂野両氏に，一応

講義内容の項目を選定していただくと ととし ，講習会の

笑: b ' t ! i I 時期，時間などについてその予定を打合せした。

小 委 員 会 ( 建築設備講習会)

13日 51時半- 7時半 於会館会議室

出席者浅田主査外2委貝三村，J : l 砂野氏

事務局2名

三村，真砂野両氏から提出された講義内容の項目につ

いて協議し，両氏に諸問をお願いするとともにその他の

講師を項目により適当にそれぞれ推成願うこととした。

委 員 会

21 日 3時半- 5時半 於会館会議室

出席者竹内委員長外7委員 事務局2名

議事 ( 1) 建築設備講習会について 経過報告の後，

浅田主査転任のため後任に中原委貝を委嘱した。なお建

設業者より小委貝 2 名を追加委i布。 (2) 造型に関する座

談会について t悶その座談会の記録の発表の可否につい

大 会株 合 防 耐 l採は 胡

阪 社式 理 締 藤 一一 一一

部 奥 的 完 ・周 回 仕

番号村 法 工 全 耐火 下さI進式 切

四科書 重 天
一 町 兵 責 中 軽

三支衛 任空 軍い を d土

I  ｾ書簡 施防堅 一一 一一 三E

四 地 底 工音中 ・御骨!骨
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て審議し， 発表は取止めることとした。なお第 3 回は明

春闘催のことに決定。 ( 3) 報告事項。

事業委員会

12日 5時半ー71時半 於会館会議室

出所1- 者総尾委員長，岩崎副委貝長外 11委

員 事務局2名

議 事 ( 1) 忘年懇親会の企簡について 小委員会系

を去に審議して実施方法，予算な どを決定した。 ( 2) 若

い会貝の集いの企画について 三品主査から経過を報告

し，企画に関し各委員の意見を求めたが，なお当分従来

の方針にて進めること に決定 した。 ( 3) 33年 1 月以降の

事業企画について 合同新年交礼会，見学予定建築など

について協議した。 ( 4) 座談会開催について 15 日に関

西の建築界を語る座談会を開催することと してその出席

者などを選定した。 (5) 報告事項。

小 委 員 会 ( 忘年懇親会)

12日 4時一5時半 於会館会議室

出席者 尾 亀 幹 事 外3委員 事務局2名

忘年懇親会の実施について詳細検討審議の上一応具体

案を決定した。

法規委員会

14日 3時半- 4時半 於会自主会議室

出席者 恒 問 委 員 長 外6委員 事務局 l 名

委員長から， 基準法改正に関する中央の情勢につい て

報告があり ，前回に引き続き建設省提示の問題点「違反

是正の手続きの簡素化と命令の強力な政保の具体策」に

ついて意見の交換を行った。

座 談 会

若い会員の集い

14日 6時一8時 於会館談話室

第 5 回の集いで，足立孝，岩本博行，笹川季男の 3 氏

にグス トとして出席をいただき i 日本の建築ジャーナ

リズムについて」のテーマで開催した。各建築雑誌に対

四 国 1;1..... 車 田

する忌憾のない批判から .i 建築と社会」に対する感想、，

希望など広い範囲にわたって活滋な意見が熱心に述べら

れた。当日の出席者 15名。

関西の建築界を語る座談会

15日 51時半- 8時 於会飴談話室

事業委員会の主催，鷲尾委貝長の司会により，大学，

建築事務所， 官庁，建設業の各界からの出席者 6 名で，

本会の事業を中心にして関西の建築界について語り合っ

た。昔の協会の状況，友好団体との関係，地方に対する

事業の こと. i 建築と社会」に対する希望意見な どなか

なか短時間には諮り尽せぬほ どj豊富に話題が出て，定刻j

過ぎに散会した。

講 習 会

現場管理実務講習会

3 月目を迎えて，本月は下記の講習を行った。

11月 5 日 8 日 左官工事，塗装工事の施工と管理

13 日 15 日

19 日 22 日

26 日

29 日

銭 高 組 七 尾 健 三氏

現場に関する諸法規と その手続

大 林 組 浅 野 繁 雄氏

設備工事の施工と管理

大 林 組 高橋 誠義氏

建築工事の着工から竣工 までの

業務総論 大 阪 府 宇 治 村桜氏

特別課外講義

竹 中 工 務 庖 中 出 定夫氏

29 日講義終了後. /((J 池副会長，教育委員，各講師列席

して終諸式を行い. /((j 池副会長から聴講者に終了証書を

授与した。式後講師を中心に午餐をともにして本講習会

についての感想，意見，希望などを述べ合った。

左官工事講習会

昨年第 1 回を開催した本講習会を，本年も下記の とお

り実鈍した。受講申込者 108 名。

l 室巴十ジ|

言! J Si 函l圃圏直i重量EiE宣言竃塑盟国・・・・田岡

・・・・・・・..... 冒・- - - 司. . .  

・・........ ・E・. - ---'" .  務金笠空l
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会 場 大 阪 建 設 会 館 毎夜 611寺- 811寺

11月19 日 20 日 洋 壁 大 林 組 谷 口 尚 武 氏

21 日 22 日 日 本 盛 大 阪 市 大 山 田 幸 一 氏

工高生設計 コンクール表彰式

27日 21時一31時半 於会館集会室

昨年同級i h ! く神奈川からの出防者もあって，入選者 7

名準入選者 3 名の出席があった。竹内教育ヨHH是から各

人に表彰状と日高: n: を授与し，激励の挟惨をされた。つ

いで烏日1審査委民長が審査報告を行い，審査結果につい

ての感怨を述べられて式を| 羽じたが， 引き続き教育委員

長，審査員および入選校の 2 先生も列席されて一同で鹿

談会を ｉｊＱｊ いた。審査員 ｾＱＱ 氏から，設苦 ｬ Ｎ ｴｌ際しての 一 般的

注意、や応募凶而に対する洋市IHの批判などがあり ，入選者

からも質問があってー聞にとり 何かと大変参考になった

ととと恩われる。

見 学 会

大阪建材工業K . K と昭和アルミニウム K . K

の工場見学会

22日 1時- 51時 参加者25名

大阪建材工業 K. K よ り パ ス の ご提供を受け，まずII i'.l

和アノレミの工場に向う。見学に先立って概略の説明を受

け，各工場を案内された。アノレミ板圧延，箔の製作から

日常思11染深い家庭用具のアノレマイ ト製品工場と広い構内

の各工場を一巡見学する。目下建設中の押出工場には，

屋根，外壁，間仕切などに全部自家製品のアルミ板が使

用され，調合の臭った各種のものを使用して比較試験を

行うようになっているが，なかなか美しい外観を呈して

いた。問主l : で予想外に|時間を貸したので急いでつぎの見

学先大阪建材工業に向い，ただちに工場の見学を行う。

福田社長自らのご案内により，サッジュ，i / ャッターの

製作工程を一巡見学した。原材料の切断，粋のプレス，

加工仕上，防鏑処理，塗装と平索取扱いの多い建具の製

作を} 見して大変参考になった。とくに当工場では防錆

処理! としてパーカ一法によるボシデライ ト作業を実施 し

て防鉛の完全を期しておるが，ナッ ν ュの鈎の問題は重

大な問題であるのでとくに注目された。見学後同所会保;

において茶!sD 饗応に与りながら，社長の関西における

サッ ν ュ製作の発展に対する努力と将来の抱負を伺って

大いに敬意を表 した次第である。なお|妨釘jの問題に| 刻 し

て積λ ・説明をi J l J き質疑応答を ill ねた後見学会を終った。

委員会懇親 ソフトポール試合

2日 2時- 511寺 於北稜rl.1学校々庭

本会には 8 つの常設委貝会があり 130 余名の方に委貝

をお願いしておるが，各委員会はそれぞれ独立して運営

されることが多いので， 一部委員の方には他の委員会委

員熟知の機会も少いので， 委員懇親の機を作 るため事業

委員会の主1 I 1_J1でソフトボーノレの試合を行った。土曜の午

後老若30余名の方が参集し，混成チームで 2 試合を行っ

たが，老重連も若返って大活躍し， 美技，珍技，妙技の

連発で大変楽 しい会合であった。終了後，大阪建材工業

K . K のど好意によって梅新アナ ヒ ・ビヤホーノレで懇親会

を催したが，歓談笑声尽くることなく，次回は災害委員

会の当番を決定し，充分所期の目的を達して散会した。

なお後援者大阪建材工業 K .K 殿に誌上を借りて厚くお礼

申上げます。

展覧会後援

大阪市において，建築基準行政一周年を記念 し，都市

不燃化の促進と建築関係法令の普及徹底を図る目的で下

記のとおり展覧会を開催したので，本会においてもこれ

が開催を後援した。

記

1. 名 称 都市と建築展

1. 会 期 自11 月2 6 日 至 12月1 日

1. 会 場 大阪大九百貨庖 7 階催場
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社団法人 関 建 材西

会 勢 部 会 4日 正午- 2時 於 御 堂 筋 生 野

戸間，背木両副会長，室谷，笠原正直リ盟事長，大和常

務理事，志垣，若井，鈴木，井場，岡村，平田， J也ガ

ラス( 伊藤) ， 日本板硝子( 木村総務部長) 出席。

会勢発展に関する 3古墳験討，意見交換，会貝地加方法

会報単独発行，新名簿淵製の件，木部l会の事業分担と

経費など協議した。

展示場出品者会 9日 3 - 51侍 於 4 階

室谷商庖外30

社出席，大和

常務理事司会

にて下のとお

り協議した。

理事者の外展

示場委員制を

設ける 展示場 常 設 展 示 場 出 品 者 会

宣伝外活用増進など積極化に進むととを決定，下記 10

宇土を第 1 回委員に互選す。 東洋陶擦，ゆたか木材，

東洋ν ャッター，柏原，日 東商会，林ベニヤ，大日本

硝子，東亜ペイント，関西タイノレ，ナニワスレーに

毎月第一火曜会合申合せた。

理 事 会 14日 3 - 5 .301時 於談話室

室谷理事長，田村， 7}<)這，ｾ盛岡，山本武雄，若井 ｼ ニ，鈴

木，山本潔，大和常務外 9委任状出。

諸報告。保全部会秋の大会，奈良女大，京都繊維大文

化祭， 建材出展，総会終了， 会勢初会， 特別会員依

頼，ダイジエスト外出版経過 10月会計報告など。

議事。会員募集ならびに入会勧誘宣伝文案，忘年会建

築協会合流の件。新年名刺交換会1月4 日協会ほか他団

体と連合開催の件，本会単独新年会1月15日ごろ催す，

総務部一任，包括増設，会報単独発行，入退会承認など。

会 勢 部 会 18日 2 - 31時

志垣，井場，村石，若井，田島代人， 山崎代人，大和常務出

! 市。会員募集運動具体的検討したすぐに実行に移る ζ

ととした。

保 全 部 会 21 日 3 - 5時 3階

当番幹事小総磁庖，浦谷，山崎( 代) ，不二( 横山) ，大和理

事。部会活用方と新年催事意見交換 ，12月休会申合す。

特別会員第 1 国

会合 26日

令

ー，

4 - 7時 於4階

背木副会長，

室谷理事長，

大和常務，田

村，井場，中

山，金光，村
特別会貝初開室谷頭取長挨拶

協 会 ・ 11 月
4

2

 

報分

石各部長。足立，井上，後川，池田，川村，竹内孝，

谷口，若木，佐々木，竹内成夫，山田，各特別会日出

町。

大和理事経過 と協力を乞い列! 向者紹介後，青木副会長ー

淵静と将来指導方を乞い挨拶，つぎに室谷理事長・会の

近情と事業概要を報告，今後の援助を依頼，t 1 s 門別改

正企闘を述べ内容検討後，後川，竹内孝，川村，谷口

4 氏に托した。

会長と部長懇2覧会 28日 5 - 8時

中村会長の招

集の下に青木，

戸田副会長，

室谷理事長，

大和常務理事，

志垣，井場，

田村，鈴木各

部長など出席， 会長，副会長，部長会

会貝増加方法，会務進捗方その他につき懇談。

家具装飾部会 29日 1 - 3時30分 3階

当番幹事亀井商庖田村社長司会下のとおり協議した。

部会を意義あら しめる ζ と検討，ダシピ Y グなどお互

に競売をなくする件，意見交換後建材会名において各

メーカーに進言するととを理事会に提案申合す。次当

番柴山，ナシエス，三和プラス3社とする。次回は2月

上句協議項目を示し通知するとととし散会。

ヘー三11圃
.， . A ' i Z4 ・・・・

E 芯 X 圃自

第 1回 特 別 会 員 紹 介

; 今般本会定款第 10条に よる特別会員 として下記各位に;

; 入会お願したところ全員より入会御承諾を得た。今後 j

: 本会の事業企画その他につき何かと協力御指導をいた i

: だくととと なった。

足立孝，井上混，伊藤幸一，池田達雄，大井弘治

郎，岡村実，川村統之，佐々木保，後川春雄，松

本字一，竹内孝，竹内成夫，谷口尚武，津村重一，

中野l順次郎，福岡朝生，村尾栄，山田幸一，若木

望太郎 ()眠不情l敬I硲)

関 西 建 材 協 会 11 月 日 誌

7 日 全会員に会員増加運動若手方依頼発す。

15日 大和常務理事，川村統之，陀野パイ 1. 三人事務上

につき協議。

18日 京都繊維大学生に文化祭出展建材を渡す。

20日 9p寺- 1 1 p寺 高松，松山，宇和島方面建築士会口

玉岡周三郎氏ほか一行 13名，展示場見学来館，地下に

てI問和化工ほか新材説明会後高島屋新館ほか見学。

午後2時- 4時 商工会議所都市不燃化促進協議分科会

開催，大和常務理事出席。

27日 KKケシトクゼミナーノレ，商底界倉本新保，両主幹

による広告ならびに商社発展策講演ならびに研究会，

大和理事出席。

30日 新材ダイジェス ト本日できそれぞれ配本岩手。
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コヌ ロ 1

電 話 増 設 の 件

会務幅湊のため今般下のとおり電話 1 個増

設した。

北浜③ 9908番 3階 事 務 室 ( 一般会務用〕

尚 在 来 の @ 7172番 1階展示場にあり

(  1 階i也|格点 JTJ とする)

新 材 料 ダ イ ジ ェ ス ト で き 配 本 中

今春来予告中のダイジェストはi十万くなり 11月末発行目下各方面に

配布中。 ー部送料共実費￥ 200 . で分つ，ただし本会員には割引あ

り。御希望の向は本会宛お知らせ乞う。本怒は1956年スヰ ー トカタ

ログ中より新材新構法などおよそ 17部門にわたり 80.g: i自に剖ち抜奉

献訳したものに国産品およそ28種をか!え 85型約120頁に納めたもの。

社 団 法 人 関 西 建 材 協 会

新 材 料 ダ イ ジ ェ ス ト 紹 介

内 容 ( 主たる項目〕

型枠，床版。ヵーテジクオーノレ。組積造。

メタノレ，ガラス，プラスチックス。屋根および壁。

防水防11M。断熱 I汲音，防振。床壁仕上材。 ドアー。

窓。 ドア，窓附属品。厨房とフードナーピス設備。

浴室，洗濯室，設備。焼却炉，排水様。

エヤー コジディ ν ョンニシグとヒーチング。

配電，照明，通信。エレベーター。

以上スヰートホジヤク 80頁。
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国 産 の 部

板硝子，新らしいベニヤ製品，鎖t嘩，エス コンスチ ーノレ

エスロンリプと樋，オー ν スライト， c 型カーテンレー

ノレ，ノレープィングと タイノレ， ステ γ レスと り止， スロー

ノレ，セラプレート I汲音テック ス，ラスボードとプラス

ター，スーパーアノレソイ lヘ ユ ニ オ Y ボード，ナシドヲ

イッチ，イ γν ユライト，ハードボードプライクッド，

菱印特種ガラス，ピニローゼとテラックス塗料，ピニ V

- ｾ ，＠ 9 グノイド， アルミ γ とν ングノレ， モノレトプレ

ン， ヨドク才一ノレなど 42頁。

謹 賀 新 年

1  958 年 元 E

本年も 一層の御支援と御利用と御引廻し i場りますようお願申上げます。

社団法人 関 西 建 材 協 会

同 常 設 展 示 場

理事会，展示場， 委貝，事務局一 間

信用と誠実をモ ッ トーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 

88 

L>.  

'  
.  



司h

， 

広 告 目

青盛主主材kk ・・ H ・H ・-… ... .・ H ・-… … 90

浅海電気凶 ・…....・ H ・- …. ...・ H ・.. .11

旭化工板製造協・・ H ・H ・....・ H ・. . 中侠

麻村ナ ッν ュ工業kk …. ....・ H ・. . . 36

朝日石綿工業k k ・・ H ・H ・-… … 表紙 4

伊奈製陶kk .…. . ... .・H ・.. .・ H ・... 中挟

泉石綿工業kk ・・ H ・H ・. ..・ H ・... .・H ・. 27

井閏商事kk ・H ・H ・. . …. .. ・H ・H ・H ・..32

井上浮夫商庖・. . .. ............. ...・・ ・・ ・・23

kk岩住鉄工所・. . .・ H ・-…. . . .・ H ・-中挟

岩元工業kk ・・H ・H ・. .. .・H ・...・ H ・-… 30

靭興産kk慈材部 ・・H ・H ・...・ H ・… ...31

宇都興産地 ・・H ・H ・-…....・ H ・...・ H ・19

字部スジート工業kk … .. ..・ H ・-… 85

kk栄興商会 … H ・H ・.. ...・ H ・.... ・H ・.13

才 Y エンタル メタノレ製造kk … 中挟

大阪建材工業kk .... ・H ・. .…...・ H ・. 38

大阪 コンペス建材社・ .. . .・ H ・. .. ...… 26

kk大阪城口研究所…・…. . . . ・ H ・.. .12

kk大阪電気暖房商会. . . ・ H ・...・ H ・.12

大阪防水建設社・. . . . . .. .............・・・23

大阪耐酸工業所・.. ... .. ... .. ..... ... ・・・32

大阪窯業セメ γ トkk ・H ・H ・. . …… 17

大島応用化学工業kk … ....・ H ・....26

kk奥村重兵衛商庖・ H ・H ・.. .・H ・.... 83

奥山化工業kk ・H ・H ・H ・H ・. ... .・H ・. .36

小野田 セメント kk … .. .・H ・. .… … 18

織本特殊構造研究所・.. ... .... .・・・・・ ・・29

樫野石灰工業kk ・… .... ・H ・... ・H ・. .13

火曜会・・ H ・H ・... .・H ・....・ H ・... .・H ・.10

kk川岸窯業 ・…・…‘ H ・H ・...・ H ・-…・25

亀 井 kk・・ H ・H ・.... ・H ・-… H ・H ・...・ H ・26

関西ペイント kk ・……ぃ目次対抗面

川口ゴム工業kk ・H ・H ・.... .・ H ・-・前付

近畿建材工業kk ・・ H ・H ・....... ・H ・..13

近畿電気工事kk ・・H ・H ・...・ H ・..…・14

近畿車桶kk ・・H ・H ・- ……. . .・H ・. .… 24

工藤電気kk ・・ H ・H ・........・ H ・. .. ・H ・11

kk久保商庖 ・・ H ・H ・....・・ H ・H ・-…. … 90

黒川化学工業所・. . ..... .. ... .… .......26

kkケントク・ H ・H ・.... .・ H ・.....・ H ・. .38

kk建材社 …・…. . . .・ H ・. ...・ H ・-…・・12

建材信和会・....................・・・・・・・・・22

神戸材料kk ・・ H ・H ・.... ・H ・-・・・・表紙 3

kk金剛商会・・ H ・H ・.. ..・H ・...・H ・- 叩25

斎久工業kk ・・ H ・H ・H ・H ・.....・ H ・-… 12

kk斎藤省三商庖 .. .. ・H ・...・ H ・..… .12

坂本商会・..... ... ..・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・27

次
( 50間|民) 建 築 と 社 会 Vol. 39 No.  1  

佐村木商庖・・・…. . . . ・ H ・-… H ・H ・. .… 26

三機工業kk ・・ H ・H ・...・ H ・....・ H ・-… 12

kk三幸商会・・ H ・H ・. ..・ H ・-…...・ H ・.13

kk三興社…. . . . ・ H ・...・ H ・... . .・ H ・. . .11

kk三晃商会 ・・H ・H ・....・ H ・- …・…… 12

三宝電機k k …・ H ・H ・. ..... ・H ・... ・H ・11

彰 国 社 ・ H ・H ・..…・ H ・H ・.. .. ..・ H ・.. ..82

新晃工業kk ・・ H ・H ・. .. .・ H ・- ……… 15

新興建材工業所・.............. .. ....・・・34

新鋼建設工業kk ・・H ・H ・.... ・H ・-… ・24

新日本電気kk ・・H ・H ・- …. ... ・H ・- … 1

須賀工業kk ・・ H ・H ・H ・H ・..…...・ H ・.12

鈴木ν ヤタア商会・... .......・・・・・・・・・・32

住友金属工業k k …・・ H ・H ・- …表紙 3

住江織物kk .… .. ..・H ・...・ H ・.. .・H ・却

田島応用化工kk …. . .・ H ・.. … 表紙 2

問中工業kk ・H ・H ・-・ H ・H ・.... ..・ H ・. . 1

田中風呂製作所・. . . . . .…-・・・・・・… … .28

田中屋本庖・ H ・H ・H ・H ・.. …. ..・ H ・. .… 7

田辺工業kk ・H ・H ・.....・ H ・.. ... ・H ・..86

田村商会主主材部・. . . . . .... ..... .. .... ・・・26

谷山製作所・ ..... ....... ... ..... ・・・・・・・・・27

第一工業kk …. . .・H ・... ..・ H ・.. .・ H ・.13

大信ペイント kk ・H ・H ・... ..・H ・..… 18

大日本硝子工業kk ・・ H ・H ・. ... ・H ・..30

大 仏 組 ・ H ・H ・.. .・…....・ H ・.. .・ H ・- … 25

大和ハクス工業k k ・・ H ・H ・... ..… . .20

高砂熱学工業kk …・・・ H ・H ・.. ..・ H ・.13

kk武智工務所 ・・H ・H ・- …. ... ・H ・... 仰

kk立 花 商 会 … ....・ H ・.. .. ..... ・H ・... 11

耐酸化学工業kk ・・ H ・H ・....・ H ・. . . . .37

淡 陶 kk…. . .・ H ・-…・・H ・H ・.. .・ H ・- 前付

中央電気工業k k ・・ H ・H ・. .. .・ H ・..… 11

朝陽電気kk ・・ H ・H ・-…....・ H ・…… 11

東芝商事kk ・・ H ・H ・-…...・ H ・...・ H ・.19

東京鋼板工業kk ・・ H ・H ・....・ H ・- …却

東洋キャリア工業kk … … … … … 13

東 洋V ヤ ッターkk ・H ・H ・H ・H ・. . 中挟

東洋陶器量kk ・H ・H ・. .. .. ・H ・H ・H ・.. 前付

東 洋9 ノリュー ムkk ・H ・H ・..… 前付

東 洋 レーヨ シkk ・・ H ・H ・- 目次対抗面

ナニワ瓦kk ・H ・H ・. ... .・ H ・H ・H ・. .… 25

内外工業kk …...・ H ・.. .・ H ・H ・H ・... .27

内外土木建材社・. . . . . .. ... ....... ... ・・・31

浪速合板・. . . . .... .... ........ ... ...... .・・28

浪速建材工業kk ・・ H ・H ・-… .. .. ・H ・.37

日本エレベータ工業kk ・・H ・H ・-… 24

困本金具製作所…・・…- ・・・H ・H ・・・・中挟

日本サ ッジュ協会大阪支部・ H ・H ・. .16

kk 日本シャッター製 作 所 … … … 30

日本セメント防水剥製造所… 表紙 3

日本セメン トkk ・・H ・H ・. .. .・H ・-… .18

日本ドアーチエ ツヲ製造K K . . .. ・H ・…・中挟

日本ハー ドボード工業kk … … … 21

日本レー ョγ kk ・・ H ・H ・- ……表紙 4

日宝蛭石kk ・・H ・H ・-… ... .・ H ・...・ H ・30

kk西原衛生王業所・…・・ H ・H ・-…・・12

三塁西日本アスフアルト事業協同組合…… 35

kk 日本動力安全機製作所 ・・H ・H ・.20

日本ペ イント …. . ..・ H ・.. .・ H ・. ....・ H ・33

日新工業kk ….....・ H ・. ...・ H ・- …中挟

kk野上工業所. . . ・H ・.. ... ・H ・H ・H ・. . l l

k k林塗袋庖 … … ………. . . ・H ・. .… 13

kk汎建製作所・. . .・ H ・- ……. . . . . ・H ・29

浜岡商庖・. . . . . . ........ ............. .. .・ ・86

k k 目立製作所 ・・H ・H ・. .. .・H ・..... 前付

平田建築構造研究所・..........・・・・・・・31

kk平田タイノレ ・H ・H ・. .... ・H ・..… ・・:23

平川鉄工所・. . . . . ... ....... .....・・・・・・前付

藤本鉄工kk ・・ H ・H ・... ・H ・....・ H ・-… 28

福屋工業kk ・・… H ・H ・- … H ・H ・-…・・13

富士製鉄k k ・・ H ・H ・-…. . . . ・H ・... ・H ・17

藤森工業kk …・・・ H ・H ・- ・小… ・… 中挟

二葉屋装備工業k k ... ..... ・H ・-… ・・28

kk不二製作所 ・・ H ・H ・-…・ H ・H ・. .… 33

フタパ黒板・H ・H ・. .…...・ H ・.. ...・ H ・. . 9

重量国セメン トk k …. . . ・H ・H ・H ・..… 31

墨金属kk ・・ H ・H ・.. ...・ H ・. ... ・H ・..… 24

kk松重電機商庖・ H ・H ・..… ... ・H ・. . l l

松平白銭殺滅予防所・. . . . . . . . . .・ ・・・・・・却

水谷ペイジト kk ・H ・H ・...・ H ・H ・H ・.84

k k水島商庖…. . . ・H ・. ....・ H ・H ・H ・..33

kk三高製作所・ H ・H ・.. ……. . . ・ H ・. .29

k k三谷製作所 …. ... ・H ・......・ H ・前付

峰岸商庖・. . . .. ... ... .. ............. ... .・・32

kk室谷商底・ H ・H ・.. ...・ H ・.. ...・ H ・.. 25

明 正 社 … H ・H ・. ...・ H ・. ..・H ・. ..・ H ・..27

矢橋大理石商庖・・・・・・.. .... .. .. ・・・・・・・・25

山田工業k k ・・H ・H ・. ... ・H ・....・ H ・... 12

山武ハネクエノレ計器kk ・H ・H ・..... 14

k kヤマ ト電気商会 ・H ・H ・.. ...・H ・.. 11

油脂化ヱネ土.. .・H ・H ・H ・.....・ H ・- ・表紙 3

kk吉困芳雄商底 .. ..・ H ・......・ H ・.. .25

吉野石膏k k …. . . .. ・H ・-… ...・ H ・-… 25

kkライ ト製作所・・ H ・H ・...・ H ・.. … 1

( 註) 正月号特別掲載の五日会 ・十 日会の目次は，紙面の都合上，割愛させていただきますので御了承下さいn
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株 式

会 員 商 庖

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34) 207- 8・4836- 7

。. or l

田 島応用化工株式会社

奥 山 化 工 業 株 式 会 社

中国総代理庖 日涯 化 学 工業株式会社

関 城 化学 工業 株式会社

e  

、

責盛建枝株式会if
社

所

所

世

帯

幽

需

営

営

岡

山

本

福

岡

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

福 岡 市 万 行 寺 前 町 14

岡 山 市 東 田 町 3

T E L 中 ② 2 2 8 1 - 3

T E L 東 ③ 1 2 2 5 - 6

T E L ② 7 9 1 1 ・8 1 6 9
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国際観光会館ロビ ー

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社



三星プラスタイル の色調

手C Nー l

4

 

A

 

C

 

WhJ te 

Nr  

Garnet  Red 

5R% 

C N- 2  

Pale Gray 

Nr 

C D- I  

Peach  

7. 5YRX  

三星プラスタイル・・

三 塁プラスタイル は最し近代的な高級 ｱｾ 村でビニール

系 樹 脂 に 特 係 樹 脂 、 可 塑 削 を 添 加 し 充 填 高J] と し て 石 綿

其 他 め 成 分 を 高 温 高 圧 下 で 混 合 成 型 し た Vi ny l As bes  

.tos Ti l eで あ リま す 。

責 主 新 の 床 材 料 は 長 年 月 に 亘 る 激 し い 通 行 量 に 耐 へ 、 摩

f i f : に強< fあがっき に くいニと、美 し い 鮮 明 な 色 彩 で 明 る

L 、環 境 を 生み出す事、 弾 力性 に 富 み 足 触 り が 快 適 で あ

るこ. と 、 又大き な 荷重 が 加 は って も 凹 み が 残 ら な いこ

と、 耐 水 、 耐 油 性 且 不 燃 性 で あ る こ と 等 が 不可 欠 な 条

例4 であ ります 。

三 塁 プ ラ ス タ イ ル は 以 上 の ど の 条 件 を も 具 へ て 屠 り ま

す 。

三 星 プ ラ ス タ イ ル は 商 底 、 事 務室 、 劇 場 、 百 貨 底 、 レ

ストラ / 、 病 院 、 学 校及 び一 般 家 庭 の 応 接 問 、 ホ ー ル

廊 下、食堂、 厨 房 、 脱衣 場 等 ど ん な 場 所 に お 貼 り に な

っても、 必 ず 皆 様 の 御 i尚 早 が 頂 け る 事と 確 信 し て 居 り

ます。最新の，淫築 に は 之 を 使 用 す る 事 が 常 識 と な って

宿 リま す。

三 塁 プ ラ ス タ イ ル の 寸 法

12 '  x  12'  x -li 又 は 9 "x 9 " x す・の 二 倭 類 が 標 準

で す が 厚 さ は 此 内 外 吉 の も の も 出 来 ま す 。

三 星 プ ラ ス タ イ ル は 米 国 聯 邦 規 格 L - T - 7 51( 1952 )

に 合 格 し 更 に 当 社研 究 室 の 独 自 の 試 験 に よ り 管 理 製 造

され て 居 り ま す 。

C Bー l C A- 2  

Pal e  Capri  Blue 

2. 5PBX  

Sunlight Yel l ow 

ＲＮＵ ｙ ｾ＠

C O一 l C G- I  

Pale  Eye" rest Green 

7. 5GY% 

Pale  Fores t  Green 

2. 5Go/. 

特 f数

ユ . 色 彩 が 床材 料 と し て 最 適 の 色 伺 . 明 度 、 彩 度 で

あり、 鮮 明 な 感 じ を 与 え る こ と が 出 来 る 。

2 .  Ｕｾｬ 力性に富み、足触りが快適である 。 Ｈ性状表

4 及 び 6 )  

3 .  表 面 硬 l支 が 高 < • f易がつ与にくい。

4 . 静 止 荷 重 に 強 L 、 か 句 、 大 与 な 荷 量 を か け て も 凹

み が 残 ら な い 。 ( 性状表 7 )  

5 . 而;t T 登粍性があ らゆる 条 件下 で ア ス フ アル ト タ イ

ル を 含 め た 他 種 の 床 材 に 比 べ て 準 か に 号 室 L 、( 性

状 表 9 )  

6. 耐油性、耐薬品性に古人 L ‘ て ア ス フ ア ル ト タ イ ル

の 欠 点 を 完 全 にカ バ ー し 、 特 に 耐 油 性 I立極めて

ｆｾ 秀であ る 。Ｈ 性状 表 Ｘ )  

7 . 耐 水 、 耐 湿 性 が 極 め て 良 好 で ある 。 ( 性 状 表 8

及 び 11 )

8. 耐 火 性 で 燃 焼 を 持 続 せ ず 、 タ バ コ の す い が ら 1立

τ._  !J . 焼 跡 が 残 ら な L ‘ 。

9. 寸 法 が 安 定 し て ゐ て 、 収 縮 は 微 少 で あ る 。 ( 性

状 表 10)

1 0. 極 め て 強 靭 で あ る 。 ( 性状表 5 )  

1 1 . 地 工 が 容 易 で 下 地 に な じ み 易 〈 、 且 つ 施 工 時 の

加 工 { 切 込 み 、 他 の 色 種 と の 組 合 せ ) が 自 由 に

出 来 る 。

1 2 . 維 持 管 理 が 簡 単 で カ ラ 拭 き か 、 水 拭 き で 清 潔 で

美 し い 光 沢 を 保 って い る 。
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- 下町色見本は勉め τ 現品の色調 に近〈 印刷 して ありますが或は多少異るかむ し れませんＮ御使用の飾 ｉｪ 現品見本を御利用下ｾ ｾＧＮ＠

C N- I M 

r-ーーrr- r

レ

C N- 2 M 

Whit e  Marbl e Pale Gray  M arble 

C A - 4 M C D - I M 

Garnel  Red M arble  Peach M arble  

プラスタイル の '1さ剖犬

( アスフアルトタイルとの比較)

'i 

f  

『 幽

C B - I M C A- 2 M  

Pale Capri Blue M arble 
Sunlight Yell ow  Marbl e 

C O- I M C G - I M 

Pale Eye-rest Green Marbl e Pale Forest Green Marbl e 

息巴 "'"・町-

試 験 耳I 目 ず ラ ス タ イ ル

ア ス 7 7 1レト

タ イ ル( 明 色 )

厚
み wー 1/ 10∞H w 土 O

法 | 縦
12“ 土 O 12" 土 O

2  τf  

| 術 12" 土 O 12 " + 2/ 10∞H  

3  庁、 量 590 g  559 g  

性 l 縦

2. 2" l . 5" 

4  可

( 25俊. C)  
| 備

2.2仰 l . 6" 

5  衝 撃試 験 ( ; 喝さ 4)'>ぺ0. 35封 Il l ' 球)

12 - 13回 で f也裂 2 @J で 亀裂 6 -

20回 で1'1l ! れな い 8 @J て'1別れる

凶 A 試 験 I 25・C . 1分 。∞96" 。∞75"

6  ( 荷 量 30 封 J宜. L 25・C. I 0分 0. 0142" 0. 0112仰

ＰＮＲＵ 仰の 鋼 球ｾ ・ ｃ Ｎ Ｓｏ 抄 0. 0222"  0. 0195" 

7  凹 A 抵 抗 ( 72kg/ c m，) 33. 0 4. 8 

耐 耐 水 試 験 46・C. 48隠年r. n 変 化 な し 変 化 な し

司匙

画fl i由 [ 相 物 油 . 守

25・C. 48P年Jll! 使 秀 松 化 す

8  性

Y ノ 油 ) 試験

耐 厳 ( 5 %硫般)
25 ・C . 48Pi年!日1 R  亀子 良 TF 

試

試 験

鞍 酎 ア ルカ 1) ( 5 %  

苛 性 ソ ー ダ) 試験

25・C. 48払oHJ! I歪 秀 i要 ヲE

サ ン ド

2 0  1  0 0  

プ ラ ス ト 法

吉 車 与 機 状 態 1  9  1  0 0  

9 )  1車 粍 試 験
1珂

式 加 温 状 態 8 8  2  1 2  

主主

量 生 加 油 状 態
6  4  

10  qll 縮 討t

l 縦 - 0 ∞% 0 .01%  

験 | 術
- 0 . 0 2 % - 0 . 0 5 % 

11 反 試 験 0 .001"  - 3 "  0 .003" - 5"  

焼 防 は : プ ラ ス タ イ ル ・ 米 国 聯 郎 総 他 L- T- 751 ( 1952)  

ア ス ウ T ル ト タ イ ル ー ー S S- T- 306- 6 ( 1952)  

.  プラスタイル の手入法

( 大阪駅前阪神デ， マー ト3 階ヲ主主

t尼や ホコリを待ではきとり、水をしぼ ったモ y プか雑巾で拭 〈

けで常にキレイな光沢が出てゐます。一ヶ月に 二 一三 回三星 E

性ワ y クスで磨けば理想的です 。汚れが、特にひどい時は中世

齢を微温湯に溶かした水で洗って下さ L 、。油拭き( ベ: 'j : ゴミ 4

着 して反ってキタナイ! 感じを与えます) はしないで 了きい。
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東 京 ・ 東 京 都 足 立 区 小 台 町 633 T e l . 代表王子 (91) 1181 

大阪・大阪市西区京町喝上通 1 - 1 4 Te l .代表土佐堀 (44) 0810
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田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出強所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ o 5  4  5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城 東 ⑧0870 ・0970

綿 糸 工 場 東 京 都 民 国 区 鈎 来 町 1 / 25 電話 本所@ O790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の 宿 3 7 電 話 小 倉 0653 ・2833

川 崎 出 張 所 神 第 川 県 JII 崎 市 東 渡 田 3 / 4 3 電 話 川 崎 ②4540

札 幌 出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 / 4 電 話 札 幌 ③0515

盛 岡 出 張 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 電 話 盛 岡2554

名古屋代理広 名古屋市西区西当面井田J 2 / 12岡回建材活 電 話 西g 0121
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組沼浅
式

社

株

会⑬ 

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町・電話代表南 730 ・7 3 7 - 9 番

庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・電 話 四 ツ 谷 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通リ一丁目・電話笹島4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取・広島 ・福生 ・郡山・奈良・京都・神戸 ・仙台

札幌・静岡・津・岐阜・沖縄

本

支

所務工新

式

社

株

A  

: A  Cじ
新 順

本 庖 ・大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 一 丁 目 四 三 ・電話 代 表 大 阪 (34) 9151 番

支 庖 ・東京都千代田区神田猿楽町二丁目七 ・電話 (29) 2714・2715・5228・9157番

出 張 所 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 静 岡

取締役社長

安藤組大阪支底
式

社

株

会。り
雲22 瀬 川 博

犬 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 一 丁 目 十 八 番 地

電 話 土 佐 堀 (44) 3788 (代表) 3789 ・3780番 福島 (45) 393番

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 四 丁 目 七 番 埠

支庖・出張所・名古屋・仙台・静岡・横浜・水戸・盛岡・新潟・神戸

組林大
株式会社

@  

本 社 ・大阪市東区京繍三丁目七E ・電話東 (94) 861- 6 ・1151- 4 ・1251- 5

東 京 支 庖 ・東京都中央区新富町三 丁 目 玉 ・ 電 話 (55) 1191- 1197 ・2121- 2129

其 他 ノ 支 庖 ・ 札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・名 古 屋 ・岡 山 ・ 広 島 ・ 福 岡

出 張 所 ・ 神 戸 ・ 京 都

， 
、

来E村奥
株式会社@  

奥 村 太 平

阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 一 丁 目 五 一

話 大 阪 ⑪ 代 表 3 3 7 ・ 1 5 0 0  

京 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 八 幡

葉 ・名 古 屋 ・奈 良 ・西 宮 ・ 光 ・ 松 山 ・ 福 岡

取締役社長

本 庖 大

営業所 ・電

支 庖 ・ 東

出彊所・千

2  



大 阪 支 底鹿 島 建 設 額
芳l

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 ニ 丁 目 三 三

電 話 天 王 寺 (77) 3730 ・3737- 9 ・3677番

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 丁 目 三 番 地

札幌、仙台、横浜、名古屋、大阪、広島.

四 国 ( 高松) 、九州( 福岡)

ネ士

庖

本

支

勝 目 組 大 阪 支 底

株 式

会 社⑨

 

大阪市東区石町二丁目五十番地ノ 二 ( 電話東 (94) 3146 ・6863番)

本 社 ・ 静岡市日出町 一 ｾ ) 二( 電話静岡 (2) 7171- 5)  

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡 ・函 館

営業所 若松 ・字都宮 ・)11崎 ・清水 ・甲府 ・沼津 ・浜松 ・岐阜 ・滋賀

出張所 広島 ・小倉 ・佐賀 ・長崎 ・八代 ・熊本 ・鹿児島 ・宮崎 ・札幌

庖崎 組 大 阪 支示申

株式

会 社

J J弘

、r -

市

2  1  
大 阪 市 北 区 曽 板 崎 新 地 1 丁 目

電 話 北 (34) 7  8  3  7  

本庖 ・姫路市北条口86- 3 (電話代表姫路2020)

繁西大
取締役支居長

熊 谷 組 大 阪 支 底

式

社

株

会
@  

大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 若手地( 電話大破⑧。1726 ・19261Jj:)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町一番地( 市外専用 12 ・48∞- 2)

営 業 所 東京都新宿区築土八幡町二二 審地( 篭話九段 @5280- 9番)

支 庖 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 ・札幌

出 張 所 横浜 ・ 仙台 ・ 静岡 ・ 佐久間 ・ 下関 ・ 神 戸 ・ 岡ｩＱｾ ・ 福井 ・ 長野
小又川・ 青海 ・大鳥川 ・高知 ・宮崎

.  
、

組池鴻

式

社

株

会<t_ 

.、
d  

庖 ・大阪市此 花 区 伝 法 町 北 三 丁 目 六 七 番 地

電 話 此 花 (46J 2  6  3  1  - 9 番

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・福 岡・ 松 江

営 業 所 ・広島 ・神戸・京都・横浜・札幌・仙台・水戸 ・富山

四日市・和歌山・米子・鳥取・宮崎・鹿児島 ・戸畑

本

3  



佐 藤 工 業 顎 大 阪 支 底

取 締 役 支 庖 長 北 村 平 作

大阪市東区北浜一ノ二五電話北浜 (23) 6731- 3

本 社 ・21 山 市 総 I幽 輪 二 三 O 富 山 支 庖 ・ 同 左

京 京 支 庖 ・東京都中央区日本橋本町一ノ二 本 社 分 室 ・ 同 左

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 仲 ノ 町一ノー 富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 . 九 六

札 幌 支 庖 ・札 幌 市 南 七 条 西 一 一 丁 目 営 業 所 ・京 都

出 張 所 ・神 戸 ・繊 浜 ・岐 阜 ・三 重 ・椿 原 ・札 幌 ・仙 台 ・沖 縄

水 建 設 株 式 会 枇

社 長 清 水 康 雄

社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常務取締役支応長 小 栗 賛 吾

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 二 ノ 二

夜 間 専 用 土 佐 姻 ( 44)

清

本

組前銭
株式会社。

本 居 ・大阪市西区京町樹上通一丁目三三番地 ・電 話 大 阪 (44) 2431- 7番

東 京 支 庖 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 東 五 丁 目 二 番 地 ノ 一 二

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 材 木 町 一 丁 目 五 番 地

福 岡 支 庖 ・福 岡 市 箔 屋 町 一 六 番 地

出 張 所 ・札幌・擁岡 ・仙台 ・京都 ・神 戸 ・岡山・広 島 ・徳 島 ・松 山・沖 縄

底阪 支大設建成大
⑤

 

源井石常務取締役支庖長

大阪市東区釣鐘町二丁目二十九番地 ・電 話 東 (94) 208 ・321- 3251雲

， 

、

支 底阪木 監 大土本日大
⑧ 

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地

電話大阪 (34) 5931 ( 代表 ) - 5 9 3 4 番

神戸市生田区下山手通八丁目四二番地ノー電話元町 (4) 2114番

岐阜市長住町二丁目 三番 地 電 話 岐 阜 (2) 6141 (代表) - 6145 

東 京 ・ 名 古 屋

や1
1
戸営業所

木 社

支 庖

4  



夕、

針

底務工中竹

株 式

会 社③ 

庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 二 丁 目 3 0 番 地

電 話 大 阪 34局、 代表 4751 .代表 7351

営 業 所 ・札幌 ・仙台 ・東京 ・横浜 ・静岡・ 名古屋

京都 ・神戸 ・広島 . 高松 ・岡山・ 福岡

本

鉄道建設興業株式会社大阪支庖④ 

義

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピノレ七階) 電話掘川 (35) 883 ・2427 ・2693

本 社 東京都千代田区神田三崎町二丁目六番地

電 話 ( 九 段 ) 代 表 8 4 1 1  - - 8  4  1  5  

尚島西取締役支庖畏

田 組 大 阪 支 底戸

株 式

会 社

⑥

 

常務取締役支庖長 石 丸 正 名

大阪市北区真砂町三二番地 ・ 電 話 @ 5 9 5 1 - 8 番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 三 番 地

支 庖 ・札幌 ・仙台 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・福岡

大阪支庖 営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

西 松 建 設 株 式 会 社 関 西 支 庖

雄

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川町十三番地

大 阪 市 東 区 釣 鐘 町二丁目四十一番地

電 話 代 表 @ 8  4  3  1  

勝橋高取締役支庖長

社

庖

本

支

.  

庖支阪大組
日

現

F

E

E

 

株 式

会 世@  

.、
4  

勝

大阪市東区検堀二丁目七O 番 地 ( 電話 北浜 (23) 代表 5035)

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一丁目 一番地( 電話赤坂48代表2171)

庖 ・仙 台 ・名 古 屋 ・大 阪 ・福 岡

5  

手IJ村牧
取締役支庖長

本

支



庖務工木藤

株 式

会 社@  

庖 ・大阪市東区両替町一丁 目 一 七 電 話 東 (94) 451- 4番

庖 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地

‘ 岡 山 県 倉 敷 市 旭 町 六 六 O

香 川 県 高 松 市 内 町 一 O 七 番 地 ノ 三

出 強 所 ・津 ・ 岡 山・ 新 居 浜 ・徳 島 ・京 都

本

支

田 組 大 阪 支 底藤

式

社

株

メ』

ｾ＠
@  

雲控室 村 島 良 雄

大阪 市 北 区堂島中 二 丁目 三 八番地電話< @757 ( 代表)

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 洲 凶 の 五

支 庖 ・横浜・ 仙 台 ・名古 屋 ・大阪 ・広 島 ・九州 ・札幌

大 阪 支 応組柄異

株 式

会 社。
天王寺⑪1521、6謁 1番

電話( 金沢) ③1266番

大阪市天王寺区生玉前町九五番地

金 沢 市 弓 ノ 町 二 五 番 地

東京 ・大阪 ・名古屋

金 沢 ・富 山・ 福 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・神 戸 ・和歌山

本 社

支 庖

営業所

組ホサ松
株 式

会 社。
大阪本庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 二 丁目 二八番地 電 話 代 表 東 @ l 3 1 7 3

東京支庖・・東京都千代田 区内幸町一丁目一番地 電話代表東京@ l 2 2 2 6

札幌支庖 ・札 幌 市 南 一 条 東 三 丁 目 九 番 地 電 話 代 表 札 幌 @ 9 1 5 1  

広 島支庖 ・広 島 市 大 手 町 七 丁 目 三 三 番 地 電 話 代 表 西 @6 1 5 1  

福岡支居 ・福 岡 市 上 市 小 路 二 二 番 地 電話 代表 東 ③ 3 6 6 7

営業所 ・水戸 ・名古屋 ・京都 ・福知山 ・岡山 ・呉 ・高松 ・八幡 ・大分 ・沖縄

， 
、

井 建 設 顎 大 阪 支 庖

ー---'・

・ーー回畠

司-ーー.... ・⑥ 

受注芸 伊 豆 倉 武

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 一 丁 目 五三番地 電話大阪 (44) 代表4020

本 社 東京都中央区日本橋室町二 ノー (三井ピノレ) 電話日本橋 (24) 代表3261

支 店 所 在 地 札 幌 ・横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 大 阪

大阪支庖管轄営業所 京 都 ・神 戸 ・ 和 歌 山・ 奈 良 ・ 岡 山

6  



社

負

A  

ｾ＠

請

式

式

株

事

業

工盤

工

建

鉄大⑥ 
大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8 番 地

電 話 大 阪 (36) 1  7  1  - 5 番

居 大阪 ・姫路 ・天王寺 ・松阪 ・桶知 山・ 米子
支

組岡
株式会社

@  

三 郎

電話大阪 (36) 2967 ・2984番

電話 (86)  4 15 ・218番

電 話 枚 方 6 5 5 ノ 三 番

電 話 豊 崎 (37) 5  4  9  3 番

岡

大阪市北 区堂山 町 八 九 番 地

京都市右京区嵯峨 明 星 町 一

枚 方 市 伊 賀 七 七 五 番 地

大阪市大淀区中津本通二丁白

取締役社長

底

庖

所

所

張

作

本

支

出

エ

本土
ｾ＠
ｾ＠式株組

••••••• ••••• •• 
，

 

谷畏@  

取締役社長 長 谷 川 為

社 大 阪 市- 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 天 王 寺 (77) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9 2 9

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

・電 話 天 王 寺 (77) 9  0  4  4 番

本

工 作 場

株 式

会 社

水 野 久

支 応 長 梅 沢 正

大阪市北区太融寺町120 電話大阪 (34) 2107 ・2816 ・(36) 3987 

工 作 場 開 北 区 銭 野 町 71 ｾ話大阪 Ｈ ＳＷ Ｉ 1  9  2  1  

本 庖 京都市下京区西七条市部町17 下 8 0 5 2 ・8 2 7 7  

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

庖支阪大設建⑥水 野

市
取締役副社長

万年煙突・波型スレート・各種ラス・ルーフィング・ベンチレーター・クレオソート

コ ー ル タ ー ル ・ ヱ ラ ス タ イ ト ・ タ ー フ ェ ル ト ・ 避 雷 針 金 具 ・ 樋 受 金 物 製 造 卸

伸 銅 品 ・和 洋 建 築 材 料 一 式

万 年 ス レ ー ト株 式 会 社 代 理 屈

居

7  

中 屋

大 阪 市 南 区 高 津 一 番 町 七 一 番 地

屯 話 南 (75) 3  8  3  6 ・3 8 3 7 洛

本田

-、

， 



組上井• 蔵

電話@0530(代表) 2823 ・4782

電 話 ④ 0 4 8 5  

福上

大阪市都島区東野田町二丁目一五番地

神戸市生田区相生町四丁目九三番地

井長キ丑

本 庄

出 張 所

組西
A  

I  

式

社

株

三』

ｾ＠fぞ 宇 ¥

，ｾＩ＠ 松
ゴ主二

日藤佐取締役社長

電 話 ⑪ 8 2 3 1 - 3
大阪市天王寺区上本町七丁目( 上六 ピル内)

社会式株設建

品

T

，

届

ι

鍵

電話 @ 0 2 6 1 - 2

電 話 大 津 6 5  1  4  

定

大阪市阿倍野区阪南町中一丁目九番地

大 津 市 膳 所 北 浦 町 一 四 一 一 番 地

市

中

'
a

勾
，鍵取締役社長

本 社

営 業 所

栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

⑧ 
勇

電 話 @ 代 表 5 8 0 1  

電 話 @ 6  5  5  4  

上

犬阪市西区北堀江通一丁 目二二番地

大 阪 市 城 東 区 森 町 二 番 地

東 京 ・和 歌 山 ・福 井 ・徳 島

村取締役社長

本 社

工 作 所

出 強 所

d・、

組井坂

式

社

株

メ』

ｾ＠

⑮ 

@  9331- 4 

@  3  9  2  8  

治盛

大 阪 市 北 区 曽 板 崎 1ド- T 目 一 九

京都市上京区寺町今出川下ル扇町二六七

崎
I

 

l

 

-
-
-
a
F
 

代表取締役

活

所

巨

M

M

本

山

山

F

話

話

8  

屯

屯



業 株 式 会 社犬 洋 建 設 工

と〉
義

電話 ⑪ 2672・沼80・7113

電 話 和 歌 山 @3 2 2 5  

電 話 下 京 4 3 9 5  

電 話 泉 大 津 1 6 7 5  

信口戸

大阪市天王寺区北河堀町五四番地

和歌山市南材木町三丁 目 二 番 地

京都市下京区七条通西大路東入

泉 大 津 市 我 孫 子 六 九番地

木
取締役社長

庖

所

所

業

H

強

本

営

出

組末大

株

よ:...

3 三=

取締役社長

式

社

@  
男

電 話 ⑮ o5  5  5  ( 代表)

末本

大 阪 市 南 区 大 和 町 一 九 番 地

出 張 所 ・東 京 ・奈 良 ・神 戸

山

， 

'  

底務工

••••••• 
盲

目

F

/

谷長

式

社

株

会⑬ 

彦

電 話 @ 7 6 4 6 - 9

電話@ J 3474 ・4 4 7 8

電 話 ② 4 8  4  7  

武
l

 

i

 

--
.，

，

 
地

地

地

番

番

番

二

四

六

同

回

同

口

問

問

丁

丁

丁

五

二

五

町

町

通

5

手

幡

E

・
大

ヘ

淡

区

区

区

田

合

東

刊

葺

市

r
r
市

阪

和

戸

大

東

神

谷長
取締役社長

本 社

東 京 支 社

神戸出強所

社会式株設建動不
④ 

勝

司

d

内

L

F

h

d

M

内

L

A

U

q

t

U

F

O

 

唱

i

司

4

n

u

守
，打

@

@

@

話

話

話電

電

電

野

大阪市南区鰻谷仲之町五七番地

東京都港区芝新橋四丁目四八番地

神 戸 市 灘 区 大 和 町一丁目 六番地

広 島 ・ 石 川 県 小 松

庄
取締役社長

本 社

東京営業所

神戸営業所

出 張 所

9  
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(34)  1575(代)大阪市北区堂島浜通1ノ80孟男山 上商 会

ｾ＠

ヌL星 屋 電
株式会社

(77) 6636(代)大波市天王寺区上本町6ノ1イ侮唐住

ぷ〉、

:z:;;; 商屋紅
株式会社

.  

、
、
，

，，

代(

 

弓

'

句

L

，

勾

'

q

L

C

O
司

A

4

品

市

凸

ヨ

、
‘
，
J

u

 

r

s

‘
、

360 

(23)  447 

569 

大阪市北区神明町40

大阪市東区高麗橋5ノ28

勇

正男

平 山

姉川

株式会社 東 亜 電 気 商 会

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 (34) 8131 ( 代)大阪市北区曽根崎町上l ノ41騰今 村

(44)  5231 ( 代)大阪市西区江戸掘南通1ノ37三郎菅谷

大阪市此花区a恩貴島南之町73 (46)  4651 ( 代)古谷庄太郎

771 ( 代)(23) 大阪市東区北浜3ノ47野 上清二郎

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

r 太 陽 電 設 工 業 株 式 会 社

野 上 工 業 所

栗 原 工 業 株 式 会 社

株式会社

株式会社

(お} ; 認( 伐)

大阪市北 区永楽町8

日産生命館内

信 虎栗原

(36)  2891(代)大阪市北区太融寺町54寿男工 藤株 式 会 社

ト 電 気 商 会

八千代電設工業株式会社

t ニエE

ヌL藤 電工

(34) 3056(代う大阪市北区西堀川町15-山本竜太郎ーョFヤ株式会社

大阪市東区森之宮東之町高架下 (94) 6531 ( 代)秀 尾梶本

(34) 8374( 代)大阪市北区曽板崎上1ノ10義夫山川

(23)  6951 (代)大阪市東区今橋2ノ16松本芳太郎

(73)  4035(代)大阪市生野区勝山通9ノ72猪飼幸次郎

( 臼) 1713 大阪市西成区東四条3ノ3義明近藤

業

株式会社 松 重 電 機 商 庖

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社

近 藤 工 業 株 式 会 社

浅 海 電 気 株 式 会 社

所工)I1 山株式会社

(お)2;i( 代)大阪市東区北浜2ノ69正雄浅海

( お) 毅( 代)
大阪市北区東婦川町11信 三助 野三和電気土木工事株式会社

t  
(36)  2138(代)

大阪市北区絹笠町田

堂 ビル内

大坪井社
盟主株式会社

( 26) 2951( 代)

3076 (代)

大阪市東区高麗機3ノ1

東綿ピノレ内

下山田政友三機工業株式会社大阪支庖

(34) 7171 ( 代)大阪市北区南扇町12太佐 藤
近 畿 電 宗 工 事 株 式 会 社

明 利 工 務 広

大 阪 営 業 所

(45) 4772( 代)

10 

大阪市福島区上福島南3ノ89忠 義馬 淵

株式会社



一 一 特 命 又 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 しま す 一一

電 気 工 事 蹟 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 溜 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪. 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪 市 西 淀川区御幣島東一丁目 ニ0

電 話 淀 川1 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山・ 広島

、，

電 気 股 備 工 事

股 針 ・ 施 工
， 
， 

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之島三丁目 三 朝 日 ピル 6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大 代 表)

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ四丁 目十一番地

包 括 大 阪 局 @ 5  2 0 1 番(代 表) - 3

電 気 工 事 蹟 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本社大阪市東区北浜三丁目 四 七 電 話北浜@770- 3

支庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 日10

支 庖 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 - 2

出 張 所 東 京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・田川・ 大分

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 縛 三

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 二 丁 目 五一

電 話 ⑬ 5148 ・64ω ・前46

営業所 大 阪 市北区絹笠町五o ( 堂ピル八階)

電 話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1  

出 張 所 東 京 ・名 古 屋

A  
， 電 気 工 事 各 種 霞 計 施 工

〈争 株式

会社 松 室 電 機 商 底

取 締 役 社 長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁目 十 六 番 地

電 話 北 浜 @臼51 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営 業 所 東 京 ・神戸 ・岡山・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 勝

本 社 大阪市北区 曾桜崎上一丁目四ー

電話 大阪⑧ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 ⑧ 代 3 .Q5 6

東京営業所東京都中央区銀座東 8 丁目 4 番地

全国燃料会館502号 室 篭 話⑧7必4

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

工柿

輿

霞般全事工気電

社
株式会社

取 締 役 社 長 坪 井 大

タ ケ ν

本 社 大 阪 市 北 区絹笠町50番地位ピル703号室}

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表

支庖東京都中央区日本橋箱崎町三丁目二番地

電 話 兜町⑧1478 ・1479 ・1470番

出 張 所 大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ューズ分電磁 N F ノーヒ ューズ配電盤

後 光 灯 ・モー ター・ 変 更 器 ・冷 暖 房 ・エ レベーター

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四三務地

電 話 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・1 5 7号- 9

11 



一一特命文 li 指 命 の 場 合 は 本 欄 を 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 霞 備

設 計 施

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 態 備

設 計 施 工 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一回 @ 代表7031

東宗都港医芝琴平町四O ⑧9278 

名古屋市中区新栄町二丁目ー⑤1820

福井市宝永上町一0 五 1596 

広島市石見屋町五五 @ 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④1158 

株式会社

本 社

出張所

社

@代2613・2061

8 4蜘

g  m6  

295 

. 6.  

ｾ＠

次

式

文

大阪市西区京町堀上通一丁目七

神戸市灘区福住通二丁目ーの五二

名古屋市中区宮出町四七

東京都北区上+ 条一丁目ー0

岡山市住町七六

回

株

山

業

取締役社長

エ田山

本 社

営 業 所

出張所

ム

一
宇

会

電気云履 希 房 ・水道 ・衛生

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

信 大阪市西区江戸掘南通一丁目 三七番地

電話代表土佐堀 ｀ ＵＲ Ｓ Ｑ ｾ
東京都中央区銀路東二丁目一三番地

電話代表銀路東⑧必91番

名古屋市中区南武平町 二丁目一番地

電 話 代 表 中 @ 4491 番

京都 ・神戸 ・関山・ 広島 ・福岡 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

株 式

会社

設 計 施 工

短 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

給 排 水 ・

暖 冷 房・ ・

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

代表取締役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 一区高温 町 一 ・電話重量崎⑨7575- 7

京都市東 山区大和大路大仏前 ・電話砥閣⑥4945- 6

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話元町④5892
所

式

社

東

練

会

出

創 業

大正ニ年

強

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・某他管工事

設 計 並 施 工

特 許 Y M式 J レーブドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

. 久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区l頓鹿町通一丁目四四蕎地

電話本町J 局⑧代表4496- 8 蒋

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8 番

金沢市高岡町三五電話金沢本局②2074

福井市減之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一O六ノ 三 電話高松5195

阪 后

幌 庖

大

キL

庖本

所

所

所

業

張

張

営

出

出

沢

井

松

金

福

宜

向

名 古 屋 后

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 計 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

1 代 表 1 1  

電 話 @i 代 表 1 3 5 1 番

芝京都港区芝田村町 6 丁目 電話審代表7151

古屋市中区材木町 1 丁目 電話 27回

京都市下京区烏丸通松原下J レ電話⑤ 1989 

神戸市生田区北長狭通2丁目篭話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切・ 工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

粛 藤 省 三 商 底

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐堀通大同ピノレ 714号

電話土佐掘@ 1568 ・1569 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② ∞10 ・0956③4661

名古屋市中区南大津通一丁目千代

田 ピ ル 522号 電 話 中 局 @ 1766

社須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 活

福 岡 支 応

三機工業株式会社大阪支庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支后 ・出張所 名古屋 ・福岡・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装i註 ・都市廃物処理装置
A  

・.

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島三丁目( 朝日ピノレ九階〕

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目ー

材建

本社及東京支直

営 難 所

株式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

12 

会

大阪市大淀区中津南通二7 目五一審地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 番

東京司E務所 東京都港区西芝浦三丁目ー務地

電 話 三 国 @9 3 7  1 務

式株



一一特命叉 iま指. の場合は本欄. J t : 御利用の程お願い致します一一

設計並ニ施工

社 大 阪 支 底

温湿度調整装置、媛房、冷房、水道、搬送機設備

A  

' X E  
工 業 株 式第

{a代表)0977

0978- 9・0970

2 6 3 1 - 4  

7  3  3  2  

2 8 9  3  

⑧ 

⑧ 

電 話 大 阪

話

話

話

電

電

電

大 阪 市 北 区 富 田 町 三 O 番 地

東京都千代田区丸 ノ内ニ ノー0

仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O

名古屋市東区東門前町 三 ノ 六

本 社

仙 台 支 庖

名古屋出張所 ③ 

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

暖・冷房・空気温湿度調整装置

東洋キャリア工業株式会社

工施計設

庖

大阪市北区堂島船大工町五三務地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

本社東京都中央区日本橋兜町三丁目二子四番地

出 張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 東 京 都 足 立 区

‘' 

支阪大高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地 f朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地本

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北ニン丁目一番地

沼 話 福 島 ⑮ 3 3 9 1 - 4 審

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 四 谷 1 3 2 4  ｾ番
神 戸市 生 田 区 下 山 手 通 八 丁 目 三 三

位 話 元 町 ④ 5 3  7 審

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

A  

ｾ＠
株式会社

大阪市北区曽根崎新地三丁目五十三ノー

Ｈ市電桜橋停留所前Ｉ電話大阪 ｾｾＱＲＷＴ ＭＶ
支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

庖

本

支

出張所

|陶管ベンチレーター

必』

:z:s: 
i

四

4

ム

」

Z

罰

F
』

F

J

J

噌
ム

恥

@

幸

一
四

阪

回

大

一
-
一

肺

務

大

向
山

式

社

株

会

CONT RACT OR 

庖

負

塗 装

請事工

PAI NTI NG 

装

林

塗

株式

会社

管コ.ヒ
-・・園田・

、.、

黒

TEL . 大 阪 @1756ート 東 京 ⑧ 1335

. d.  

":z:s> 

ア - 7 ー コ ー ト 近 畿 総 代 理 庖

近 畿 建 材 工 業 株 式

防 水 美 装 塗 料 … … ア ー マ ー コ ー ト

特殊防水パテ… … パノレカテックス

ラテ ックスペイシト… スプレッドサテン

社

リグメイド床・床材料a‘  、.

業

目

営

種

製造・販売・施工

販 売 並 責 任 施 工

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 大 阪 @ 3003 番

13 

福屋工業株式会社

大阪市西区南郷江上通一丁目州一

電 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7

庖本



取締役社長 佐 藤 太

本 府 大 阪 市 北 区 南 扇 町 十 二 番 地

電 話 大 阪 ⑧ 7 1 7 1 - 8 呑

支 庖 大阪北・大阪南・京都，神戸・姫路・奈良・和歌山・滋賀

支 社 名 古 屋 ・ 広 島 ・東 京

ーーー冷 暖 房 の

オ ー ト メ ー シ ョ ン

一営 業

空気調和用調節機器 ( 輸入)

I:l  

ロロ 目-

温度調節器，湿度調節器，圧力調節器，動力弁， リレー等

マイクロスイッチ ( 輸入)

工業用計器・自動制御機器 ( 製作 ・輸入)

流量計，温度計，液面計，圧力計，比重計，パノレフ.濃度計，

ダイア ブラム ，調節弁，パタフライ弁，パワー・ ν リシダ一等，

計器盤，図示計器錐.

その他ハネウヱル製品 ( 輸入)

電 動 弁

東 京 ・大 阪 山 武 ハ ネ ウ エ ル 計 器 株 式 会 社 小 倉 ・名古屋

14 リト
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Jr 11 /}'/ f({@ 

。

刈

ゾ

E

C

T。

R  

C  

録

贈

ロ

豆

〉

型

1 8 3 9 2 9  

No.  4  5  1  0 4  8  

No.  4 6 4 7 4 9  

No.  言;，
特

2  

実用新案登録

大江ピノレ一 新 晃 工 業 株 式 会 社 一電話大阪@0136 ・0137 ・6749

東京都千代田区丸の内三丁目仲四号館六 一 東 京 新 晃 工 業 株 式 会 社 一屯話東京@5009 ・飽09 ・臼 61

大 阪 市 北 区 絹 .笠 町

15 



-・

電 話 北 浜 @4 9 7 5 番

幸 治 郎

大阪市東区道修町 1- 3 ( 花房ピノレ)

支 部 長 岩 住

大 阪 支 部

， 

・へ

t  

西

日

本

規

格

サ

ッ

シ

株

式

会

社

株

式

会

社

岩

住

鉄

工

所

株

式

会

社

汎

建

製

作

所

日

本

建

鉄

(
株

)

大

阪

営

業

所

東

京

鋼

板

工

業

(
株

)

大

阪

支

庖

中

国

理

研

サ

ッ

シ

ュ

株

式

会

社

理

研

鋼

機

(
株

)

大

阪

営

業

所

大

阪

理

研

工

業

株

式

会

社

大

阪

建

材

工

業

株

式

会

社

大

阪

機

工

株

式

会

社

株

式

会

社

大

阪

鉄

工

所

加

地

シ

ャ

ッ

タ

ー

工

業

株

式

会

社

川

鉄

商

事

株

式

会

社

魚

崎

工

場

合

資

会

社

関

西

鋼

業

製

作

所

谷

山

鍋

機

株

式

会

社

浪

速

建

材

工

業

株

式

会

社

不

ニ

製

作

所

大

阪

支

庖

栄

進

鋼

業

株

式

会

社

麻

村

サ

ッ

シ

ユ

工

業

株

式

会

社

尼

崎

建

材

株

式

会

社

三

機

工

業

(
株

)

大

阪

支

底

近

畿

車

輔

株

式

会

社

昭

和

鋼

機

(
株

)

大

阪

支

庖

16 



ヲし よ燃 え な い 家 を 造 り ま

わが国ではＮ毎 年 火 災 のために Ｔ ＰＰ 低 ｦｬｬ に近、、 ｾ 大な ｭ 尖とＮ

守主寺 を生 じ て い ま す 。

弘 jj ! は. 一 日 も 早 〈 ニ の よ う な ニ と か ら 解 放 き れ な け れ ば な り ま せ A

そ の た め に は 燃 え な い 雄 策 材 料 が 必 婆 で す 。

当 ｾｊ ではＮ こ の 必 盟 に 1必 え る た め に . .lt;¥: l直 の 建 築 材 料 と し て . す で に

欧 米 で 大量 に f郎 l'l l l > れている「料ムt 形 鋼J を. 当 社 川 崎 製 鋼 所 の 続 鋭 ，!lt

備 で生首: ー し て お り ま す u

こ の 「 穏鼠 形鋼_ J It.. 総 〈 て 丈央 な r j ¥f ' 鋼板j を 冷"s 成 型 し て .

の 形 鋼 を ー対 立 に 生 産 す る も の でf耐 俗 も 低 廉 で すL

大 き な

.  

各 種

| 富士裳銭の軽量形鋼 l

•••• •••••••• •••• •••• 
司

-

-

-

•••• •••• •••• •••••••• •••• •••• •••• •••• 
・伺

.

.
 

四・・・
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l

i

 

l

 

i
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フアF

ヨー学ヨーセメント

‘  
.  

-、

ｾ＠

社

. 6.  

ｾ＠株 式トンメセ大 阪 窯 業

大 阪 ・伊 吹繍エ東 京 ・名古屋庖- 支大 阪社本

17 



建築め美装化

自白ボルトランドセメント

用 途

建築の内外面の仕上塗

装 飾 用 ・採 光 用

標 識 用 ・各種加工品

"  

社 長 安 藤 豊 様

本 部 東 京 丸 ノ 内 l ノ 1 ・鉄 鋼 ピ ノレ

大 阪 支 底 大 阪 権 問 ・ 第 一 生 命 ピ ノ レ

アザノ lく婁? ｅｾｾ ｉＭ

-.  
日窓セメント株式会お

Ea---

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6 階 電 話 大 阪 (36) 3351- - 6 量 t  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 丁目 9 番地

事 務 所 北 海 道 ・東 京 ・ 関 西 ・ 九 州

出 張 所 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 高 知

包 装 所 劃11路・函館・青森・下板橋・横浜・新潟・名古屋・小倉

••••••• 
・J

J

.

、.

18 
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御一報次筋

説明書急送

醒璽盟国 タゐroo

電 球 に な い l欧 蛍 光 ラ ン プ に も な い 味

i互 代 を 彩 る 照 明 の バ レ ツ ト に

新 た な 一 色を加えたもの・・・・・・

そ れ は ? ツ ダ 高 圧 水 銀 ラ ン プ で す

園圃園田里

水 銀 灯 の 投 光 照明 は …

ホ 銀 灯 秘1特の主砲t k 弘・光色は. 主E

物己主商に投 Ｉ｜ＧＺＩｉＨ Ａｉ明を与える ｉｉＮｾＮ オ-

オ ン や そ の f也の司I 飾沼; 板符 k は日1)

な . 上 品 で 常 に 新 鮮 な 感 じ の す ば

ら し い 美 的 感 覚 がm ら れ . 郷 会 の

突しさと，t ; : ， f.立 を 高 め る に 是 非 必 要

な 也 の と な 勺 て い ま す 。

またホ量4灯 の 晶 つ 高 い 発 光 効 曜

は . ＨｾＩぇぱ ＴＰＰｗ の ｢ ので 一 般 ＡＡｦｴ

1 I ) j 用地味の I K Wの b のに[ ! ! ; 倣す

る の で . 広 場 や 鉄 道 掛 車 場 ， そ の

f也 屋 外 作 業 場 の 投 光 州 明 に . 明 る

〈 経 済 的 な 結 * が 俳 句 れ ま す 。

東 芝 商 事 株 式 会 社 大阪支店大阪市北区堂島浜通 l の 1 5 電 話 大 阪 側 1 1  0  1  
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コンクυFトIZ .1煉瓦/ て/

ハンマーゼ簡単 (z 打込める釘
⑨ 

日動 コンク リート釘はコ ンク リートや

煉瓦に，木材 !!L. '打込むと 同様にハン

マーで簡単 に打込める もの で，そ

の能率 のよ いこ と， 碇着の確実，

そ して経済的な ことは実に驚嘆 の

的で正に革命的な釘の出 現です。
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函雇国 「詳細につい;7fzf 盗 致します」

自本動力安芸機饗危所株式曾な

電話 大阪 (35) 6 3 3  1  - 3  

電話東京下谷(83) 3831 ・7311 ・9954

電藷 仙台 ( 3 ) 1529・(2) 5413

電 話 大 阪 ( 26) 5  0 9  1  - 6  

電話 大 阪 ( 35) 6  3 3 4  - 5  

電 話 大 阪 ( 26) 1  8  3  1  -: 6  

電 話 大 阪 (23) 5831(26) 2037 

鮫 2登元

本 社 工 渇 大 阪 市 北 区 東 郷 川 町 25 (三原 ビノレ内)

東京事務所 東京都千代田区神田佐久間町 3 の32 (内善 ピノレ内)

仙台出張所 仙 台 市 元 鍛 治 町 2 番 地 の 3 ( 小河原会館)

株式会社日垣本社 大 阪 市 南 区 安 堂 寺 橋 通 2 の 3

日動電工綜式会社 大 阪 市 北 区 東 娼 川 町 1 5 - 5  

湯浅金物株式会社 大 阪 市 南 区 末 吉 橘 通 2 の 1 0  

太平商事稼式会社 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 5

代理広

1 1 f f  ｊ にイｾゆ又ｼ

-p  

t  

用 途

量近の主なる納入先

日本国有鉄道公社

日本電信電話公社

建 設 省

農 林 省

東 京 都 庁

大 阪 府 庁

電源開受株式会社

石油資源開発株式

会社

松下電工株式会社

株式会社 間 組

大成建設株式会社

其ノイ也

軽く・・・

強く・・・

簡単に建つ

特 徴

・組立解体1(. 特別の技能を必要 としな い0

・簡易不燃構造である 。

・軽量鉄骨構造なので費用が低廉で、耐久年数が高い0

・骨組、外観が美麗 である 。

・積々の建築に利用でき工期が短い。

主 な る

倉庫、ガ ν ー ジ、

工場、事務所、工

/ 五和心 • 事現場事務所、飯

( 1一、1 場、簡易住宅、ピ

穴知人フスZ 業株式曾祉

本 社 大阪市南区 日本編筋2 丁目 39 電話(64)3966 ・ω86番

場 大阪市都島区中野町 1丁目 1 電話(35)1140 ・臼73番

東京出張所 東京都港区赤坂宵山高樹町 6 電話(40)2327 ・5802番

名古屋出強所 名古屋市中区南久屋町2丁目7 電話 ( 24) 5  5  0  8 番
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、風

.  
ー
、

l t  

砂 新 し い 設 計 に は丈夫 で使い やす いハードボード

最 新 の 設 備

最 高 の 品 質

最 大 の 生 産 量

建 築 ・ 家 具

造 船 ・ 車 輔

キ ャ ビ ネ ッ ト

. カタログ御入用の節は御遠慮なく御申越下さい

日 本 ハ ー ド ボ ー ド 工 業 株 式 会 社

本社 名古屋市中区広小路通 6. - 3 住友銀行名古屋 ピル電話本局@ 代表1281

工 場 名 古 屋 市 港 区 汐 止 町 電 話 築地局 ⑥ 1970 ・2665

代 理 庖 ( イ ロ ハ 順 )

伊 藤 忠 商 事 株 式 会 社 ・ 安 宅 産 業 株 式 会 社

三 菱 商 事 株 式 会 社 ・ 住 友 商 事 株 式 会 社
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年新賀謹

( いろは順)建 材 信 和 会昔からの建材庖ゆるがぬ信用

大阪市東成区東今里町四丁目

40 

電

株 式 会 社元 工 業岩
カ イ ラ イ ト

通 風 装 置

( ベンチレーター)

建 築 材 料

元 式 ス

元 式

岩

岩

0 6 1 6 - 7  

大阪市西区新町北通一丁 目40

⑬ 話雄

日 新 工 業 塁 塁 大 阪 支 庖

支 庖 長 井 場 績

貧民元

ド._，

Zヨ長社イ也

g印 ノ レ ー ブ イ ン グ ・ フ エ ノ レ ト

印 砂 付 J レ ー フ イ ン グ

@ 印石綿クエノレドノレーフイ ング

陸昼椴 ・地下室防水及耐般工事 賞 任 施 工

のそ

5 2 8 1 - 3  @  話電

大阪市東区伏見町五丁目 3

東 洋 陶 器 芸誌 大阪営業所

所 長 増 田 宏

衛 生 陶 器 ・同 附 属 器 具

.-
電 話 @ 4518- 9 ・1424

発飯造製

大阪市天王寺区大道三丁目

125 

電 話

洋 瓦 株 式 会 社洋東
瓦

瓦

瓦

型

ユ

器

工

s

v
陶

施

.

ツ

-

任

f

-
一
瓦

質

1

・

Y

パ

型

光

ν

ス

J

J

版

フ

E

造

洋

洋

洋

製

東

東

東

3 0 7 6 - 8  

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1

⑫ 友

研 究 所

庸 平

木

口
城

城

阪

長

大

社

式

主

株

会

青長社

l援 冷 房 ・給 排 水 ・換 気 ・衛 生

汚 水 浄 化 装 置 ・ 大 正 便 所

設 計 ・ 施 工
7 5 7 5 - 7  

建

鉄

ガ

@  

大阪市西区立売掘北通一丁目

29 

電 話 @l 1 2 1 2 ・1 6  6  7  

話電

商 庖

甚 蔵

口

弥

野

野

長 小社

株 式

会 社

物

棒

接

金

.

圧

築

板

ス

鋼型鋼

大 阪 市 北 区 木 幡 町 56

奥 村 重 兵 衛 商 庖

社 長 奥 村 重 兵 衛

津

株 式

会 社

骨

ス

ス

プ

進 式 軽 量 鉄

進 式 リ プ ラ

進 式 メ タ ル ラ

進 式 ク リ ッ

口

M

口

同

口

同

口

M

4 1 3 1 - 4  @  話電

大阪市 北 区堂島上一丁目 24

装 飾 株 式 会 社河
室 内 装 飾 設 計 施 工

窓 掛 ・リ ノリ ュ ー ム ・アスタイノレ

オ 3 エy タルクロス ・ニフポ γ クロス

カ ラ ー ク ロ ス 製 造 発 売 元 1 3 5 1 - 3  

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

@  

耐

話竃河 津 喜 之 助

式

社

株

会

妻

業

i
邦

工

井

学

松

長

化

長

社

酸

ヰE耐 酸 防 水 エ

ポリエステル ν ヂソライニソグ

エ ポ キ νν ヂ ソ ラ イ ニ ソ グ

耐 酸 塗 料 電 話 ⑧ 0178- 9 ・41 61 

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町25

産 業 株 式 会 社置玉

石 灰 ・ セ メ ン ト ・ 壁 材 料

大阪窯業セメ γ ト( 株) 代 理 庖

コガネライト ( 蛭石) 製 造 販 売
6 6 7 5 - 7  @  話電玉 置 孝 太 郎長社

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38

業 株 式

会 社

昭 二

装 工

竹 林

塗

長

林竹
ヰE工装塗般

電 話 @ 0564- 5 ・9932

株 式

会 社

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 7

子 庖

経 政

田 硝

長 村 田

村

社

業

各 種 硝 子 工 事 一 式

建 築 用 特 殊 硝 子 工 事 一 式

i背 負

tミま市

電 話 @ 4  5  8  0 ・3 3  6  7  

大阪市東淀川区新高南通一丁

目14
クトンケ

株 式

会 社)

E
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U

ル

ヲ

J

イ
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n

塗

円

只

1

r

・

用

器
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ム

ほ

μ

一
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一

リ

寸

l

掃

』

ヨ

ロ

ノ
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h

H

げ

M
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負

ク

ク

ル

守

L

J

f

J
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l

l

 

y

y

オ

掃

ケ

ケ

ア

f

出

体

ロ

H

艶

液

フ

床

も

電 話 ⑧ 0864-6・1416・1658

建

サ

大阪市南区安堂寺橋通二丁目

3  

電

市

本 社

垣 太 市 郎

清木鈴

垣

長

長社

自

社

株 式

会 社

物金金 物 ・ 建 具

ν ュ 金 物

製 造 販 売

築

'( 

- 6  

株 式

会 社

5 0 9  1  

大阪市西区阿波座中一丁目 5

⑧ 話

J レ

日

田 タ イ

長 平 田 伊 三 郎

平

社

式事エ
JIノイタ

- 5  1  0 0 3  ⑧ 話電
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グラクチング防水工事

アスファノレ ト防水工事

ワ カ 式 化 学 防 水 工 事

グ ナ イ ト 工 事

薬液注入土壇硬化工事

専売特許

社設建水防阪大

専売特許

株式会社

電 話 南 ⑮ 2595 番

電 常 本 局 @5075 番

電話元町 ④ 6930 番

電話青山 ⑩ 2432 番

大 阪 市 天 王 寺 区 餅 差 町 4 2 番 地

名 古 屋 市 中 区 和 泉 町 一 丁 目 九番地

神 戸 市 兵 庫 区 神 間 町 四 三 九 番 地

東京都渋谷区千駄ヶ谷二丁目四八O番地

本 社

出 張 所

• 

ト工事

防 熱

石 綿 ス レ ー

]]< 
防

庖商夫

ヲ

海上井
株式会社

大阪市西区江戸煽下通り一丁目七 電話@3520・4564・1005

東京都中央区日本橋室町一丁目一五電話ｾ 5 7 1 5  

本 社

出 張 所

の 品 質最 高

プ

本土

レ

ゐ.

3 冥

ド通・

式

鍛。

物 株

最 古 の 歴 史

ト・タフトン

化織
江

力一ペッ

住

ｾｉｬ＠ (25)  0  0  8  1  ｾ＠ 7  

電 (43) 7  4  0  6  ｾ＠ 9  

広 島 ・ 福 岡

大阪市南区安堂寺橘通四ノ五五

東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川町

札 幌 ・ 名 古 屋 ・

本 社

東 京 支 庖

出 51 所

衛生陶器・附属金具)v イタ

J I， イ
q  

• 

田卒

• 

本庖・ 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 一

支庖・ 京 都 ・ 事1
1

戸 ・ 広 島

電話新|町(53)1003 ・1004 ・1005番

営業所 ・芦 屋 ・ 岡 山

23 



近代! き覚と安くマ丈夫な異型鋼管 H O S H l  P 1 P E  

b 較さと精度 と美 しさに優る

〉手ザインパイフ。】

b 丸型に較べて縦，械のカが強力で

ある

b 材質は引抜鋼管，電縫管，瓦斯管

1>自Ys - 至6 吋迄製作在庫隻富

軽 量 鉄 骨

軽 量 鋼 製 窓 枠

の

設計 ・加工 ・販売

出

@ ι  

輸 送

⑥ 

24 

考多

星 金 属 株 式 会 社

大阪市西区立売堀北通二丁目二O

電 話 @ 5 5 6 3 ・2 4. 6 9  

ss 

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

工 場

機

取締役社長
-:r 

zョ 回 情 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  電 話 ⑧ 609 ・6575

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 53 電話 神 戸 ⑥ 6 1 6

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010 電 話 尾 道 お68 向島西 19

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 2丁 目 電 話 @504 ・6 4 7 8

S T E E L  DOOR  S A S H 

営業品目 鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用銅製建具扉の製造

近 畿 車 輔 株 式 曾 縫

T E L ⑫ 2 2 3  1 代 表 直 通 ⑫ 2 4  3  4  

製 作

エ レ ベ ー タ ・コ ン ベ ヤ ー

ホイスト ・リフト ・クレーン

111 設 計 製 作

据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K K

大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 勧 六 丁 目 天 六 阪 急 ピ ノ レ

T E L 大 阪 @381 2 ・4 9 8 7 ・9 3 3 9 ・7071 - 9

• 

• 
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風
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和

発 売 元

大 仏 組 主{Tlf 宮昨夏

本 庖京都市東山区今熊野池田町九 ⑥3555

大阪営業所 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 一丁目 ｾ＠ 975  

所

大阪市東区南麗橋二丁目九 野村 ピル否. 附

包 括 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 蒋

強出阪大

｟Ｇｉｾ 衛生阿審
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. 1 ' 士 感 謝 の 1芭
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標 準 セ メ ン ト 防 水 材 ・ 特 許 ヱ ツ ポ ン

特許=ニ ッポシ防水被・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ヅポン

施工指導並ニ責任模範施工
風向い辱安Bt .

黒 川 化 学 工 業 所

佐村木商庖

実 用 新 案

( 国立大阪工業試験所創製) セメ γ ト防水材特許権実

施工場

( 大阪営難所) 北区芝田町六八 電話北@7916

( 本社・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

御影 ③ 2723

営業所 大阪市東区京橋前之町二各種瓦茸工事諮負業

電 話 ⑧ 1 5 2 8  

ｾｎ 板・ Ｖ 樋・水切軒 Ｔ 通

排気ダクト・ぺ〉チk-9"; 運ｾ

ニ Ｒ ・ Ｓ￘ ＺｬＺ ダーメｾＧｾＹ，必日本建築技会優良証 ｂ 股領
大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会j批

STANDARD ME T AL  

広尾 ｦｾ 脇市堀自民区野江東芝膨 Ｔｔｏ 電話 ｩ 瓜東 ＨＳＳＩＴＴＸＱ

新居浜3n' S38 出張所四日市市電話四日市65 ・広 2473 

G  

③ 
コヌボード

日本楽器世葺級含板

タ ム テ キ ス

ヤ八ズ・ラヌ

目柑商省建材部

フローリンタ.

::r 

窓 掛 、 鍛 帳 、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 餓 輩 、 舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの手イロシ鍛遁と鍛麗発売元

亀 井 株 式 曾 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋〉

電 話 船 場 (25) 1  3  53- - 5 番

経 験 ι ⑥ 技 術

I . C. コンべス{ リクγ ィド)

手ラ全九九今 季f J Zと弓よ

末阪- = t .;./'、ζ 之 建 材 社
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N. G. イ ン シ ユ ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D . M3 8 番 責 任 施 工

重 責 任 施 工 米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売 三

i  乙プ( レは宮 内 外 工 業 株 式 会 社 i

z  ア ス フ ァ ノ レ トモ ノ レ タ ノ レ 床 舗 装 工 事 脇 山 静 夫 三

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電 話 ⑧ 3 4 3 4 - 6 三

重 耐 酸 ア ス フ ァ ノ レ トモ ノ レ タ ノ レ 工 事 工場大阪市阿倍野区旭町二ノ六六 三
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営 業 種 目

スカイラ イト 坂 本 式 ベ Y チ ν ータ一

連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 筋 工 場

坂 本 式

坂 本 式
Ａ易手事ｾ

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本社東京都 中 央 区日本編 江戸 縫 Ｑ ｾ Ｑｬ Ｈ明治 ピ ノレＩ

電話千代田@7266・袋159・9918

東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 城 東 ⑧ 3 9  1  8  

場工

シリンヲ ｌ レＯｻ ｾ ハンドル ｩｩ

縛ボ宇ンi I : シリンヲ--j"宣

アンチまシリンタ--f，l

シリンタιーナイトラッ子

シリン夕刊由 乙ｾ i童

各種目ｉ［ｾ膨込 ￑

会 社

谷 山 製 作 所

大阪市東淀川区三津屋北通四 電話豊崎⑧3117 ・7724.  
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製薬工場の床スカート壁など

に最適
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社式株業工板

圃

図

鋼

園

凶

京東

ス チ ー ル サ ッ シ ユ ;

ス チ ー ル ド ア ー !

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー :

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 1 8 番地( 衆稽ピノレ三階)

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 ノl . COO 電話荒川| ⑮8131- 4

、

φ 各 種 銅 繊 風 呂 釜 一 式

革協説呂・ボイラー・ガス風呂

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施 ヱ

各種送排風機・エロヒンヒータ ー・キ ャビネ ットヒーター

冷 却 塔 ・各 種 レ デ ス ター ・アネモスタッ ト類 製 作

藤 本 鉄 工 株 式 会 社

本 社 並 エ 綱 大阪市旭区赤川町三丁 目 二 八 電 話@ 1264 - 6

梅 田 営 業 所 大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O 電話@ 1144 - 5

名古屋出張所 名古展市東区駿河町一丁目三百E話①4594 ・5118

寝 屋 川工向島 根 肢 川 市 大 字 太 間 一 九 五 電 話〈寝屋川 )0ω4

ll 白 蟻 11

特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 矛 防 所

奈 泉 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話奈良 4098

( 近日移転先)

奈良市登大路二番町( 博物館前) 電話奈良4098

出張所奈良市春日町尾団組内 電 話 6011 ・伺12

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9  

FUTABAYA DECORATORS， 'LTD.  

主量ｾ物船 舶 等、ｩ 作工事

家瓦; 建兵喧内掛布工事 設 計 施工

内外織物 ・敷 物 類 一 式

( 創業大正 7 年)

ＨｾＱ 二葉屋装備工業株式会社
司 ｓｾ 取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630
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ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

三 高 製 作 所

大阪市東区谷町五丁目二八 電話東 ｾ ＲＹＶＹ ・ ＰＴＴＴ

株式会社

本社工場

株式会社

一 般 製 品 ス チ ー ル サ ッ シ ュ

スチール シャッター

スチー J レ ド ア ー

独 特 製 品 汎 建 型 上 下 げ 窓

双脚の四面が滑り合され自然iζ 気密度が高い。

。神高型竪形と出し窓

両開きや片開きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓 -

と出しと上釣りとが完全IC平衡連結され操作軽

快、開閉確実、体裁優秀な新型。

逓増減分銅付き ν ャ ッ タ ー

大型ν ャッ ターも軽くはやく開閉出来る 。

新 規 製 品 普及型上吊り引違い窓

質実堅牢で最も廉価・校舎宿舎などに最適

汎 建 製 作 所

大阪市此花区恩貴島北之町十一番地 包括 此花⑧2903・4461
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殺到の御依頼に応じます( 胞L は御 日由です〉

カタログ及び殴計多考資斜贈呈
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耐火・断熱・軽量・保温・保冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 3 - 7  

日 宝 蛇 厄 株 式 会 粧 ③ 

T  E  L  (23)  1  6  0  1 ‘ 5 6 2 7 ・5 6 2 8

、、.

岩 元 式

スカイライト並開ベンチレチ|
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豊 田 セ メ

ヨ事 社

事 務 所

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

才高

@  

，;  ト 株 式 会 社

岡 l黒 おi 回 町

倉・大 |仮 ・東 芳t

委主平田建築構造研究所

所 長 平 固 定 男

大阪市北区堂島上三丁目十二番地( 永和ピノレ内) T E L@  5  0  7  1  - 4  

ウツボライトM

ポリクレタ γ スポシジの吸音内装材

ウツボライト S

ポリスチレンスポン ジの吸音断熱内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深町一番地の- T E  L @  0129 

肉タト式ペシチレ- 9・

性能 ｴｾ さる ヨシヂニアX 並に簡型 (風力換気周)

バー押 ｉｉｾ .  '¥i チレ圃7・ ( 制 覇 、

肉例式文内イヲ

22 内 外 土 木 建 材 社
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』々 よ台 高指月 事霞無専業村主主畢

。 井 田 商 事 勝 手 む 会 社

大阪市浪速区歯円手町ー oー七百u也 ;事町駅慣物八号門前

電話 ( 5ヨ) 4 8 9 0 ・ ( 26) 4 8 0 9  

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株式会社鈴木シヤタア商会

大阪市北区茶屋町三十三番地

電 話 豊 崎 ⑧ 98 ・5837 ・8729

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事選

議 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアル トタイル工事選

議耐酸モノレタ ノレ工事 各 種 床 工 事 選
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大 阪 耐 齢 Z 業J i K

犬阪市北区浮 田町82番地 電話豊崎@1333番

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用)

コ ン ク リ ー ト の 穿 孔，削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 底

25 峰
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1芋 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @ 0 8 4 2 . 2 1 8 1
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ゼリー抹墜塗料

特 長

・ Ｑ 阿塗りで肉ｾＱＭ仕上げが 山 米る。

. 1由l子. ロー ラー . スポンヂでも塗袋が容J . }J

で. 垂れたり流れたりしないので衣服を汚

すニとは殆どない。

・乾燥が速い{ 術触30分) ので作業が容易で

ある。

・ゼ日 - tえのため使用制使t干の必要がない。

阪 ⑨ 示 忌D
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園
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A

M

M
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唱 100万の建物を美しくする

.  
， 

近代建築の玄関に

新しいデザインのマット

女洋式清掃用品専門庖女

信用と品質を誇る庖

O S ω ミサ三〆亨 K Y OT O

カユー ピー金属マッ ト・ 五 輪 印 床 油会

食ユー ビーゴムマ ッ ト・五 輪 印 モ ップ食

会ライシゴムマッ ト・五 輪 印 マ ッ ト会

食カラ ーライ シマッ ト・五輪印 ワ ックス会

食ニュ ーライ γ マッ ト・各 種 手 入 用 品 会

ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ 発 売 元

株式会社 水 島 商 庖

阿 I Z V S H I MA C O_  L T D  

大阪庖 ・大阪市西区北姻江上通一丁目

T  E  L @ 3 5 1 4  

8 2 4  6  

京都底 ・京都市中京区蛸薬師烏丸西入

5 3 6  3  

T E L ② 0 2 1  4  

工 場 ・京都市右京区西院松井町 八 ー

T E L ⑧ 1 6 9  7  
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セメント防水剤11-¥: 世鵜的水準セ行く

J I S合格呂め御健闘をZF

i.I ::.1 J y  : : J  

防 水 斉IJ ・ 会 給 部j

セ〆ント・る灰・フヲズターの着台剤 Ict 純鉱物tti. 絶対手笈、包

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ，f ! p 回りの場合 I ま

E〆: . 1 17 : 〆セメント抑止問健闘を

水溶性騎殊接着剤むシケン糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲJ . 末広布漣・其仰特殊枚料発売元

(主l録御通知次第御送附致予マス)

株式舎社新興建才女エ業所

大阪市面芭目、ソ橋・・電話新聞 ( 53) 1988・9720 番

五場大阪市住吉区衆長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212 巷
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T  E  L @1773- 5 

大 阪 路 市 東 区 淡 町 二 了 目 五 十 三 番 地

大 阪 市 西 区 京 Illr 痢 上 述 ー ノ ー 四

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・ 中 国 ・ 四 国 ・九 州
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筒1

室

星E

本

分



‘  

司.

-

・
・

令

麻村サ‘ νシュ互業株式舎髄

ｾ話大阪｀ 1859・2854・(i 272・8016番 "

筋三工掲 大阪市城東区古市大通2- 28番地

第四工海 大阪市城東区天王田町1- 171番地

電 話 名 古 屋 @ 4  0  0  6  

大阪市城東区野江東之町一丁 目十二番地

大阪市城東区野江東之町1- 11

大阪市城東区野江西之町1- 15

名古屋市中区下日 置町2- 25( 日置ピル内)

金 沢 ・ 広 島 ・ 松 山
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大正十四年

創 業

本社・ 工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁 目九番地 電話城東@1171- - 3番

東京営業所・ 東京都中央区銀座 東六丁目木挽館ヒソレ六号館ω7号室 電話東京@461l

福岡営業所・ 福 岡 市 天 神 町 三 番地( サ ンピル 内) 電 話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番
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K Kケン トク大阪市東淀川区新高F待遇 1ー 14
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自 家 殺 備 一 貫 作 業

大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

世官鎌周時 大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 岡f 2  1 番 地

本 全 土 工 渇 嚇 市 松 屋 町 l 丁 目 6 ｾ存地

出 E健 所 名 古 屋 T E'  L . 東 (9) 4  8  8  4  

T  E  L . 南 開 507 ・3137 ・3138
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会
第 3 9 絹 建 築 と 杜

第 1 号

高

麗

1  ¥ 

ぎ滋ミ 朝日石綿工業株式会批

大 阪 営 業 所

本 社

工 場

大阪市北区神山町四六電話犬阪⑧怒i結ぷ

東京銀座七. 営業再f- 東京、検浜名古屋.岡山九州北海道

東京.横浜山梨 .名古屋.大阪岡u. l . 門司宮城

接着剤はセメダイン附の

サンライトセメダイン

硬質繊維板 (ハードボード)

|標準サイズ
厚 さ 重量( 枚) !J Hi 絡( 枚〕

3尺X 6尺 6.0kg ￥ 390 

1. 3分 ( 4 現時)

4 尺x 8尺 10. 7kg ￥ 850 

3尺x 6尺 7. 7kg ￥ 620 

1. 5分 ( 5 χ )

4 尺x 8尺 13. 5k.!! ￥ 990 

… 司 ￥
2.0分 (6. 5ヌ) 一一一一ー

4 尺X 8尺 ￥1，3∞

甚企丞亙 ｡ｾ
製造元 日本レイヨン株式会社 三

E E亙
御 入 会 の 御 申 込 は ・ ・・・・・・ ・・・ー ・

「 建 築 と 社 会 」 発行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3 7  電 話 北 浜 ⑮ 9648 ・9649 ・9640
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